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   プロローグ


  



  　十五人乗りの小型プロペラ機の扉を開け、タラップを降りて滑走路に立つと──そこは、山と森に囲まれた緑[image: ]あふれる大自然の真っ只ただ中なかだった。


  「話には聞いていたけど、本当に山の中に空港があるんだ……」


  　小型飛行機用の短い滑走路は、山やま間あいにあるわずかな平地に作られていた。


  　滑走路のそばは急斜面になっていて、深い渓けい谷こくが眼下に広がっている。切り立った崖がけの間を流れる渓けい流りゆうと、ぽっかりと浮かぶ雲が谷間に見えて、僕はここが世界的にも珍しい標高三○○○メートルの高みにある空港だと再認識させられる。


  　空港を囲むのは、むき出しの山肌と点在する緑の木々。顔を上げれば、遠方には万年雪に彩られた白い頂いただきの山さん嶺れいが見える。絵はがきの写真でしか見られないような神こう々ごうしいまでの名峰が、幾いく重えにも連なっている。


  「すごい……」


  　大自然の景観に感動しながら、僕は高地ならではの澄み切った空気を胸一杯に吸い込んだ。空気の薄さはそれほど感じないが、馴な染じみのない土の匂におい、川の水の匂い、風の匂いを体全体で感じて、僕はここが日本ではないことを……東京から五○○○キロも離れた異国の地であることを実感する。


  　──ヒマラヤ。


  　インド、ネパール、中国の国境地帯に広がる大山脈。いわずと知れた世界最高峰の山岳地帯。そんな世界中のアルピニストが憧あこがれる聖地に、ろくに登山経験もないごくごく平凡な日本人高校生の僕──柏かしわ崎ざき文ふみ哉やは立っていた。


  　日本では夏真っ盛りの八月中旬。僕は夏休みを利用して、避暑地と呼ぶには遠すぎる土地を訪れていた。


  「それにしても……腰が痛い」


  　雄大な大自然を眺めながら、僕は背中を丸め、飛行機の座席に十時間以上座りっぱなしで痛めつけられた腰をさする。


  「地球の裏側へ行くわけじゃなし、同じアジア圏なんだからさほど苦労せずに辿たどり着けるだろう」……などと気楽に考えていた僕は浅はかだった。


  　まさかバスを含む四度の乗り換えと計十数時間に及ぶフライトがこんなにも過酷なものだとは。特に最後に乗った旧型のプロペラ機は最悪の乗り心地で、狭い座席で激しい揺れに耐えた僕の腰はとうに限界を迎えていた。


  　──父さんを捜しに行こう。


  　そう思い立ったのは、約二週間前。


  　そこから大急ぎでパスポートを取得して、入国用のビザを申請して……と手続きをする度たびに財布が軽くなっていき、「せめて旅費だけでも安く上げよう」と安くあがりそうな交通手段を選んだ結果が現在の腰痛である。だってしょうがないじゃない、貧乏学生なんだもん。


  　痛む腰をさすりながら、僕は大自然の雄大な景観に目を奪われる。雲を貫く稜りよう線せんの美しさに息を呑のみながら、故郷を遠く離れ、はるか異国の地へとやってきた理由を思い出す。


  　始まりは一か月ちょっと前の出来事。


  　僕が生まれて初めて「魔女」に出会ったときのこと──。


  



  　──絶滅危き惧ぐ種「魔女」。


  　それは世界一有名な希少生物。


  　外見は人間の女性そっくりでありながら、ヒトとはまったく異なる進化を遂とげた謎なぞの生命体。かつて世界各地に生息していた魔女たちは、近代に入ってから急激に数を減少させ、現在では絶滅危惧種に指定されるほどの希少生物になっていた。


  　国際的な保護が推し進められていたものの、生息数の減少には歯止めがかからず、一か月前にはついに「魔女は絶滅した」と正式発表された。こうして魔女は地球上から絶滅した……かに思われた。


  　魔女絶滅のニュースが報じられて間もなく、僕は「魔女の森」と呼ばれる森林の奥深くで隠れ住んでいた一人の少女と出会った。


  　その幼い女の子は──地上に残された最後の魔女だった。


  　僕は少女を「ミラ」と名付け、家で匿かくまうことにした。


  　ほんの短い間だったけど、僕とミラは同じ時間を過ごした。ミラと一緒にテレビを見た。二人で買い物に出かけた。学校へ連れて行った。友達と遊んだ。二人でほうきに乗って空を飛んだ……。


  　僕たちはどこへ行くにもいつも一緒だった。


  　小さな魔女と過ごした時間は、僕にとって忘れられない思い出になった。


  　──気がつくと、僕にとってミラはかけがえのない存在になっていた。


  　だけど、二人の時間はあっという間に終わりを告げた。


  　人間の世界に魔女がいると、いろいろな問題が起こる。だから僕は、ミラを魔女の楽園に送り届けた。それがミラにとって最良の選択だと思ったから。魔女は魔女の世界で暮らすのが一番の幸せだと思ったから。


  　だから僕は、ミラを楽園に送り届けたことを……ミラと二度と会えなくなったことを後悔はしていない。


  　だけどミラのいない生活はとても静かで、物足りなくて、まるで胸にぽっかりと大きな穴が開いたようで……。


  　それから数日、一人きりの部屋で僕は漫然と時を過ごした。時折ミラのことを思い出しては、切なくなって、苦しくなって……。


  　僕は、無性に誰だれかと話をしたかった。僕とミラの物語を誰かに聞いて欲しかった。


  　……父さんなら、僕の話を聞いてくれるだろうか。


  　僕の父さんは魔女研究の第一人者だ。魔女を追い求めて世界中を旅していたほどの魔女マニアだ。


  　父さんなら、きっと僕の話を喜んで聞いてくれる。僕は、僕が出会った魔女のことを父さんに教えたかった。魔女について父さんと語り合いたかった。今の僕の気持ちを話せる相手は父さんしかいないと思った。


  　父さんに、会いたい。


  　だから僕は、旅に出ることにしたんだ。ヒマラヤで消息を絶った父さんを捜す旅に──。


  



  　僕の父さんは、一言でいうと自由人だった。


  　数年前、勤めていた会社をあっさり辞めた父さんは、「ちょっと魔女を探してくる」と言い残して、ふらっと家を出た。


  　三か月後、僕は南米から届いた絵はがきを見て、行方ゆくえ不明の父さんが冒険の旅に出ていたことを初めて知った。絵はがきの写真の中で、父さんはアマゾン川で釣った巨大魚を囲んで現地の人たちと笑いあっていた。状況がまったく飲み込めないけど、とりあえず父さんが息子むすこをほったらかしにして魔女探しの旅を満喫していることだけはよくわかった。


  　あれから数年が経たち、魔女を追い求めて旅を続けた父さんは、いつしか「魔女研究の第一人者」などと呼ばれるようになっていた。魔女研究の世界ではちょっとした有名人らしく、多くの人から尊敬されているらしい。ほったらかしにされている息子としては複雑な心境だ。


  　そんな魔女マニアで自由人の父さんが、一か月ほど前にヒマラヤの山中で消息を絶った。


  　雪山を登山中に「この近くに魔女の楽園があるはずだ」などと急に言い出して登山ルートを外はずれ、そのまま行方不明になったのだという。


  　雪山で大規模な捜索が行われるも父さんは見つからず、一週間後には生存が絶望視されて捜索も打ち切られた。最後まで人様に迷惑をかけてばかりの、ろくでなしの父さんだった。


  　そして、どうやら僕は、そんなダメ人間の父さんが好きだったらしい。


  　ヒマラヤに来たところで父さんに会えるかどうかわからない。そもそも父さんが生きているかどうかもわからない。それでも僕はあのままずっと、部屋で一人、父さんの帰りを待ち続けるなんて出来なかった。


  　いいか、バカ親父おやじ。僕が絶対に見つけてやるからな。無事に会えたら、僕が出会った小さな魔女の話をイヤっていうほど聞かせてやるからな。魔女がどれほど可愛かわいいか、事細かに説明して思いっきり悔しがらせてやるからな。覚悟しろよ！


  



  『Ｐという町に行きたい。どう行けばいいですか？』


  　僕は空港の職員に英語で道を尋たずねる。


  　英語が得意なわけじゃないけど、身振り手振りを交えれば意思疎通程度は問題なく出来る。「案ずるより産むが易し」とよく言うけれど、飛び込んでみれば案外なんとかなるものだ。


  『空港から直行バスが出ていますよ』


  　職員の案内を聞き、僕はサンキューを連呼しながらリュックを背負い、キャスター付きの大荷物を引きずって歩き出す。


  　指示されたバス停に行ってみると、そこには微妙に車体が傾いている錆さびだらけのオンボロバスが停車していた。


  　……すごく乗り心地が悪そうだ。


  　僕は片手で腰をさすりながら、大荷物を抱かかえてバスに乗り込んだ。


  　窓の外は雄大な大自然。そこは父さんが、最後の魔女がいると信じた場所。


  



  　それは、ある夏の日の出来事。


  　その日、異国の地で僕の長い旅が始まった。


   １　僕と魔女と異国の少女


  



  　世界最高峰のエベレストを擁ようする大ヒマラヤ山脈の麓ふもとは、手つかずの自然を生かしたリゾート開発が進み、近年では世界中から観光客が訪れる一大観光地になった……と旅行会社の観光用パンフレットには書いてあった。


  「現実はこんなもんだよね……」


  　オンボロバスを降りた僕は、眼前に広がる町並みを見て率直な感想を口にする。


  　ろくに舗装もされていない山道を、ガタゴトとバスに揺られること一時間半。観光用のパンフレットで紹介されているリゾート地……から標高二○○○メートルほど高みに位置する小さな町は、リゾート開発とは無縁の悠久の歴史を感じさせる──または、古くて汚くていつ崩れてもおかしくなさそうな、石造りの建物が並ぶ町だった。


  　石畳と呼ぶにはあまりに凹おう凸とつがありすぎる、赤土と動物の糞ふんで汚れた道路。


  　道路脇わきには胡う散さん臭い土産みやげ物の数々が並び、それを売ろうと地元の商人が観光客に片かたっ端ぱしから声をかけている。


  　当たり前のように人と牛が道路ですれ違う大通りでは、埃ほこり臭さと獣けもの臭さと糞ふん尿にようの臭さが入り交じった不思議な臭においが漂っていた。


  　それでいて、石造りの古い町並みとヒマラヤの霊れい峰ほうは、絶妙なコントラストで僕の目を釘くぎ付づけにする。絵画から抜け出たような景観に、僕は息をすることも忘れて魅み入いられてしまう。


  　大自然と人の営みが共存する町。そこが、父さんが行方ゆくえ不明になる直前に立ち寄った町だった。


  「よし、まずは宿探しだ！」


  　気合いを入れた僕は、持参した大荷物を背負い、歩き出す。


  　見上げれば白い頂いただきの霊峰。前を向けば石畳の道を行き交かう人と牛。活気[image: ]あふれる雑然とした町に、僕は自みずから踏み込んでいく。


  　──町の人たちの服装は日本とさして変わらないんだな。


  　Ｔシャツにジーンズ姿の地元住民とすれ違い、僕はいかにも観光客的な感想を抱いだく。


  　事前に得た情報によれば、かつてこのあたりはイギリスの植民地だったらしい。だから英語も普通に通じるし、人々は欧米流の生活習慣に抵抗がないようだ。


  　地理的にはインドやチベットに近いため、もっと「アジアの民族衣装」的な服装の人たちが行き交うオリエンタルさを想像していたから、若干拍子抜けではあるけれど。


  　そんな益やく体たいもないことを考えていたせいか、僕は洋服を着た人たちの中に一人だけ民族衣装らしい着物姿の女の子がいることに気がついた。


  　年の頃ころは十二、三歳くらい。背の低い、黒髪の女の子が仏ぶつ頂ちよう面づらで歩いている。少女は日本の和服によく似た着物に、ガウンのような上着を羽織っていた。ガウンは片腕だけ袖そでを通して、もう一方は肩を出している。着崩し方がいかにも民族衣装っぽい。


  「お人形みたいで可愛かわいいなあ」などと暢のん気きに眺めていると、視線に気づいたのか、少女がちらりと僕を見た。


  　……目が合ったのは、ほんの一瞬。それだけで僕は少女から目が離せなくなった。


  　どうして彼女が気になるのか言葉では上う手まく説明できない。理屈ではなく直感で「この子は他ほかの子とは違う」と感じたのだ。僕と少女はすれ違いざまに目が合い……そのまま彼女は表情一つ変えずに僕から目を離した。


  　そりゃそうだ。僕たちは初対面で面識もないのだから、目が合っても無視されて当然だ。……当然なのに、どうしてだろう。僕は少女から目が離せなかった。


  　小柄な少女の背中を見送りながら、「どうしてあの子のことが気になるのか」と考える。


  　一人だけ民族衣装で周囲から浮いているから？


  　群衆の中にあって凜りんとした雰囲気が目立つから？


  　それとも、年頃や小柄な外見がミラを彷ほう彿ふつとさせるから？


  　だが、いくら考えても納得できる答えは出ない。


  　思案する僕に見守られながら、少女は人ひと混ごみの中へと消えていった。


  



  『ンモオオォォォ』


  「うわっ!!」


  　民族衣装の少女に気をとられて、ぼーっとしていた僕の目の前を、ものすごくデカい牛が通り過ぎた。


  　我に返った僕は思い出す。そうだ。日が暮れる前に今晩泊まる宿を探さないと。


  　しばらく町を歩き回り、ようやくホテルらしき建物を発見した僕は、さっそく部屋を取ろうと意気込んで乗り込んだ。玄関を入ってすぐのカウンターに受付係らしい青年を発見。よし、あの人に英語で話しかけてみよう。


  『すみません。一晩泊まりたいんですが』


  『はい。では、こちらにお名前を』


  　愛想のいいホテルマンは、飛び込み客の僕を歓迎してくれているようだ。ホッとしながら僕は名前を記帳する。


  『お客様は観光旅行ですか？』


  『いいえ。僕は行方ゆくえ不明の父を捜して旅をしています』


  『あなたの父親が？　行方不明なのですか？』


  『はい。僕の父さんは魔女が大好きで、この辺りに魔女がいると聞いて探しに来たんです。だけど、その後消息を絶ってしまって……』
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  『魔女、ですか』


  　それまで愛想の良かったホテルマンが、急に表情を曇らせた。


  　まあ、いきなり「父が行方ゆくえ不明なんです」なんて言われたら戸惑って当然か。そんな風に思っていると、


  『──申し訳ありませんが、今日は満室でした。お客様の泊まれる部屋はありません』


  『え？　でもさっきは泊まれるって……』


  『申し訳ありません。お引き取りください』


  　振る舞いは丁てい重ちように、しかし断固とした口調で僕を拒絶するホテルマン。それでもしつこく食い下がると、どこからともなくガードマンらしき屈強な男たちが現れ、両りよう脇わきを挟まれた僕はあれよあれよと言う間に追い出されてしまった。


  　荷物ともども建物の外に放ほうり出された僕は、ホテルの前で呆ぼう然ぜんとしながら首をひねる。


  　はて？　僕は何か気に障さわることを言っただろうか。会話を思い出してみても、どうしてホテルを追い出されたのかわからない。


  　ともあれ、このホテルに泊まるのが無理なら、ここで途方に暮れていても仕方ない。僕は荷物を抱かかえると、別のホテルを探してトボトボと歩き出す。


  『ちょっとちょっと、そこの兄ちゃん』


  　三歩も進まないうちに、道ばたでガラクタを並べていた男が愛あい想そ良く声をかけてきた。


  『兄ちゃん、お土産みやげを買っていかないか。安くしとくよ』


  「お土産？　どう見てもガラクタだよね。それ」


  『兄ちゃん、お土産を買っていかないか。安くしとくよ』


  　僕の日本語が通じるはずもなく、男は営業スマイルで同じ台詞せりふを繰り返す。


  　無視して通り過ぎるのは簡単だけど、これも何かの縁だ。外国人観光客を相手にしている人なら、父さんを見かけたかもしれない。僕は荷物から父さんの写真を取り出して見せた。


  『この人は僕の父さんです。父さんは魔女を探しにこの町へ来ました。この人を見かけませんでしたか？』


  　そう説明すると、さっきまで愛想良く笑っていた男の顔が目に見えて不機嫌になった。


  『知らないね』


  　ぶっきらぼうに言い放つと、男はすたすたとガラクタの元へ引き返す。写真を持った僕だけがその場にぽつんと取り残された。


  「なんなんだ、いったい」


  　父さんの写真を見せた途端、無視されるとはどういうことだ。この写真の何が気に入らないというんだ？


  　……ひょっとして、父さんはこの町で騒ぎでも起こしたのかな？　だからみんな、父さんとは関かかわりたくなくて避けているのかも。


  　何しろ父さんは「言葉が通じなくても身振り手振りでなんとかなる！　いざとなれば拳こぶしで語り合えばいい！」などと無駄に熱く語るような人だ。子供ながらに「拳で語っちゃダメだろう」と思ったものである。


  　そうか、きっとそうに違いない。昔も今も変わらない父さんのろくでなしぶりに、僕はがっくりと肩を落としながら、今夜の宿を探してトボトボと歩みを再開した。


  



  「はぁ……。まいったなぁ」


  　時は夕刻。町の中心部に繫つながる大通りを歩きながら、僕は盛大にため息をつく。


  　宿を探して町中を歩き回った結果、わかったことは「この町にホテルは一軒しかない」という事実だった。つまり、最初にホテルを追い出された時点で手遅れだったわけだ。


  「今日は野宿かなぁ……。でもこの町って富士山ぐらいの標高なんだよね……」


  　富士山の山頂で野宿する自分をイメージして、僕は「ぶるる」と身み震ぶるいしてしまう。


  　これからどうしたものかと途方に暮れていると、目の前を現地の人間らしい黒髪の少女が通り過ぎた。


  　この土地の民族衣装を着た少女は、短い黒髪を風になびかせて颯さつ爽そうと歩いていた。意志の強そうな瞳ひとみ。花のつぼみのような唇くちびる。幼いながらも整った顔立ちは、異国人の僕が見ても可愛かわいいと断言できる。


  　あの子は確か、僕が町へ来てすぐに道ですれ違った女の子だ!!


  　たった一度すれ違っただけの女の子が、どうしてこんなにも強く印象に残っているのか。自分でも不思議に思いながら、僕はなんとなしに彼女の姿を目で追いかける。


  　先刻さつき見かけたときと同じく、彼女は両手に荷物を抱かかえて歩いていた。赤ん坊ぐらいなら楽々入りそうな大きさの布包みから、大量の野菜が顔を覗のぞかせている。買い出しかな？　それにしてもすごい量だな……。などと考えていると、彼女の荷物が通行人にぶつかり、少女は道の真ん中でたたらを踏んだ。


  「危ない！」


  　思わず声を上げて駆け寄ろうとするが、彼女は重い荷物に慣れているのか、何ごともなかったように体勢を立て直した。


  　きっと僕の声に気づいたのだろう。立ち止まった少女がこちらをじっと見つめる。少女と目が合った僕は、声を上げた気まずさをごまかすように英語でにこやかに声をかけた。


  『こ、こんにちは～』


  　愛あい想そ良く手を振ってみたりして。ひらひら～。


  『……』


  　少女は警戒度ＭＡＸの険けわしい表情で一歩、後ずさった。うん、そうだね。見知らぬ外国人がいきなり話しかけてきたら、そりゃ警戒するよね。


  『ええと、僕は怪しい者じゃない。僕は人を捜しているんだ。ほら、この人を──』


  　不審者扱いされた僕は、身の潔白を証明するために父の写真を見せようとした。ニコニコと笑いながら近づき、写真を見せようと懐ふところに手を入れ──。


  『！』


  　懐に手を入れた瞬間、何を思ったのか少女は一目散に逃げ出した。おい、逃げることないだろ！


  　逃げる少女の持つ袋から、ジャガイモのような野菜がひとつ、転がり落ちる。


  「待てよ！　落とし物！」


  　日本語で叫びながら、僕は少女を追って走り出す。


  　両手に荷物を下げていてスピードの上がらない少女にあっさり追いつき、僕は彼女の肩をがっちりと摑つかむ。振り返った少女の着物の裾すそから生足が覗のぞいて──。


  　ごすっ。


  　少女の華麗なハイキックが、僕の側頭部に炸さく裂れつした。


  



  「……う、うーん」


  「目が覚めた？」


  　うっすらと目を開けると、亜あ麻ま色の髪の美女が、僕の顔を覗き込んでいた。


  　二十代後半ぐらいだろうか。細ほそ面おもての美女は軍服によく似た制服を着ている。彼女は僕の額ひたいに手を当てて……あれ？　僕はどうして横になってるんだ？


  「まだ動いちゃだめよ」


  　起き上がろうとする僕の肩を、その制服のお姉さんが優しく押さえつける。そこで僕は初めて、自分が長なが椅い子すに寝かされていることに気がついた。


  　視線を巡めぐらせると、お姉さんと同じ制服の人たちが机に向かって仕事をしている。どうやらここはお姉さんの職場らしいけど、いったいなんの事務所だろう？


  「ここは警察署よ」


  「警察？　それじゃ、お姉さんも警察官なんですか？」


  「ええ。私はサリタ。道で倒れていた君を私がここまで運んだのよ」


  　なるほど。軍服だと思ったのは警察の制服だったのか。……って、ちょっと待った。


  「サリタさん、日本語……」


  「そうよ。私は日本に留学してたことがあるからね。この町でただ一人の、日本語を話せる警察官なんだから」


  　えっへん、と偉そうに胸を張るサリタさん。大人っぽい美人なのに、仕草がいちいち可愛かわいらしい。


  「それで、君はどうして道の真ん中で倒れていたの？」


  「…………あ」


  　こめかみがズキリと痛んで、僕はようやく事情を思い出す。


  　そうだ、僕は見知らぬ女の子にハイキックをぶちかまされて気絶したんだ。


  　僕が事情を話すと、サリタさんは微笑とも苦笑ともつかない笑顔を浮かべた。


  「それはきっとマーヤだわ。町に着いてすぐにマーヤと遭遇するなんて、運がいいんだか悪いんだかわからないわね」


  「それってどういう意味ですか？」


  「あの子、人見知りというか……極度の人間嫌いなのよ。だから普段はずっと家に閉じこもっているの。食料の買い出し以外では滅多に外に出ないから。困ったものよね」


  「は、はあ。そうですか」


  　困ったもの、と言われても返事のしようがない。


  「で、そのマーヤって子が、どうして僕の頭に蹴けりを入れたんですか？」


  「それはわからないけど……。あなた、まさかマーヤに変なことをしようとしたんじゃないでしょうね？」


  　サリタさんが疑いの眼まな差ざしで僕を見る。ちょ、ちょっと待った。警察官のサリタさんに疑われたらシャレにならないよ。


  「いやいや。僕は何もしてません！　ただちょっと、彼女に笑顔で声をかけたら、急に走り出して……そのとき落とし物をしたから走って追いかけて、届けようとしただけです！」


  「んー。つまり、マーヤは見知らぬ外国人がニヤニヤしながら話しかけてきたので逃げ出したけど、男が追いかけてきて捕まりそうになったので思わず手が出たってわけね。実際に出たのは足だけど。ぶぶっ」


  　うまいこと言った、とでも言いたそうに一人で笑うサリタさん。面倒なのでスルーしておく。


  「オッケー。事情はよーくわかったわ。暴力を振るったマーヤも悪いけど、彼女を怖がらせた君も悪い」


  「僕は彼女を怖がらせるつもりなんて……」


  「言い訳なんて男らしくないわよ。素直に反省しなさい」


  　お姉さんぶって説教するサリタさんが妙にさまになっていて、僕はついついしおらしく「すみません」と頭を下げてしまった。


  「よろしい。反省しているようだから、今日のところは見逃してあげるわ。もう帰っていいわよ」


  「え？　調書とか取らなくていいんですか？」


  「いいのよ。どうせ大した事件でもないし。だいたい書類仕事って面倒臭くて嫌いやなのよね」


  　警察署内で警察官らしからぬことを口走るサリタさん。こんなにいいかげんな性格で警察官をやっていけるのか、他ひ人と事ごとながら心配になってしまう。


  　それともこの国ではこれが普通の対応なのかな？


  　そんなことを思いつつ、帰ろうと立ち上がっておじぎをすると、それを見たサリタさんの上司らしき恰かつ幅ぷくの良い男の人が怒鳴り声でサリタさんを呼びつけた。「ちょっと待っててね～」とサリタさんは笑顔で上司のもとへ行き、しばらくしてからさめざめと涙を流しながら戻って来た。


  「それでは調書を取ります……。名前を教えてください……。しくしく」


  「[image: ]しかられたんですね……」


  　とはいえサリタさんのいいかげんな対応が、この国の普通じゃなかったことに、ちょっとほっとした僕だった。


  「僕の名前は柏かしわ崎ざき文ふみ哉やです。日本人です」


  「柏崎……」


  　調書に僕の名前を書き込んだサリタさんは、はたと手を止めて考え込む。


  「柏崎、柏崎……。あなた、ひょっとして柏崎文ふみ彦ひこの親しん戚せきか何か？」


  「父さんを知ってるんですか!?」


  　思わず大声を上げてしまい、僕は周囲の注目を一身に集めてしまった。視線に気づいた僕はあわてて声を潜ひそめる。


  「……父さんを知ってるんですか？」


  「ええ。一か月ぐらい前かしら。彼、酒場で大暴れしたのよ。この町で観光客が問題を起こすなんて珍しいから、とても印象に残っているわ」


  「酒場で暴れた？」


  「そうよ。地元の人間と魔女のことで口論になって、最後は取っ組み合いの喧けん嘩かになったらしいわ」


  　魔女について話をしていて討論がヒートアップするなんて、いかにも魔女オタクな父さんらしい。だけど、取っ組み合いの喧嘩にまで発展するなんて父さんは何を言われたのかな？


  　そんな僕の疑問に答えるかのように、サリタさんは当時の状況を詳しく教えてくれた。


  「文彦は、魔女を探しにこの国へ来たと言っていたわ。酔っていた彼は『絶滅危き惧ぐ種の魔女を守るのが自分の使命だ』と酒場で演説を始めたのよ。当然、地元の人間は彼に対して敵意を覚えたわ。それが言い合いになり、罵ののしり合いになって……」


  「待ってください。どうして地元の人が父さんに敵意を持ったのかわからないんですが」


  「は？　ああ、そうか。そうだったわね。文彦に事情聴取をしたときも、さんざん同じことを聞かれたのを思いだしたわ」


  　眉み間けんにしわをよせ、悩ましげにこめかみを押さえるサリタさん。


  「昔からの風習というか、言いつたえというか……、この国では魔女は不吉なものとして、忌いみ嫌われる存在なのよ。それが常識なの」


  「常識？　この国では『魔女は不吉な存在』というのが常識なんですか？」


  「そうよ。昔から魔女は『災厄の象徴』と言われてきたわ。あらゆる災害──洪水も、干ばつも、土ど砂しや崩くずれも、竜巻も……悪いことが起きるのはすべて魔女のせい。魔女は災わざわいを呼ぶ生き物であり、魔女がそばにいるだけで人は不幸に見舞われると信じられているの」


  　話を聞いていた僕は、どう反応すればいいかわからず困惑する。


  　魔女は絶滅危き惧ぐ種だ。貴重な魔女を大切に扱うのは世界の常識であり、万国共通の認識のはずだ。そんな魔女を忌み嫌う人たちがいるなんて、にわかには信じられない。


  「もしかして、僕がホテルを追い出されたのは、『魔女を探している』なんて話をしたから？」


  「あらら、それは追い出されても不思議じゃないわね。この国の人間なら、魔女とは関かかわりたくないと思うのが普通よ」


  「……サリタさんも、魔女が不幸を呼ぶと信じているんですか？　どうして？」


  　僕の質問にサリタさんは明確には答えず、肩をすくめて苦笑いを浮かべる。


  「もちろん。今の若い人たちは、そんな言い伝えなんかはあまり本気にしないわ。でも、良くも悪くも、……ここは、そういう国なの」


  　これもカルチャーショックというのだろうか。魔女を嫌っている国があるなんて考えもしなかった。想像すらしなかった。


  　落ち込み、黙り込む僕を見て、サリタさんが慰なぐさめるように優しく声をかける。


  「文ふみ彦ひこのことは私もニュースで見たわ。残念だったわね」


  　サリタさんは、僕が父さんのことで気落ちしていると思ったらしい。魔女が嫌われていると知ってショックを受ける人間がいることを、サリタさんは理解できていないようだ。


  　だけど、それはサリタさんが悪いわけじゃない。この国ではそれが普通なんだ。


  「父さんは行方ゆくえ不明というだけで、まだ死んだと決まったわけじゃありません」


  「……そうね。そうだったわね」


  「サリタさんは、父さんの行方について何か知りませんか？」


  「行方を？　でもそれは……」


  　サリタさんの綺き麗れいな顔が暗く陰る。父さんが山で遭難して生死不明だと知っているからこそ、迂う闊かつな気休めは言えない。そんな彼女の配慮がわかっていながら、僕は食い下がった。


  「なんでもいいんです。知っていることがあれば教えてください！」


  　僕の熱意にサリタさんは一瞬たじろぎ……「ふっ」と優しい目になった。


  「いいわ。君をガイドの所まで案内してあげる。その人なら、文彦がどこへ行こうとしていたか知っているはずよ」


  「ガイド？」


  「素人がヒマラヤを単独で登るなんて自殺行為よ。山に入るときは必ず山岳ガイドを雇う。これ、山の常識」


  　悪いた戯ずらっぽくウインクするサリタさん。黙っていれば知的な美人なのに、こういう茶目っ気を見せるから、警察官のくせに威厳がまったく感じられないんだよな。


  「つまり、父さんの登山に同行した山岳ガイドがこの町にいるんですね？　その人に聞けば、父さんがどこで遭難したかわかる……」


  「そうよ。でも気をつけてね。そのガイドはものすご～く偏屈だから」


  「偏屈？　変わり者ってことですか？」


  「ええ。何しろ『魔女を探しに行く』と公言する文ふみ彦ひこに手を貸すほどだから。それだけでも、この国の人間とは思えない変人ぶりよ」


  　国民全員が魔女を嫌うこの国で、魔女オタクの父さんを手伝った変人……。


  　俄が然ぜん興味の湧わいた僕は、さっそくサリタさんに道案内をお願いした。


  



  　太陽が山やま間あいに沈み、黄たそ昏がれ色の空に一番星が瞬き始めた頃ころ。僕たちは牛ぎゆう糞ふんの臭においが漂う路地裏を抜け、町の外はずれにあるあばら屋の前に到着した。


  　あばら屋……いや、オンボロ小屋……いやいや、いっそ廃屋というべきか。とにかく人が住むにはあまりに荒すさみすぎている、みすぼらしい木造小屋の前に僕たちは立っている。


  「ここにその山岳ガイドが住んでいるんですか？」


  「ええ、そうよ」


  　答えながら、サリタさんは躊ちゆう躇ちよなく扉をノックする。ドンドンドン！　ドンドンドン！


  「サ、サリタさん？　ちょっと強く叩たたきすぎじゃ……」


  「いいのよ。このぐらいやらないと出てこないんだから」


  　扉が壊れやしないかと心配になるほどに、サリタさんは容赦のないノックを繰り返す。


  　するとサリタさんの思おも惑わく通り内側から扉が開き、あばら屋の住人が姿を現した。


  「え？　君は、さっきの……」


  「山岳ガイド」と聞いて屈強な山男を想像していた僕は、住人の意外な姿に息を呑のむ。


  　あばら屋から現れたのは、民族衣装を着た女の子だった。僕に蹴けりをくらわせた、あの黒髪の少女だ。少女は仏ぶつ頂ちよう面づらのままサリタさんを見て、それから僕を見て、怪け訝げんそうに眉まゆをしかめた。


  『……何か用？』


  『マーヤに会いたいって人を連れてきたのよ』


  『私に？』


  　サリタさんと英語で会話しながら、少女はまじまじと僕を見つめる。気のせいだろうか、彼女の視線が鋭すぎてとても痛い。


  「待ってくださいサリタさん！　まさか、父さんが雇った山岳ガイドって」


  「彼女よ」


  　すまし顔で答えるサリタさん。超然とした佇たたずまいはとてもクールだけど、目だけはニヤニヤと不敵に笑っている。まさか、僕の驚く顔が見たくてわざと黙ってたんじゃ……。


  「で、でも、信じられません。こんな小柄な子がヒマラヤの山岳ガイドだなんて……」


  「あら、こう見えてもマーヤは優秀なのよ。人を見た目で判断するのは良くないわね」


  「そう言われても、背は低いし、手足は細いし、こんなちっちゃな子が険しい山を登るなんて」


  「ちっちゃい？」


  　僕の率直な見解に、日本語で反応したのは……民族衣装の少女だった。


  　あれ？　いま、この子、日本語をしゃべった!?


  「あ、そうそう。文ふみ哉やには言い忘れてたけど、マーヤも日本語がわかるから」


  　今度は口元までニヤニヤさせながらサリタさんが補足する。日本語が通じないと思って率直な感想を喋しやべりまくっていた僕は、冷や汗をかきながら恐る恐る少女を見た。


  　不機嫌なのか、無愛想なだけなのか。少女は無表情のままじっと僕を睨にらみつけている。怖い。とても怖い。


  「えーと……。まあその、女の子の山岳ガイドがいてもいいよね」


  　張り詰めた空気を取り繕つくろうように、僕は引きつった愛あい想そ笑いを浮かべる。それでも無表情を崩さない少女へ、僕は精一杯のフレンドリーさを演出しようと明るく声をかけた。


  [image: ]


  「こ、こんにちはー。聞きたいことがあるんだけど、いいかなー？　マ、マーヤ……ちゃん」


  「ぷっ」


  　僕がちゃん付けで呼ぶと、隣でサリタさんが吹き出した。


  　そして、当のマーヤちゃんは、


  「断る」


  　ぴしゃりと言い放ち、扉を固く閉ざしてしまった。


  　貼はり付いた笑顔のまま扉の前で立ち尽くす僕。その横で「あらら」と暢のん気きに笑うサリタさん。僕が恨めしそうな目で睨にらみつけると、


  「それじゃ、頑張ってね」


  　サリタさんはそれだけ言って、ひらひらと手を振りながら警察署へと帰ってしまった。


  　あばら屋の前に、一人ぽつんと取り残された僕。……これからどうしろと？


  



  「ええと、マーヤちゃん？　僕の話を聞いてくれないかな？　マーヤちゃ～ん」


  　家の前で猫なで声を上げてみるが、返事はない。どうしたものかと僕は頭を悩ませる。


  　正直言って彼女が山岳ガイドだなんて今でも半信半疑だった。だけど、父さんを追いかけて来て、ようやく見つけた唯一の手がかりなんだ。ここで簡単に諦あきらめるわけにはいかない。


  　本当に父さんのガイドをしていたなら、父さんがどういうルートで山を通り、どこで消息を絶ったか、すべて知っているはずだ。父さんの足跡を知りたい僕にとって、これ以上の情報源はない。なんとしても彼女の協力を取り付けないと。


  「マーヤちゃ～ん。ここを開けてくれないかな？　マーヤちゃ～ん」


  　力を込めて扉をノックしてみるが、反応はない。そういえばサリタさんは、もっと激しくドアをノックしていたな。もう少し力を入れて叩たたいてみるか。


  「マーヤちゃん、少しでいいから出てきてくれないか？　マーヤちゃ～ん！」


  　ドンドンドンドンドン！　ドンドンドンドンドン！


  　彼女の名前を呼びながら、僕は繰り返し扉を叩く。


  　どれくらい叩き続けただろうか。いいかげん手が痛くなってきたところで、扉がほんのちょっとだけ開き、細い隙すき間まから仏ぶつ頂ちよう面づらの少女が顔を覗のぞかせた。


  「……うるさい」


  「父さんの話を聞かせてほしいんだ」


  　彼女の文句を完全に無視して、僕は単刀直入に話を切り出す。


  「あなたの父親と私になんの関係が？」


  「僕の父さんはこの町から山に入って行方ゆくえ不明になったんだ。そのときに登山ガイドとして同行していたのが、マーヤちゃんで……」


  「ちゃんはやめて」


  　淡々と言い放つマーヤちゃ……。おほん。


  　マーヤは、扉の隙すき間まから警戒の眼まな差ざしで僕の顔を見つめ、


  「私のガイドで行方ゆくえ不明になった……。すると、あなたは柏かしわ崎ざき文ふみ彦ひこの息子むすこ？」


  「そうなんだよ！　僕は父さんの行方を捜しているんだ。良ければ話を聞かせてくれないか？　あと出来れば、父さんが消息を絶った場所まで案内してくれると助かるんだけど」


  「山に入る気？　あなたが？」


  　不機嫌そうな目つきで、マーヤはじろじろと僕の姿を観察する。


  　ちなみに僕の服装は、この日のために新調したカラフルな登山服。さらに新品の登山用リュックを背負い、日用品をパンパンになるまで詰め込んだキャリーバッグを引きずっていた。


  「……登山の経験は？」


  「ないけど、体力には自信があるよ！」


  「帰れ」


  　ろくに話も聞かずに、マーヤは扉を閉めた。


  「おーい、ちょっと待ってよ！　話ぐらい聞いてくれてもいいだろ！」


  「うるさい」


  　閉めきった扉の向こうから声がする。もはや扉を開ける気すらないようだ。


  「ヒマラヤは素人が登る山じゃない。諦あきらめて日本に帰れ」


  「そうはいかないよ。ガイドしてくれないなら、せめて父さんが消えた場所だけでも教えてくれ。そうしたら、あとは僕一人でその場所まで行くから」


  　僕は声を張り上げるが、扉の向こうからはなんの反応もない。どうやら彼女は無視を決め込んだようだ。


  　とうに日が暮れて辺りは暗くなっている。街灯のないこの辺りは、月と星の明かりだけが頼りだった。……正直に言うと、こんなところに一人で残されるのはとても心細い。


  　だけど、だからといってここで引き下がるわけにはいかない。マーヤは僕が見つけた唯一の手がかりだ。


  　僕は荷物の中からレジャーシートを引っ張り出すと、あばら屋の前に敷き、ごろんと横になった。どうせ泊まるホテルも無いんだ。だったらここで朝まで粘ってやる。根負けした彼女が家から出てくるのが先か、僕が諦めて立ち去るのが先か、勝負だ！


  　気合いを入れて横になった僕は、寝転がりながら夜空を見上げる。


  　それはまさに、降るような星空だった。


  　五等星や六等星まではっきり見えそうな星の大海に、僕は言葉を失う。綺き麗れいを通り越して荘厳ですらある光景に、僕は今さらながら、ここが日本ではないことを痛感していた。


  　遠い異国の地で僕は一人、石畳に寝そべって星空を見上げている……。


  　案外、こういうのも悪くないかもしれないな。


  「父さんも、この星空を見たのかな」


  　実の息子むすこをほったらかしにして世界中を旅していた父さん。そういえば盆も正月も帰って来ないくせに、絵はがきだけはよく送られてきた。


  　写真はアマゾンの秘境だったり、地下の巨大鍾しよう乳にゆう洞どうだったり、極寒のロシアだったり、灼しやく熱ねつの砂漠だったり……。どれもが旅の風景を写したものだった。


  　父さんの自由奔放さにはまったく共感できないけど……。でも、絵はがきの写真を見ると、いつもちょっとだけ思ってしまうんだ。


  　──羨うらやましい。


  「……父さんは、旅の一部を僕に送ってくれていたのかな」


  　星空を見上げながら、僕は身勝手な父さんを思い出して、鼻の奥がツーンとなった。


  　やばい、泣きそうだ。


  　こんななんでもないことでなぜ涙が出るのか。故郷を離れ、家族を思う……ただそれだけのことが、なぜだか僕の体を震ふるわせる。


  「父さん……」


  　無意識につぶやき、僕は両手で目を覆おおう。誰だれが見ているわけでもないのに、僕は必死になって顔を隠していた。


  　……ガチャ、と、扉の開く音がした。


  　手で顔を覆っているので相手の姿は見えない。だけど、誰かが僕を見つめている気配ははっきりと伝わってきた。


  「……」


  　僕を見つめる視線の主は、しかし無言のままだった。


  　これはチャンスだ。早く何か言わなければ。そう思うのに、目め頭がしらの熱さが気になって考えがまとまらない。


  「……僕は、父さんを捜しているんだ」


  　考えがまとまらないまま、僕は何かに急せかされるように言葉を紡つむぐ。


  「僕は、父さんに会いたい」


  「……どうして？」


  　ぽつりと、闇やみの中で少女がつぶやいた。


  　どうして？　どうして僕は父さんに会いたいんだ？


  「父さんに聞いて欲しい話があるから。僕は……僕とミラの話を、父さんに聞いて欲しいんだ」


  　ミラが何者なのか、マーヤが知るはずもない。だけどマーヤは、ミラについて深く尋たずねてはこなかった。その代わりに、マーヤはもっと残酷な質問をした。


  「文ふみ彦ひこは雪山で遭難した。きっと、もう死んでいるわ。それでも？」


  「たとえ世界中の人がそう思っていても、僕は──僕だけは父さんが生きていると信じる。いつか必ず再会できると信じてる」


  「……どうして信じられるの？」


  　僕は洟はなをすすりながら、努めて明るく笑って答えた。


  「信じるのは当たり前だろ。だって僕たちは、家族なんだから」


  　闇やみの中で、ピクッと動く気配がした。


  　上う手まく言葉に出来なかったけど、彼女に僕の気持ちは伝わっただろうか。


  「もし、頼めるなら……父さんを捜すのを、手伝ってくれないか？」


  　捜すといっても、どこへ行けばいいかわからない。何をすればいいかわからない。そんな漠然とした願いを口にする僕に、彼女は──。


  「……そんなところで寝ていたら、野良牛に轢ひかれる」


  　──ヒマラヤの現実を教えてくれた。


  　なんだよ、野良牛って。我がもの顔で町を歩く牛は見かけたけど、あれって野良だったのか。この国では野良の牛が我がもの顔で町を歩き回ってるのか。


  「は、ははは」


  　目を覆おおったまま、僕は声を上げて笑ってしまう。しゃくりあげながらの笑い声に紛れて、つぶやくような少女の声が響いた。


  「家の前で轢き殺されたら目障り。だから……、中に入って」


  　淡々とした少女の言葉に、僕は再び声を上げて笑ってしまった。


  　立ち上がった僕がレジャーシートを片付け、その間に無愛想な彼女が大荷物を運ぶ。自分の体重より重そうなリュックを、えっちらおっちら懸命に引きずる少女。その姿が妙に微笑ほほえましくて、僕は我知らず笑えみを浮かべていた。


  　──まるで、ミラを見ているようだと思った。


  　彼女のために扉を開けてやりながら、僕は異国の少女に自己紹介をする。


  「僕は柏かしわ崎ざき文ふみ哉や。荷物は僕が運ぶよ」


  　えっちらおっちら荷物を運んでいた少女が、足を止めて上目遣いに僕を見る。


  「……マーヤ。山岳ガイドならこれくらいの荷物、なんでもないわ」


  　それでも僕が少女の手から荷物を取ると、微かすかに頰ほおを染め、そっぽを向くマーヤ。その仕草がなんだかとても愛らしくて、僕はまた笑ってしまったのだった。


   ２　僕とたい焼きと彼女の秘密


  



  　翌朝は、澄み切った青空が気持ちいい晴天だった。


  「おはよう、マーヤ。今日はいい天気だね」


  　あばら屋で快適な一夜を過ごした僕は、朝食の席につきながら、気分も爽さわやかに家主の少女へと挨あい拶さつする。


  　かたや無口なマーヤは僕の挨拶にも無反応で、淡々と二人分の食事をテーブルに並べていた。無愛想なのはわかってるけど、挨拶しても返事がないのはさすがに少し寂しい。


  　代金は後払いだけど、正式にマーヤとガイドの契約をしたことだし、（物価が安いおかげで思ったより高くなくて助かった）せっかくだからもっと彼女と仲良くなりたいよね。


  　……そういえば、マーヤには家族がいないのだろうか。この家にひとりぼっちで暮らしているのだろうか。


  「これだけ晴れていると気分がいいね。そう思わない？」


  「……」


  　なんだか聞いてはいけないような気がして、肝心なことが聞けない僕の空から回りを、マーヤは当然のようにスルーする。


  「標高が高いと空気も綺き麗れいなのかな？　日本で見るより空の色が鮮やかな気がするよ」


  「……」


  「朝食は……蒸した芋いも？　それに豆のスープ？　この国は芋が主食なの？　ちなみに日本では米を炊いて──」


  「黙って食べて」


  　食事するならお喋しやべりするなとたしなめられてしまった。仕方なく、僕はマーヤと向かい合いながら黙々とふかし芋を食べる。


  　マーヤと仲良くなりたいのに、無愛想な彼女は会話に乗る素振りすら見せない。マーヤと打ち解けるために、ここは僕の方から積極的に話しかけるべきだよね。


  「マーヤはいつもこんなシンプルな料理ばかり食べてるの？」


  「……」


  「そういえばこの辺りでは牛をよく見かけるけど、肉や乳製品は食べないの？」


  「……」


  「そういえば電化製品が全然見あたらないけど、ここらへんって電気は通ってるの？　さっき見たら台所では薪まきを使って──」


  「黙って食べて」


  　クールだ。クールすぎて取り入る隙すきがない。マーヤのことを知りたいと思った僕だけど、早くも心が挫くじけそうだった。こうなったら意地でも会話を続けてやる。


  「それにしても天気がよくて良かったよ。今日は出発するには最高の登山日び和よりだね」


  「……出発？」


  　おや？　マーヤがかすかに反応したぞ。何が心に引っかかったのかわからないけど、マーヤが興味を抱いだいたのならこの機を逃のがすわけにはいかない。


  「そう、出発だよ。僕たちは父さんの足跡を辿たどるんだ。父さんは山で何を見たのか。どこで消息を絶ったのか。それがわかれば、父さんの行方ゆくえを捜す手がかりになるだろ」


  「……そうね」


  「道案内はよろしく頼むよ、ガイドさん。それで、何時頃ごろに出発しようか？」


  「出発しない」


  「え？」


  「出発し・な・い」


  　きっぱりとダメ出しをして、マーヤは黙々と芋いもを食べ続ける。僕がじっとマーヤを見つめていると、注目されることに慣れていないのか、マーヤはため息をついて食べる手を止めた。


  「……高度順応」


  「こうど……なに？」


  「出発前に、まず何日か安静にして空気の薄さに体を慣らす。高山病対策の基本」


  「な、なるほど」


  　とつぜん標高三○○○メートル超の高所へやって来た僕は、空気の薄さに体がまだ慣れていない。高山病対策として、まずは安静にして空気の薄さに体を慣れさせる必要がある。それを専門用語で「高度順応」と言うらしい。マーヤはそう説明してくれた。


  「ええと、僕はどれくらい安静にしていればいいのかな？」


  「最低でも二日」


  「二日も？　でも二日間何もせずに待つだけってのは……。もうちょっと早くならない？」


  　ジロリとマーヤが僕を睨にらむ。わかったよ、わかったから睨むのはやめて。


  　相手は本職の山岳ガイドだ。ちゃんと根拠があって言っているのだろう。僕は大人しくマーヤの指示に従うことにした。


  「じゃあ、出発までの間、僕はここで荷物の整理でもしているよ」


  「そのことだけど」


  　どこから取り出したのか、マーヤはびっしりと文字が書き込まれた紙を僕に突き出した。


  「これは何？」


  「必要な物のリスト。今日中に全部買って来て」


  「は？　でも、登山道具なら日本から持ってきた物があるから……」


  「あんな安物、使い物にならない」


  「た、確かに出費を切り詰めるために安物を買ったけど、使えないなんてことは」


  　ジロリとマーヤが僕を睨にらむ。わかったよ、わかったから睨むのはやめて。


  　相手は本職の山岳ガイドだ。ちゃんと根拠があって言っているはず……根拠があるんだよね？　まさか嫌いやがらせじゃないよね？　とはいえ、僕はおとなしく彼女の指示に従したがうしかない。


  「それじゃあ、朝食を食べ終わったら買いに行くよ。マーヤも一緒に来てくれるんだろ？」


  「行かない」


  　眉まゆ一つ動かさず、マーヤはさも当然のように告げる。


  「買い物には一人で行って」


  「え？　でも、僕はこの町には不慣れだから、マーヤが案内してくれると助かる……」


  「一人で行って」


  「えっと……ちなみに僕が買い物している間、マーヤは何をしているの？」


  「留守番」


  「は？　マーヤは僕のガイドだよね？　ガイドなら引率してよ」


  「断る」


  「ええっ、即答？　なんで雇い主の僕を働かせて、自分は何もしないんだよ。理由を教えてよ、理由を」


  「外に出たくないから」


  「いやいやいや、ガイドなのに外に出たくないって問題あるよね？　だいたい、昨日は外出してたじゃないか。昨日は良くて、どうして今日はダメなんだよ」


  「昨日は週に一度の食料買い出しの日だから」


  　なぜか眉み間けんにしわを寄せ、マーヤは悔しそうに唇くちびるを真一文字に結ぶ。


  「本当は一歩も外に出たくない……。だけど、生きるためには仕方ない……」


  　恨み交じりのつぶやきは、明らかに彼女の本音だった。筋金入りの出不精に、僕は説得する気力を失っていく。


  「わかったよ。一人で買いに行ってくる。それでいいんだろ？」


  「よろしく」


  　仏ぶつ頂ちよう面づらで頼まれた僕は、大きなため息をつくことしか出来なかった。


  



  「まったく、ガイドのくせに外に出たがらないってどういうことだよ」


  　ぶつぶつ文句を言いながら、僕は町の商店にアウトドア用品を買いに出る。


  　どうやら山歩きを楽しむ観光客は多いらしく、小さな町でもアウトドア用品の品しな揃ぞろえは充実していた。現地の人たちにしてみれば、登山用品は売れ筋商品なのだろう。


  「それにしても、マーヤが作ったこのリスト。やたらと細かいな」


  　もしかしたら、いつも雇い主に買い出しをさせているのかもしれない。マーヤの作ったリストは手慣れており、どの店で何を買えばいいか事細かに記されていた。


  　雇用主をパシリにすることに手慣れているのはどうかと思うけど。


  「うわ、寝袋の下に敷くマットの種類まで細かく指定してあるよ。こんなの安物でも大差ないだろ。そもそも寝袋があれば十分じゃないか。マットなんて必要あるのかな？」


  　ぶつくさと文句を並べながら、それでも言われた通りに登山用具一式を買い揃そろえる僕。なんとか少しでも安くしてもらおうと値切りながら、完全に使いっ走りと化している自分にため息をつく。


  「愛あい想そ良くしろとは言わないけどさ、少しは心を開いて欲しいよね」


  　買い込んだ登山用具一式を抱かかえて店を出た僕は、あばら屋へと歩きながら考える。


  　どうしたら、マーヤと打ち解けられるだろうか。


  　どうしたら、マーヤともっと仲良くなれるだろうか。


  　どうしたら、いつも不機嫌そうなマーヤを笑顔に変えられるだろうか。


  「マーヤもせっかく可愛かわいい顔立ちなのに、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらじゃもったいないよ」


  　路地を歩きながら頭を悩ませていると、不意にミラの笑顔が脳裏に浮かんだ。


  　短い間だけど、ともに暮らしていた金髪の小さな魔女。天真爛らん漫まんな彼女は表情豊かで、楽しいことがあると──特に好物のたい焼きを前にすると、心の底から嬉うれしそうに笑ってくれた。


  　そうか。美お味いしいものを食べれば、誰だれだって笑顔になるよね。


  「よし！　僕が腕によりをかけて作ったたい焼きをマーヤにごちそうしよう！」


  



  「たい焼きを作りたいので警察署の厨ちゆう房ぼうを貸してください」


  　一度あばら屋に戻って自分の荷物を持ち出した僕は、その足で警察署に乗り込み、サリタさんを呼び出した。さっそく用件を切り出す僕に、サリタさんは開口一番、


  「たい焼きってなに？」


  　かくして僕は、ヒマラヤにある小さな町の警察署で、たい焼きがいかに美味な食べ物であるかを講釈する。ええと、たい焼きとは魚の形をした皮にあんこを入れた食べ物で──。


  　……十分後。たい焼きについて一通り解説を終えた僕は、持参した荷物から日本製のたい焼き器を取り出して見せた。


  「これは家庭用のたい焼き器です。これがあれば、素人でも美味しいたい焼きが作れるんです」


  「……それ、わざわざ日本から持ってきたの？」


  「はい」


  　僕の父さんは魔女を探して旅をしていた。ならば、父さんの行き先には魔女がいるかもしれない。そこで僕は、魔女と出会ったときに親しん睦ぼくを深めるアイテムとして、ミラの好物だったたい焼きを作れるよう、製造器を日本から持ち込んでいた。まさに備えあれば憂うれい無し。


  「……まあいいわ。それで、文ふみ哉やはたい焼きを作って何をしたいの？」


  「マーヤにご馳ち走そうするんです」


  「マーヤに？　一宿一飯の恩返しってやつかしら？」


  「難しい日本語を知ってるんですね」


  　僕が感心すると、サリタさんは「へっへーん」と言いながら偉そうに胸を張った。どうやらサリタさんは調子に乗りやすいタイプのようだ。扱いやすくて助かります。


  「でも、恩返しとは少し違うかな？　僕はただ、マーヤの笑顔が見たいだけなんです」


  「マーヤの笑顔を……。それは私も見てみたいわね」


  　サリタさんは悪いた戯ずらっぽく笑うと、「面白そうだから協力してあげる」と僕の頼みを快諾してくれた。


  　厨ちゆう房ぼうへと案内された僕は、さっそくたい焼き作りに精を出す。サリタさんは僕の手て際ぎわを眺めながら、日本から持ち込んだ缶詰のあんこをちびちびとつまみ食いしては「甘～い！」と笑っていた。


  



  「ただいま～」


  　あばら屋に戻った僕が元気よく挨あい拶さつすると、部屋の奥でリュックに合金のフレームを取り付けていたマーヤが、ちらりと僕を一いち瞥べつした。


  「……」


  　何も言わず作業に没頭するマーヤ。相変わらずの無愛想だ。


  　ふっふっふっ。そうしてすまし顔でいられるのも今だけだよ。何しろ僕には奥の手があるからね。これを見れば、マーヤは笑顔になること間違いなしだ。


  「ちょっといいかな？　マーヤにお土産みやげがあるんだ」


  「……」


  「お土産だよ、お土産。見たいだろ？」


  「……別に」


  　素っ気ないマーヤの態度。ぐぐ、負けるもんか。


  　僕はさりげなくマーヤに近づき、持っていた紙袋をわざとらしく開いて見せた。たちまち、焼きたての香ばしい匂においが部屋に充満する。


  　匂いに気づいたマーヤがちらりと僕を見た。すかさず僕は紙袋からアツアツのたい焼きを取り出して彼女に見せつける。


  「じゃーん。これが『たい焼き』だよ」


  「たい……焼き……？」


  「美お味いしいから食べてみてよ」


  　僕がたい焼きを押しつけると、マーヤは戸惑いながらも受け取ってくれた。


  「……」


  　アツアツのたい焼きを両手で持ったまま、マーヤは毒が入っていないか検分するかのようにじろじろと眺め回す。


  　ひょっとして、どうやって食べればいいのかわからないのかな？　僕は紙袋からもう一個たい焼きを取り出すと、食べ方のお手本を示すように頭からかぶりついた。


  　がぶ。もぐもぐ……。うん！　皮の香ばしさとあんこの甘さが絶妙だ！


  　僕が自画自賛していると、ようやく意を決したのか、マーヤは無表情のまま、小さく口を開いてたい焼きの頭に嚙かみついた。ぱくっ。


  　もぐもぐとたい焼きを嚙みしめるマーヤ。その目がゆっくりと見開かれていく。


  「！」


  　ごくん、とたい焼きを飲み込んだマーヤが、驚きの眼まな差ざしで手元のたい焼きを見つめる。


  　小さな口が、二口、三口とたい焼きを食べ進めていく。食べても食べてもマーヤの口は一向に止まらず、あっという間にたい焼き一個を完食してしまった。


  　マーヤは親指についたあんこをペロペロと舐なめ取り、空からになった両手を名残なごり惜おしそうに見つめ──。


  「………………ないの？」


  [image: ]


  「え？　なに？」


  「たい焼き。もう、ないの？」


  「……ひょっとして、もっと食べたいの？」


  　僕の質問を受け、マーヤは無言でうなずいた。無表情だからよくわからないけど、どうやらたい焼きを気に入ってくれたようだ。


  　僕は微笑ほほえみながら、紙袋から新たにたい焼きを取り出した。


  　ごくり。新たなたい焼きを前にしてマーヤが喉のどを鳴らす。相変わらず顔は無表情なのに、たい焼きを見る目だけが異様なまでに真剣だ。そんな、たい焼きに魅了されたマーヤを見ていると……なんだか悪いた戯ずら心ごころが湧わいてくる。


  「じゃあ、このたい焼きをマーヤにあげる──」


  　僕がたい焼きを差し出すと、マーヤがすぐさま手を伸ばして……。


  「──と見せかけて僕が食べる！」


  　マーヤの手がたい焼きを摑つかみかけた瞬間、僕はたい焼きを持つ手を引っ込め、自分の口へと運んだ。あーん。


  「させないっ！」


  　マーヤが叫び、僕の腕に飛びついた。見た目小学生の女の子が僕の腕にぶら下がり、たい焼きを食べさせまいとじたばた暴れる。マーヤを振り払おうと腕を振ると、少女の小柄な体はぶら下がったまま振り子のように左右に揺れた。これでも離れないなんて、なんという執念！　そこまでしてたい焼きが欲しいのか！


  「僕が悪かったよ！　たい焼きをあげるから、手を離してくれ」


  　ひとしきりマーヤと遊んだ後（マーヤは目が真剣だったけど）、満足した僕は残ったたい焼きを袋ごとマーヤにプレゼントした。


  　僕に奪われることを警戒しているのか、マーヤは紙袋をしっかりと抱え込みながら、二個目のたい焼きにかじりつく。無愛想なのは変わらないのに、なぜだか僕は熱心にたい焼きを食べるマーヤが可愛かわいらしく見えた。


  「たい焼きは美お味いしい？」


  「……美味しい……」


  「たい焼きは好き？」


  「……好き……」


  　もぐもぐとたい焼きを嚙かみしめながら、マーヤが脊せき髄ずい反射で質問に答える。たい焼きに夢中で完全に心ここにあらずだけど、僕としては素直なマーヤが見られて大満足だ。


  　美味しそうにたい焼きを食べるマーヤを見ていると、作った僕まで嬉うれしくなってくる。それに一心不乱に食べる姿は小動物を連想させて、とても愛らしい。


  　……なんだかミラを思い出すなぁ。


  　ほんの少し前、僕と一緒に暮らしていた魔女の女の子。彼女もたい焼きが大好物だった。今のマーヤと同じように、心の底から美お味いしそうにたい焼きを頰ほお張ばっていた。


  　……ミラとマーヤはどことなく似ている気がする。


  　このとき僕は、無意識に二人を重ねて見ていた。外見も、雰囲気も、性格も、まるで違う二人なのに、なぜだか僕はミラとマーヤは似ていると思ったんだ。


  



  　マーヤにたい焼きをご馳ち走そうした翌日。僕は、日本ではついぞ見かけない薪まきを使ったかまどでお湯を沸かしながら、物思いに耽ふけっていた。


  　昨日今日とマーヤは家に閉じこもりっぱなしで一歩も外に出ていない。しかも彼女は口数が少なく、たまに会話をしたと思っても大抵は買い出しの命令だ。僕はマーヤのパシリとして買い物に勤いそしみながら、悶もん々もんとした時間を過ごしていた。


  「たい焼きを食べてるときは可愛かわいかったのに、どうして普段はあんなに無愛想なんだろう」


  　一心不乱にたい焼きを頰張るマーヤを思い出して、僕はため息をつく。人見知りなのはわかるけど、もうちょっと心を開いてくれてもバチは当たらないと思う。


  「まあいいさ。明日までの辛抱だ。明日になれば……」


  　明日になれば──二日間の高地順応が終われば、いよいよ登山に出発だ。明日からは、父さんが通った登山ルートをマーヤに案内してもらう。


  　この旅で、きっと父さんを見つけられる。マーヤとももっと仲良くなれる。


  　落ち着け。焦る必要はない。旅はまだ始まったばかりじゃないか。そう思いながら、僕は日本から持参したカップ麺めんにお湯を注そそぐ。


  　この国に来てからはふかし芋いものサラダとか、豆のスープとか、トウモロコシ粉のお粥かゆとか、味気ない食事ばかりが続いていた。それはそれで悪くないけど、粗食を続けていると、たまにジャンクなものを食べたくなるんだよね。


  　保存食として日本から持ち込んだカップ麺を一個食べることにする。湯を注ぎ、蓋ふたをして、あとは三分待つだけ……。


  　そういえば箸はしがないな。


  「マーヤ。この家にお箸ってあるかな？」


  　奥の部屋にいるはずのマーヤに声をかけてみるが、返事はない。


  　カップ麺を持って彼女の様子を見に行くと、奥の部屋でマーヤは壁にもたれかかって居眠りをしていた。


  　疲れているのかな？　そういえば昨日は夜遅くまで出発の準備をしていたね。マーヤって愛想と態度は悪いけど仕事ぶりは真ま面じ目めなんだよな。


  　僕はカップ麺を持ったまま、マーヤのそばに屈かがみ込む。


  「寝顔は年相応の子供だね」


  　健すこやかな寝顔と普段の無愛想さを比較して僕は苦笑いする。


  　すーすーと寝息を立てるマーヤを微笑ほほえましい気持ちで眺めていた僕は……なぜだろうか。なんとなく、ミラの幸せそうな寝顔を思い出してしまった。


  　まただ。また僕は、無意識にミラとマーヤを重ねてしまった。


  「顔も、性格も……髪の色だって全然違うのに」


  　僕は光沢のある彼女の黒髪に手を触れる。


  　ミラはふわふわの金髪で、マーヤは艶つやのある黒髪だ。見た目からして両者は似ても似つかない。それなのに、僕は二人が似ていると思ってしまった。


  　マーヤの黒髪を指先でいじりながら、僕は考える。


  　ひょっとしたら、この地でマーヤに出会えたことには何か理由があるのかな？　運命という言葉は使いたくないけど、それでも僕は、ミラを彷ほう彿ふつとさせる少女と出会えたことに縁を感じずにはいられない。


  「……なんだか、マーヤとの旅が楽しみになってきたよ」


  　僕は微笑みながら、寝ているマーヤの頭を撫なで、手を離そうとして──。


  　その瞬間、僕の脳に何かが流れ込み、僕の目は、そこにあるはずのない幻を見た。


  



  　背の高い金髪の女性が、目の前に立っている。


  　僕は低い位置から女性を見上げている。感覚的に「これは子供の目線だ」と悟る。


  「早く出て行きなさい」


  　昂たかぶる感情を押し殺すように、金髪の女性が声を震ふるわせる。僕の口から「……嫌いやだよ」という弱々しい声が漏もれる。


  　ちがう。これは僕の声じゃない。これはマーヤの声だ。


  　これは、幼いマーヤの声だ。


  　僕の──幼いマーヤの指が女性の服を摑つかむ。すがりつくように、小さな手でぎゅっと裾すそを握りしめる。


  　見上げると、彼女は眉み間けんにしわを寄せ、険しい表情で僕を──幼いマーヤを睨にらみつけていた。


  　パシン。


  　乾いた音と同時に、僕の視線が横に揺れる。僕は──幼いマーヤは、金髪の女性に平手で頰ほおを打たれたのだと気づく。


  「出て行けと言ったのよ！　二度とここには来ないで！」


  　激しい剣幕で怒鳴られ、幼いマーヤは彼女の服から手を離す。


  　目で、口で、手で、はっきりと拒絶され、突き放されて、マーヤはすがるように囁ささやいた。


  「ママ……私を嫌いにならないで……」


  



  「何してるの」


  　僕が我に返ると、黒髪に触れていたはずの手は、マーヤによって払い除のけられていた。


  　目を覚ましたマーヤが、挑むような目で僕を睨にらみつけている。


  「えーと……」


  　僕は目を逸そらしながら考える。


  　今のは幻覚？　だけど幻にしてはやけにリアルだった。まるで僕がマーヤの記憶を追体験していたかのようで……。マーヤの記憶を……。


  　まさか、ひょっとして……。その瞬間、僕の頭にある仮説がひらめいた。


  　今のは本当にマーヤの記憶だったのではないか。僕がマーヤの頭に触れたせいで彼女の記憶が僕の中に流れ込んで来たのではないか。もし、そうだとしたら、


  「今のは、マーヤの魔法なのか？」


  　魔法とは、魔女だけが持つ不思議な能力。魔女だけが……。


  「……マーヤは、魔女なのか？」


  　マーヤの顔色がさーっと青くなった。


  　彼女の反応を見て僕は図星を突いたのだと確信する。そうだ、マーヤは魔女だ！　ミラと同じ魔女だったんだ！


  　秘密を知られたマーヤが目つきを鋭くする。殺意交じりの眼光を真正面から受けながら、僕は──感動していた。


  「すごいよ！　マーヤが魔女の生き残りだったなんて！」


  　興奮のあまりマーヤの手を握ろうとした僕は、自分がカップ麺めんを持っていることに気づいて、カップを床に置いた。よいしょっと。


  　ごすっ。


  　隙すきを突いて、マーヤのハイキックが僕の後頭部に炸さく裂れつした。


  　ばったりと倒れた僕を、立ち上がったマーヤが冷ややかな目で見下ろす。


  「魔女？　バカにしないで」


  「バ、バカにしてないよ。僕は本気ですごいと思って……」


  　ぐりぐりぐり。最後まで言わせることなく、マーヤは僕の頭を踏みつける。


  　僕は両手を床に押しつけると、マーヤの足を頭に乗せたまま一気に起き上がった。「わっ」と声を上げたマーヤが、バランスを崩してよろめきながら後方に下がる。


  「これはすごいことだよ！　地上から魔女は絶滅したって言われているのに、まさかこんなところで生き残りに……」


  「私は魔女じゃない」


  　気迫のこもった声でマーヤがきっぱりと否定する。


  「で、でも……」


  「二度と魔女の話はしないで」


  　静かな口調には、断固とした拒絶の意志が込められていた。


  　だけど、そんな風に言われても、はいそうですかと納得なんて出来ない。僕はマーヤがこの話題を嫌いやがっていると知りながら、それでも言わずにはいられなかった。


  「マーヤは魔女なんだろ？　僕には隠さなくていいんだ。確かにこの国は、魔女を嫌っている人が多いのかもしれない。だけど僕は、魔女のことを──」


  「やめて!!」


  　マーヤが僕を怒鳴りつける。マーヤが怒った事実に驚き、言葉を失っていると、彼女は鋭く僕を睨にらみつけた。


  「出て行って」


  「でも……」


  　食い下がろうとする僕に、マーヤは荷物の詰まったリュックを投げつける。間一髪、床を転がって避よけた僕は、すぐさま起き上がり──。


  「出て行け！」


  　激しい剣幕で出口を指差すマーヤの迫力に気け圧おされた。


  「出て行け！　二度とここに来るな！」


  　有無を言わさず、マーヤは僕をあばら屋の外へと追い立てる。追い打ちをかけるようにキャリーバッグを投げつけられ、僕は荷物に押し潰つぶされるようにして石畳を転がった。


  「ちょ、ちょっと待った。僕はただ、マーヤが魔女なら力になりたいと……」


  「二度と顔を見せないで」


  　冷たく言い切ると、マーヤは力任せに扉を閉めた。


  　扉を叩たたきつける音が響き渡り、あとには石畳に散乱した荷物と、途方にくれるマヌケ面づらの日本人だけが残された。


  



  　あばら屋を閉め出された僕は、サリタさんの厚意により警察署の長なが椅い子すで一晩を過ごすことになった。ホテルで宿泊拒否されたことを思えば、屋根のある場所で眠れるだけマシというものだ。


  「追い出されるなんて災難だったわね」


  「マーヤは魔女じゃないかと疑ったら追い出された」と説明する僕に、サリタさんは同情してくれた。


  「それにしても気になるわね。……カップ麺めんがどうなったか」


  「そこですか」


  「冗談よ」とにこやかに笑うお茶目なサリタさん。きっと彼女なりに場を和なごませようとしてくれたのだろう。……たぶん。


  「しかし、マーヤ相手にバカなことを言ったものね。あの子はことさら魔女が嫌いだから、魔女呼ばわりされたら怒るのも無理ないわ」


  「でも……」


  「でも、じゃないわよ。そもそもマーヤが魔女だなんてあり得ないに決まってるじゃない」


  「あり得ないってどうして言い切れるんですか？」


  　僕の質問に、サリタさんはため息交じりに答える。


  「この国では、山岳ガイドは定期的な健康診断を義務づけられているの。マーヤが魔女だったら、とっくに正体がばれているわ」


  「え……。じゃあ、本当にマーヤは、魔女じゃない……？」


  「そうよ。それに魔女は絶滅したんでしょ？　それが、こんな所にいるはずないじゃない」


  　サリタさんの言葉を信じるなら、マーヤは本当に魔女ではない？　 でも、だったら僕が見たマーヤの記憶はなんだったんだ？　あれはマーヤの魔法じゃなかったのか？


  　マーヤは魔女ではない。だけど、魔女となんらかの関係がある。マーヤは何かを隠している。そう思わずにはいられない僕は、考えすぎなのだろうか。


  「だけど文ふみ哉やも困ったことになったわね」


  「はい？　僕がですか？」


  「とぼけている場合じゃないわよ。マーヤに『二度と来るな』とまで言われたんでしょう？　とてもじゃないけど、ガイドの仕事を続けてくれるとは思えないわ」


  「……しまった」


  　長なが椅い子すに腰掛けたまま僕は頭を抱かかえる。マーヤのガイドだけが、父さんを捜す唯一の手がかりだったのに。そのマーヤとケンカ別れなんて最悪の展開だ。


  「こうなったらマーヤは諦あきらめて、別のガイドを雇った方がいいかもしれないわね」


  「いや、でもそれは……」


  　サリタさんの提案に、僕は反発する。


  　ヒマラヤ登山には山岳ガイドが必要不可欠だ。マーヤにガイドしてもらうのが無理なら他ほかのガイドを雇うしかない。……それは、その通りかもしれないけど、


  「マーヤは父さんと一緒に旅をしたんです。父さんがどこを通り、どこで消息を絶ったかもマーヤはすべて知っている。父さんを捜すならマーヤの協力は絶対に必要です」


  「そうは言うけど、悠長にマーヤを説得している時間なんてあるの？」


  「時間？　どういう意味ですか？」


  　僕が尋たずねると、サリタさんは「知らないの？」とでも言いたげに驚いた様子を見せ、壁に掛かっているカレンダーを指差した。


  「文ふみ彦ひこが行方ゆくえ不明になった雪山は、もうすぐ入山禁止になるのよ。そうなったら当分は山に入れなくなるわ」


  「入山禁止!?　どうしてそんなことに？」


  　僕の問いに、サリタさんは彼女らしからぬ歯切れの悪さで「あの辺りで遭難する人が多いから、安全のために」とだけ教えてくれた。気を遣って遠回しに言ってくれたけど、ようするに父さんの遭難が大々的に報道されたことが原因だと僕は察した。


  「それで、入山禁止になるのはいつなんですか？」


  「……八日後よ」


  　八日後には立ち入り禁止になる。明日出発するとしても、残された時間はあと一週間。


  　目の前が真っ暗になった。登山素人の僕一人では、どう考えても一週間で目的地までは辿たどり着けない。それこそ、よほど優秀なガイドでも雇わなければ無理だ。


  「心配しなくても、私がいい山岳ガイドを紹介してあげるわ」


  　落ち込む僕を慰なぐさめるように、サリタさんが明るく声を掛けてくる。


  　そうだ。落ち込んでばかりはいられない。時間がないのなら、迅速に決断しなければ。


  　幸い、買い揃そろえた荷物は持ち出すことが出来た。父さんが消息を絶った場所も、捜索隊の記録を調べればわかるだろう。「あとは腕のいいガイドがいればなんとかなる」と言うサリタさんの弁は、理屈では正しい。だからこそ、


  「その前に……他のガイドを雇う前に、もう一度マーヤと話をさせてください」


  　親切心からマーヤ以外のガイドを薦すすめるサリタさんに、僕はわがままを押し通す。


  「誰だれかにガイドをしてもらうなら、僕はマーヤに頼みたいんです」


  　頑固な僕に、サリタさんは苦笑しながら「お手上げ」とばかりに諸もろ手てを挙げた。


  



  　翌日の早朝。僕はサリタさんとともにマーヤの家の前へと戻って来た。


  　出発の準備は万端整えた。あとは優秀な山岳ガイドさえ雇えば、いつでも出発可能だ。だから僕は、優秀なガイドを雇いにここへ来た。


  　サリタさんが見守る中、僕はあばら屋の前に立ち、思い切って扉を叩たたく。


  「マーヤ？　話があるんだけど」


  「……私は話すことなんてない」


  　中からか細い声が返ってきた。


  「マーヤ。出てきてくれないか？」


  「……」


  「じゃあ、顔は出さなくていいから。そのままで聞いてくれるかな？」


  　中にいるマーヤへ聞こえるように、僕は扉の前で声を張り上げる。


  「昨日はごめん！　マーヤは魔女じゃなかった。僕が間違ってた！」


  　全力の謝罪にも、扉の向こうからはなんの反応も感じられない。それでも僕は、マーヤが聞いてくれていると信じて語り続ける。


  「マーヤを怒らせるつもりはなかったんだ。僕は、マーヤがそんなに魔女を嫌っているとは思わなくて……。だって僕は……魔女が、優しい生き物だって知ってるから」


  　僕の脳裏にミラの無邪気な笑顔が甦よみがえる。そうだ、マーヤに伝えよう。噓うそ偽りのない僕の本心を。


  「僕は、魔女と暮らしていたことがあるんだ」


  　背後でサリタさんが息を呑のむのがわかった。魔女と一緒に生活するなんて、この国の人には信じられないのかもしれない。そう思いつつ、それでも僕は正直に打ち明ける。


  「その魔女はミラという名前で、ちっちゃくて、可愛かわいくて、妹みたいな……。僕にとって家族と同じくらい大切な存在なんだ」


  　魔女を嫌うこの国の人たちには、僕の気持ちはわかってもらえないかもしれない。だけど、それでも僕はマーヤに理解して欲しくて話を続ける。


  「だけど、人間と魔女は一緒にはいられない。ミラと僕は離れ離れになった……。そのことを後悔はしていないけど、やっぱり少し寂しくて……。それで時折ふっとミラのことを思い出したりして……」


  　こんな拙つたない言葉で、僕が魔女を大切に思っていることが伝わるだろうか。僕の気持ちの百分の一でも、千分の一でもいいからマーヤに伝わって欲しいのに、上う手まく言葉に出来なくて自分自身が歯がゆくなる。


  「マーヤがたい焼きを食べているのを見たとき、ミラを思い出したんだ。ミラもたい焼きが大好物だったから。いつも幸せそうに笑いながら、美お味いしそうにたい焼きを食べていたから。だから、美味しそうにたい焼きを食べるマーヤを見ていたら、すごく嬉うれしくて……」


  　扉の向こうで誰だれかが動く気配がした。マーヤが聞いてくれている。そう思うと、言葉が次々と[image: ]あふれてきた。


  「マーヤを魔女だと言ったことは謝るよ。だけど、出来るならそんなに魔女を嫌わないで欲しい。魔女はマーヤが思っているよりもずっとずっと可愛くて、優しい生き物なんだ」


  　僕は、マーヤを魔女だと勘違いしたことを素直に謝罪する。その上で、魔女を嫌わないで欲しいとわがままを言う。


  　僕の謝罪は伝わっただろうか。僕は、僕の気持ちが伝わったと信じて本題に入る。


  「僕はこれから山に入る。だけど、僕には道案内してくれるガイドがいないんだ」


  　僕はマーヤが準備してくれた荷物に目を向ける。これは、僕がマーヤの指示で買い揃そろえたものだ。昨晩、マーヤは夜遅くまでかけてこの荷物を出発できるように整理してくれた。


  「だけど、ガイドなら誰でもいいってわけじゃないんだ」


  　僕はマーヤとともに過ごした時間を思い出す。思い出すのは、頭を蹴けられたこと。買い出しを命令されたこと。登山素人の僕に説教する姿。一心不乱にたい焼きを食べる姿。たい焼きを奪おうと僕にしがみつく姿。子供のように健すこやかな寝顔……。


  　無表情だと思っていたマーヤが、実は感情豊かだったことに今さらながら僕は気づく。


  「……僕は、マーヤと旅がしたい」


  　この地でマーヤと出会ったことには、きっと何か理由がある。僕はマーヤという女の子と──ミラと面影の重なる少女と出会えたことに縁を感じずにはいられなかった。


  「マーヤ。僕と一緒に旅をしてくれないか？」


  　……だけど、いくら呼びかけても、マーヤは顔を見せてくれなかった。


  　僕の声は、マーヤには届かなかった。


  



  　大荷物を背負った僕が、町はずれの山道に一人ぽつんと立っている。


  　澄み切った青空を見上げ、僕は大きく深呼吸。深々と息を吸い、吐き出す。はぁ～。


  「サリタさんは何をやってるんだろう」


  　僕がマーヤを口説くのに失敗した後、サリタさんはなぜか感激した様子で「私が最高のガイドを手配してあげるから元気出しなさい！」と僕を励まし、いずこかへと姿を消した。


  　それからずっと、僕は町の出口でサリタさんがガイドを連れて来るのを待っているわけだけど……。


  「やっぱり魔女絡がらみの仕事はみんな引き受けたがらないのかな？」


  　サリタさんの交渉が難航していると予想した僕は、今後の方針を考える。


  　はっきり言って、こうして待っている時間も惜しい。出発が遅れることは、父さんを捜す機会が減ることと同義だ。旅の目的を考えれば、一秒でも早く出発するに越したことはない。


  　僕は腕時計を確認すると、意を決して町に背を向けた。


  「まずは日が暮れる前に隣町まで歩こう。ガイドはそこで雇えばいいさ」


  　隣町といっても十キロ以上離れている。今すぐに出発しないと日暮れまでに到着できないだろう。ガイドを捜してくれているサリタさんには申し訳ないけど、僕は一人で出発する決意を固めた。


  　両手で頰ほおを叩たたき気合いを入れ、僕は三日間過ごした町を振り返る。


  　日本へ帰るときに、もう一度この町に立ち寄ろう。そのときに、マーヤとサリタさんにもう一度会ってお別れの挨あい拶さつをしよう。


  　二人との再会を胸に誓い、僕はついにヒマラヤへの第一歩を踏み出した。


  



  　三十分後。


  　僕は顔面蒼そう白はくになりながら、道路脇わきでしゃがみ込んでいた。


  「ぜーはー、ぜーはー、ちょ、ちょっ……これは……きつい……、ぜーはー」


  　荒い息を整えようとするが、圧倒的に酸素が足りなくてまったく呼吸が整わない。


  　ごめんなさい。ヒマラヤをなめてました。大荷物を背負っているとはいえ、三十分歩いただけでこの体ていたらくとは。我ながら不ふ甲が斐いなさすぎて涙が出てくる。


  　考えてみれば、ここは富士山ぐらいの標高なんだよね。空気が薄いせいで、地上とは比べものにならない負荷が体にかかるのも当然だ。


  　よく陸上選手が「高地トレーニング」と称して高地で走ったりするけど、それがどれほど過酷なトレーニングか今ならよくわかる。そりゃ心肺機能も向上するよ。


  「はぁ……はぁ……。早く出発しないと、日が暮れる……」


  　休息を求める体に鞭むち打うって、僕は荷物を背負い、立ち上がる。


  　登山道といっても山の斜面を適当に整地しただけで、むき出しの土ど砂しやがおせじにも歩きやすいとはいえない凸でこ凹ぼこだらけの悪路だ。


  　山道脇に休憩できそうな天然の芝しば生ふがあるかと思えば、その数歩先が急な断だん崖がいになっているようなダイナミックな地形。なのに手すりやロープといったものは何もない。道幅が狭いうえに、乾いた土や生おい茂る草木はとても滑りやすく、一歩間違えれば足を滑らせて斜面を転がり落ちることだって考えられる。


  　空気の薄さと悪路という二重苦が、容赦なく体力を削り取っていく。


  「だけど、こんなスタート直後でへばっていたら、父さんを助けになんて行けない！」


  　僕は歯を食いしばり、懸命に足を動かす。前へ、前へ。


  　しかし五分と経たたずに息が苦しくなり、もう一度休憩するべきか本気で悩み始め……。


  「あっ！」


  　思わず声を上げたが、もう遅い。


  　僕は足をもつれさせ、悲鳴を上げ、天地がひっくり返り、衝撃が背中を襲おそい、重力に引かれるまま斜面を転がり落ちる。


  　まずい。


  　そう思ったのも束つかの間ま。僕の頭が硬い何かにぶつかり、意識はあっさりと断ち切られた。


  



  　ぐりぐり。ぐりぐり。


  　誰だれかが僕の頭を踏んでいる。


  　うっすらと目を開けると、登山服を着込んだ女の子が、靴のかかとで僕の頭を踏んでいた。


  「……土足で踏むのは、やめてくれないかな……」


  「元気そうで何より」


  　会話になっていないやり取りを交かわすと、マーヤは僕の顔から足をどけてくれた。


  　ええと、確か、僕は斜面を滑り落ちて……。


  「マーヤが、僕を助けてくれたの？」


  「助けたというほどのことじゃない」


  　そう言って斜面を指差すマーヤ。どうやら僕は、転がり落ちた斜面の下で気絶していたらしい。見上げると、さっきまで僕が歩いていた登山道がすぐ目の前に見えた。


  　……あれ？　自分は崖がけ下したまで転落した感覚だったけど、実際は一メートルも落ちてない？　「この程度で気絶するなんて情けない」


  「め、面めん目ぼくない……」


  　僕がしょんぼりとうなだれていると、マーヤは無言で僕の荷物を背負い、軽々と崖……というよりただの段差を登っていった。


  　僕は起き上がると、ずきずきと痛む後頭部を押さえながら──どうやら石に頭をぶつけたらしい──登山道に立つマーヤを見上げた。


  「どうしてマーヤがここに？」


  「……サリタに頼まれたから。あとは鳥が居場所を教えてくれた」


  　上を見上げると、鳥が僕の上を旋回するように飛んでいた。近くになわばりか巣でもあるのだろうか。それにしても山岳ガイドはそんなことまでわかるのか。


  「……そういえばサリタさんって？」


  「最高のガイドを探してあげる」と言い残して姿を消したサリタさん。どこへ行ったのかと思っていたら、マーヤをもう一度口説きに行っていたのか。


  「でも、マーヤは家に引きこもっていたのに、よくサリタさんと会えたね」


  「気になって様子を見に行こうと家を出たところを、待ち伏せしていたサリタに捕まった。あの女だけは油断ならない」


  [image: ]


  「なるほどね。ところで、マーヤはなんの様子を見に行くつもりだったの？」


  「……」


  　なぜか黙り込むマーヤ。「こいつわかってて言ってるんじゃないだろうな」みたいな怒りの目で僕を見るのはやめて欲しいんだけど。


  「えっと、それで、マーヤ？　来てくれたってことは、ひょっとして僕のガイドを引き受けてくれる気になった？」


  　びくびくしながら尋たずねると、マーヤは真顔で……。


  「……答える前に、話しておきたいことがある」


  　一メートル程の段差の上から、マーヤが無表情に僕を見下ろす。何を考えているかわからないけど、彼女の真剣さだけはひしひしと伝わってくる。


  「私は人間が嫌い」


  　淡々と、マーヤが告げる。


  「それと同じくらい、私は魔女が嫌い」


  　マーヤの表情は変わらない。彼女が何を考えているか、今の僕には読み取れない。


  　魔女に間違えられたのがよほど気に障ったのかな？　そう思いながら、僕は彼女に応こたえずにはいられなかった。


  「僕は、人間も魔女も好きだよ」


  　僕がはっきりと答えると、無表情だったマーヤの顔が僅わずかに歪ゆがんだ。それは怒りを堪こらえているようにも、戸惑いを押し隠しているようにも見えた。


  「文ふみ哉やは、私を魔女だと言った」


  　段差の上に立つマーヤが、僕を睨にらみつけたまま表情を硬く強こわばらせる。


  「……それは、半分当たってる」


  「半分？」


  　淡々と、普段と変わらぬ声のトーンでマーヤは己おのれの素性を打ち明ける。


  「私は、魔女と人間の間に生まれた子供よ」


  　衝撃の発言に、僕は一瞬、頭が真っ白になった。


  　マーヤの記憶の中で見た金髪の女性を思い出す。記憶の中でマーヤはあの女性を「ママ」と呼んでいた。あれがマーヤの母親……本物の魔女？


  　マーヤは、人間の父と魔女の母の間に生まれた子供──。


  　未いまだ謎なぞに包まれている魔女の生態は、人間にとっては何もわかっていないに等しい。


  　でも、そんなことがあり得るのか──。


  「だから、私は人間も魔女も嫌いなの」


  　そう僕の思考を打ち消すように言うマーヤの心中は僕にはわからない。魔女を忌いみ嫌う人々の中で、魔女の血を引くマーヤがどれほどの苦労をして生きてきたのか。どんな思いで人間を避け、魔女を嫌って生きてきたのか。僕には推おし量る術すべもない。


  「……こんな私と、それでもまだ旅をしたい？」


  　無表情のマーヤが僕に問う。問われた僕は、段差の下から迷うことなく身を乗り出した。


  「もちろんだよ！　人間と魔女の間に生まれた子供なんて、この世に二人といない素敵な存在じゃないか！」


  　僕が興奮気味に応じると、マーヤは一瞬ぽかんとしてから、拍子抜けしたようにため息をついた。


  「かつてない反応だわ……。緊張した私がバカみたい……」


  　どうやらマーヤは、真実を打ち明けることに緊張していたようだ。ひょっとして、本当のことを知ったら僕がマーヤを嫌いになると思ったのかな？　だとしたら、そんな心配は杞き憂ゆうだと教えてあげないと。


  　僕は段差の下から、マーヤに向かって手を伸ばす。


  「改めて言うよ。マーヤ、僕のガイドになってくれ。僕は君と一緒に旅がしたいんだ」


  　人間も魔女も好きだと公言する僕が、笑顔でマーヤに手を差し述べる。


  　マーヤは戸惑いを隠すように、或あるいは嬉うれしさをごまかすように、努めて無愛想になりながら僕の手を握りしめた。


  「……本当はやりたくないけど、全然やりたくなんかないけど、しょうがないからガイドをしてあげる」


  　マーヤの持って回った言い回しに、僕は思わず笑ってしまった。


  「……どうして笑うの？」


  　不思議がるマーヤへ、僕は手を握ったまま笑って答えた。


  「だって、マーヤが可愛かわいいから」


  　一瞬、マーヤの頰ほおに赤みが差して……そして僕の視界は何者かに遮さえぎられた。


  　段差の上側に立つマーヤが、下側に立つ僕の手を引っ張りながら、器用に僕の顔を踏みつけていた。ぐりぐり。


  「ええと、土足で顔を踏むのはやめてくれないかな？　これじゃ登れないんだけど」


  「うるさい」


  　ぶっきらぼうに答えるマーヤの表情は、残念ながら顔を踏まれていて見えなかった。


  



  　ヒマラヤ登山、出発当日。


  　僕は、小さいけれど優秀なガイドを雇うことに成功した。


   ３　僕と孤独と少女の涙


  



  「ヒマラヤ」と聞くと、どんな風景を連想するだろうか。


  　猛吹雪で前が見えないような雪山？　草木も生はえていない岩肌の断だん崖がい絶壁？


  　実をいうと、僕も実際にこの目で見るまではそんな過酷な景色を想像していた。


  　だから、いざ山歩きを開始してみて、緑豊かな美しい草原が広がっていたり、林の中から小川のせせらぎが聞こえてきたり、のどかな田園と農作業に勤いそしむ現地の人々を見かけたりすると、想像とあまりに違いすぎて僕はいちいち驚いてしまうのだ。


  「山歩きってもっと過酷なものだと思っていたよ」


  　マーヤとともに町を出発してから二日目。草木の茂る山やま間あいの一本道を快調なペースで進んでいた僕は、隣を歩くマーヤに明るく声をかけた。


  「山道は険しいけど、風光明めい媚びな景色を楽しみながら歩くのは案外悪くないね」


  「……そんなこと言ってられるのも今のうち」


  　ものすごく不穏なことを無表情につぶやくマーヤ。僕は表情を引きつらせながら、マーヤの顔をそっと覗のぞき込む。


  「そ、それってどういう意味かな？」


  「聞きたい？」


  「……ちょっと待って。心の準備をするから」


  　僕は歩きながら、気持ちを落ち着けるべく呼吸を整える。


  「お、お願いします」


  　マーヤは小さくうなずくと、歩くペースをまったく変えずに話し始めた。


  「町に近いこの辺りは、山歩きする観光客向けに道が整備されている。気候も温暖で、途中には休憩できる山小屋も多いから比較的楽に進むことが出来る」


  　むき出しの土を踏み固めただけの一本道を差して「道が整備されている」といえるかは議論の余地があると思うけど、きっと山ではこれでもマシな部類なのだろう。


  　気候が温暖だという点には同意だ。標高の高い土地は気温が低いものだというイメージがあったけど、今が夏だからなのか、富士山級の高所にもかかわらず、この辺りはぽかぽかと春のように暖かな陽気だった。


  「でも、それはあくまで観光客向けルートの話。私たちが目指す場所は、もっと山の奥深く」


  　歩きながら、マーヤは遠くに見える剣のように尖とがった峰みねを指差す。その山は、下層が森の緑、中腹から上が岩の灰色、頂上付近が万年雪の白と、綺き麗れいに色分けされていた。


  「標高が高くなるほど植物は育たなくなる。緑は消え、空気は薄く、気温も下がり、土と岩だけの道なき道を進むことになる」


  　灰色の山肌を見ながら、僕はごくりと唾つばを飲む。草一本生えていない断だん崖がい絶壁をよじ登る自分を想像して、額ひたいに嫌いやな汗が噴き出てくる。


  「さらに上は一面の銀世界。目印になるものがなく、方向感覚がくるわされる。天気が変わりやすく、晴れだと思ってもすぐ吹雪になる。もちろん山小屋なんてないからテントで野宿。雪崩なだれと凍死の危険とは常に隣り合わせ」


  「お、脅おどかすのはやめにしようよ……」


  　引きつった笑えみを浮かべながら声をかけると、マーヤは無表情のまま僕を見て「そうね」とつぶやき、話を打ち切った。


  　……そのまま僕たちは黙々と山道を歩く。


  　だけど、黙っていたら黙っていたでいろいろ想像してしまうんだよね。腰まで雪に浸かりながら吹雪の中を行進する自分を妄想してしまい、無性に気分を変えたくなった僕は、少しでも気を紛らわせようとマーヤに話しかけた。


  「マ、マーヤはどうして山岳ガイドなんてやってるの？」


  　質問はいきなりだけど、疑問は前々から抱いていたものだ。


  　マーヤのようなお子様が、なぜ山岳ガイドなどというハードな仕事をしているのか。きっとこれには深い理由があるに違いない。山に対して夢とか憧あこがれとか、そういった強い思いが根底にあるのだ。


  「収入がいいから」


  　ものすごく現実的な答えが返ってきた。


  「長期間、家にこもるには、お金が必要不可欠。この仕事は一度の仕事で大金が入る。一回やるだけで長く閉じこもっていられる」


  「へえ……家にこもるために働いてるんだ……」


  　絶句する僕だけど、よくよく考えてみれば日本にもそういう人っているよね。アルバイトでお金を蓄え、ある程度お金が貯たまったら長い休みを取って自由に過ごし、蓄えが尽きたら仕方がないからまた働く……。それ自体は何もおかしなことじゃない。


  　おかしいところがあるとすれば、マーヤのような子供がそんな生活をしていることだ。


  「マーヤはどうして一人で暮らしているの？　家族はいないの？」


  「私は孤児院で育った。……私は、ずっと一人で生きてきた」


  　それは僕にも、ずっと気になっていた疑問だった。マーヤの母親が魔女だったとして、どうして今は一緒に暮らしていないのか。


  　自分は親に捨てられたのだとマーヤは語った。魔女と人間のハーフとして生を受け、親に見捨てられたマーヤには、誰だれにも頼らず一人で生きていくしか術すべはなかった。


  「一人で生きるにはお金がかかる」


  　マーヤには親がいない。頼れる人がいない。一人きりで生きるには自力で金を稼ぐしかない。そこで少しでも収入の高い仕事を求めるのは、当たり前の話だ。


  「私のように学のない人間は、なれる職業が限られてる。その中で山岳ガイドは、危険だけど一番割高な仕事」


  　日本なら学校に通っているような年とし頃ごろの女の子が、この国では自力で金を稼いで懸命に生きている。マーヤの貧しい境遇に同情するのは僕の驕おごりだろうか。


  「学がないって言うけど、マーヤは頭が悪いようには見えないよ。日本語だってペラペラじゃないか」


  「日本語は文ふみ彦ひこが教えてくれた」


  「父さんが？　だけど、父さんとマーヤはほんの何日かしか一緒にいなかったはずだろ？　そんな短期間で日本語をマスターするなんて……」


  　そこまで言って、僕は同じように短期間で日本語を習得した女の子がいたことを思い出す。


  　ミラは、三日間テレビを見続けただけで日本語を話せるようになった。高い知性を持つ魔女ならば、外国語を習得するのもたやすいのかもしれない。


  「魔女の遺伝子がなせる技か……」


  　つぶやいた僕は、マーヤが不快そうに睨にらんでいることに気づき、あわてて口を閉ざす。


  　マーヤが魔女とのハーフだと告白して以来、なんとなく僕たちは魔女の話題を避けていた。マーヤが明らかに魔女を嫌っているのがわかるので、なかなか話を切り出しにくいのだ。


  　まあいいさ。旅はまだ始まったばかりだ。いつか聞く機会もあるだろう。僕は今度こそ口を閉ざすと、黙々と山道を登り続けた。


  



  　斜面に沿って上り坂を歩いていたはずの僕たちは、いつしか山の中腹に広がる湿原に入り込んでいた。


  　緑の葉が生おい茂る木々は陽光を容赦なく遮さえぎり、僕たちが進む細道を薄暗く不気味な雰囲気にしている。周囲に広がる野趣[image: ]あふれる原生林、じっとりと汗ばむような湿度、泥状の軟らかく湿った地面……僕の抱いだくヒマラヤのイメージとはかなりかけ離れた光景だ。


  「氷河と荒野と湿原は、山の景色の醍だい醐ご味み」


  　僕の心を読んだかのように、マーヤがぼそっと山の醍醐味を語る。それって、どれも遠くから眺める分には最高だけど、実際に足を踏み入れたくはない場所だよね。


  　登山靴が泥で汚れていくのを見ながら道を進んで行くと、今度はどこからか水の流れる音が聞こえてきた。それも「ちょろちょろ」などという川のせせらぎではない。「ドドドドド」という野性味[image: ]れる音だ。


  　嫌いやな予感を覚えながらマーヤの後について行くと、間もなく森を抜け、僕たちは大きな川の岸に出た。


  　川幅は二〇メートルぐらいだろうか。茶色く濁った水が勢いよく流れている。水深は……水が濁っているのでよくわからない。


  「この川を渡って向こう岸に行く」


  　マーヤがさらっとすごいことを言った。


  　僕が絶句しながらマーヤを見つめていると、説明を欲していると思ったのか、彼女は地図を広げて「この川を渡る理由」について解説を始めた。


  「文ふみ哉やは、文ふみ彦ひこが通ったルートを辿たどって行きたいと言った」


  　確かに言った。父さんが見た景色を、僕も見たかったから。


  　父さんは消息を絶つ直前に「この辺りに楽園があるはずだ」と言い残している。おそらく、父さんは旅の途中で楽園の手がかりを見つけたんだ。それを見つければ、父さんの消息を知る手がかりになるかもしれない。


  「私と文彦は、この場所を通って向こう岸に渡った。目的地の山へ入るのに、ここを通るのが一番の近道だから」


  　マーヤが広げた地図で目的地の山を示す。確かに、地図で見ればここを通るのが近道なのはよくわかる。


  「な、なるほど。川を渡る理由はわかったけど……本当に渡れるの？」


  　急流を前にして不安がる僕に、マーヤは無言でうなずき、川下を指差す。そこには川の両岸をつなぐ吊つり橋が架かかっていた。


  「なんだ、ちゃんと橋が架かっていたのか。びっくりしたよ」


  　安心した僕はマーヤとともに川岸を歩き、長い吊り橋へと近づいていく。


  　吊り橋というと谷を渡るために高所に架けられるイメージがあるけど、目の前にあるのは川を渡るためだけに作られた低所に架けられた橋だった。


  　当然、吊り橋の真下には川が流れている。というより、吊り橋の中央部分は完全に水没していた。吊り橋の構造上、真ん中が一番低くなるのはわかるけど、これはいくらなんでも低すぎじゃないか？


  「吊り橋が途中で川に沈んでるんだけど……」


  「雨季だから川の水かさが増している。荷物を濡ぬらさないように気をつけて」


  「体が濡れることは想定済みなんだ……」


  　登山靴が濡れないように素足になるマーヤを見て、僕も渋々諦あきらめる。


  「先に行くから」


  　ズボンの裾すそをまくり上げたマーヤが先行。僕もあわてて靴を脱ぎ、後を追う。


  　吊り橋は、板を並べて作られた足場とロープ状の手すりだけという簡素なものだった。中央部分が川かわ面もに没しているため不安定に揺れるうえに、足場が濡れて滑りやすい。


  　……大丈夫だ。濁流だろうが、流れが速かろうが、川に落ちさえしなければなんの問題もない。川に落ちさえしなければ。


  　僕は足場の板をしっかりと踏みしめながら、慎重に歩を進めていく。すると、前を歩いていたマーヤが僕を振り返った。


  「気をつけて、そこは足場の板が腐って──」


  　直後。僕は足あし下もとの板が割れる音と、川に落ちる自分の悲鳴を聞いた。


  



  「……何がしたいの？」


  　川に落ちた僕を助けるため全身ずぶ濡ぬれになったマーヤが、仁王立ちしながら僕を睨にらみつけている。とても怖い。


  　水が濁っていたせいでわからなかったけど、幸いにも川の水深はそれほどではなかった。おかげで、川に落ちたものの怪け我がもなく岸まで辿たどり着けた僕は、岩場で座り込み、仁王立ちのマーヤを恐る恐る見上げていた。


  　まずい。マーヤ様の目が非常に怖い。マーヤ様はたいそうご立腹だ。どうにかしてマーヤ様の怒りを鎮めないと。


  「と、とりあえず、濡れた服を着替えようよ。お説教はその後で」


  「……そうね」


  　目つきが鋭いまま、マーヤは荷物から着替えを取り出す。


  　マーヤはじろりと僕をねめつけると、「覗のぞいたら死なす」と言い残して林の中へと消えていった。無ぶ愛あい想そうなくせに、乙女の恥じらいはあるらしい。


  「とりあえず僕も着替えるか」


  　女の子のマーヤと違って見られても気にしない僕は、その場で服を脱ぎ始める。


  「あーあ、下着までびしょ濡れだよ」


  　気持ちよく全裸になった僕は、荷物からタオルと着替えを取り出して──。


  　バシャ、バシャ。


  　──なんだろう。どこからか、水の跳ねる音が聞こえてきた。


  　僕が全裸のまま振り返ると、川辺でバシャバシャと水遊びをしている体長二メートルはあろう熊くまと目が合った。


  「クマ────ッ!?」


  　僕の叫び声に、びくんと身をひるませる熊。


  　しまった、思わず大声を出してしまった。あわてて両手で口を押さえるけれど、もう遅い。熊は川縁で動きを止めたまま、じっと僕を凝視する。しばし見つめ合う全裸の僕と熊。


  　ど、どうしよう。こういうときは死んだふり？　走って逃げる？　それとも大きな音をたてて威い嚇かくする？　思いがけない熊との接近遭遇に、僕はすっかりパニック状態だ。


  　のそり、のそり。僕が立ちすくんでいる間に、ゆっくりと熊が近づいてきた。まずい、非常にまずい。僕は荷物を置いたまま、じりじりと後ずさる。


  　いつ熊くまが飛びかかってくるかと気が気じゃない僕は、どうすればいいかわからず、とにかく熊を睨にらみつけた。威い嚇かく！　視線で威嚇！　さっさと森へ帰れ！


  　すると、それまで歩いていた熊が、なんの前触れもなく二本足で立ち上がった。両手を挙げて万歳をする熊。威嚇!?


  「○△□×～!!」


  　恐怖心に負けた僕は、全裸のまま森へと逃げ込む。奇声を上げながら突っ走り、何度も木に体をぶつけながら、どうにかこうにか開けた場所へと抜け出して……。


  　そこで、着替え中のマーヤと遭遇した。


  「あ」


  　すっとぼけた声を上げながら、顔を見合わせる僕とマーヤ。


  　上着を脱ぎ、濡ぬれたシャツのボタンを外していたマーヤは、素肌が垣かい間ま見みえる脱ぎかけの体勢で硬直。驚きの表情で僕の顔を見つめ……。


  　マーヤの目が逆三角形になった。


  「死なす！」


  　マーヤのハイキックが僕の顔面に炸さく裂れつ！　ばったりと倒れた僕の頭をマーヤが容赦なく踏みつける！　ああ、これが本当の踏んだり蹴けったり……。


  



  　着替えを終えたマーヤと、借り物のタオルを腰に巻いただけの僕が川岸に戻ると、置き去りにされた荷物を熊が弄もてあそんでいた。


  　食べ物でも探しているのか、座り込んでバックパックに頭を突っ込む熊を、僕たちは木陰から観察する。


  「ほら、僕の言った通りだろ。僕は熊に襲おそわれたんだよ。だから変態じゃないんだよ」


  「黙れ」


  　聞く耳を持ってもらえず、しょんぼりとうなだれる僕。タオル一枚の格好で「変態じゃない」と言っても説得力ないのはわかってるけどさ、もうちょっと話を聞いてくれても……。


  　僕がしょんぼりしている間に、熊は荷物をひっくり返して中身を地面にばらまき始めた。このままでは好奇心旺おう盛せいな熊のせいで僕の荷物が使い物にならなくなってしまう。早く荷物を取り返さないと……とはいうものの、熊相手にどうすればいいんだ。


  「文ふみ哉やはここで待ってて」


  　僕の焦燥を知ってか知らずか、マーヤは熊に向かって平然と歩き出した。


  　彼女の足取りがあまりに自然かつ軽やかだったので、呆あつ気けに取られた僕は声をかけるのも忘れて見送ってしまう。


  　マーヤは熊の眼前で立ち止まると、片手を腰に当て、びしっと熊の顔を指差した。


  「荷物をはなせ」


  　日本語で熊くまに命令するマーヤ。「えーっ！」と僕が心の中で叫んでいると、ケンカを売られたと思ったのか、熊がのそりと立ち上がった。熊とマーヤが真正面から睨にらみ合う。


  　危ない！　このままじゃマーヤがやられる！


  　マーヤを守ろうと、僕はタオル一枚のまま木陰から飛び出した。僕の力で熊をどうにか出来るとは思えないけど、だからってマーヤを見殺しには出来ない！　か弱い女の子を守ろうと、頭で考えるより先に体が動いていた。


  　だけど、半裸の僕が到着するより早く事態は急転する。


  　熊を指差していたマーヤが、まるでトンボの目を回すかのように、人差し指をぐるぐると回し始めたのだ。


  「ぐるぐるぐる～」


  　ゴロゴロゴロ。川辺で熊がでんぐり返しを始めた。


  「えええっ!?」と僕が悲鳴交じりに叫ぶ間も、マーヤは人差し指一本で熊の巨体を転がし続ける。


  「ぐるぐるぐる～」


  　ゴロゴロゴロ。今度は後ろに転がり始めた。前転も後転も思いのままだ。


  　マーヤの指示通りに、ゴロゴロと地面を転がる熊。女の子が指一本で熊の巨体を転がすさまは、サーカスの猛獣使いも真っ青になること請け合いだ。


  「よしよし、偉い偉い」


  　熊に近づいたマーヤが無造作に頭を撫なでる。熊は気持ちよさそうに目を細めると、仰あお向むけになりお腹なかを上にして寝転んだ。


  　マーヤがお腹をナデナデすると「ぐるるる」と喜んでいるんだか威い嚇かくしているんだかわからない声を上げ、「どうにでもしてくれ」と言わんばかりに手足を投げ出した。か、完全に熊を飼い慣らしている！


  「じゃーねー」


  　しばらくお腹を撫でられた後、無表情に手を振るマーヤに見送られ、熊は林の奥へと消えていった。


  　後には川辺に散乱した荷物だけが残された。


  「……で、いつまでそんな格好でいるつもり？」


  「はっ！」


  　マーヤに変態を見るような目で睨まれた僕が、あわてて荷物を拾い集める。とりあえず服を着よう。摩ま訶か不思議な光景への詮せん索さくは後回しだ。


  　こうして僕は荷物を一つも欠けることなく回収することができた。


  　着替えを取り戻せて良かった。全裸でヒマラヤ登山を続けることにならなくて本当に良かった。


  



  　川に落ちたり熊くまに遭遇したりとタイムロスを繰り返した僕たちは、宿泊予定だった山小屋まで辿たどり着くことができず、林の中にテントを設営して野宿することになった。


  　晩飯の保存食を食べ終え、温かいコーヒーで一服した僕は、「本当なら山小屋のベッドで気持ち良く眠れたはずなのに」と内心で愚ぐ痴ちりつつ寝袋に潜り込む。


  「はぁ……。今日は大変な一日だったなぁ」


  　しみじみとつぶやくと、隣で自分の寝袋を準備していたマーヤが手を止めた。


  「……そうね。まさか着替えを覗のぞかれるとは思わなかった」


  「しつこいな！　何度も謝っただろ！」


  　着替えを見られたことをまだ根に持っているのか、マーヤは「つーん」とそっぽを向いた。


  　マーヤは荷物からペンを取り出すと、床に黒いラインを引いていく。床に記された黒い線により、瞬またたく間にテントは二分された。


  「ここが境界線。この線を越えてこっちに近づいたら、死なす」


  「僕がマーヤに変なことするわけないだろ。いい加減に根に持つのやめようよ」


  　疲れ切った声で答えると、マーヤは殺気立った目で僕を見てから、またしても「つーん」とそっぽを向き、自分の寝袋にくるまった。


  　境界線を引かれた僕は、仕方なくテントの端に寝袋を移動させる。


  「ところで、マーヤに聞きたいことがあるんだけど」


  　激動の一日に振り回されっぱなしだった僕は、聞きそびれていたことを今さらながらマーヤに尋たずねる。別に話を逸そらそうとしたわけじゃないよ。違うからね。


  「どうやってマーヤは熊を追い払ったの？」


  　僕の質問に、マーヤは「ああ」と気のない声を返す。僕にとっては大きな謎なぞも、マーヤにとってはさして重要な話題ではないらしい。彼女はあっさりとネタばらししてくれた。


  「私は動物と会話できる。それだけのこと」


  「会話？　喋しやべっていたようには見えなかったけど」


  「声に出さなくても、頭の中で会話してる」


  「それってテレパシーみたいなもの？」


  「テレパシー……。そうね」


  　そういえば、前に僕が山道で足を滑らせて気を失ったとき、僕を見つけてくれたマーヤは「鳥が文ふみ哉やの居場所を教えてくれた」とかなんとか説明していた。あれは実際に鳥から聞いたという意味だったのか。


  「動物と会話できるなんてすごいな」


  　僕が素直に感心していると、マーヤは寝袋にくるまったまま顔だけをこちらに向けた。あまりにもまじまじと僕の顔を見つめるので、見つめられたこちらの方がひるんでしまう。


  「な、何？」


  「驚かないの？」


  「驚かないって、何を？」


  「私が動物と会話できること。この話をしても普通は信じない。大抵は笑われるか、変な目で見られるだけ。なのに文ふみ哉やはどうして私の言葉を信じたの？　バカなの？」


  「最後の一言は余計だよね？」


  　あまりにも自然にテレパシーの話を受け入れていた僕は、指摘されて改めて考える。どうして僕は「動物と会話できる」なんて話をあっさり真に受けたのか。


  「僕は魔女に会ったことがあるからね。それに……マーヤは噓うそをつかないから」


  「え？」


  　意表を突かれたのか。マーヤの目に戸惑いの色が浮かぶ。


  「マーヤは口は悪いけど、僕に噓をついたことはないだろ。だから、マーヤが言うなら本当だと思ったんだ。信じた理由なんてそれだけだよ」


  「……」


  　マーヤは何を考えているかわからないポーカーフェイスで僕を見た後、ゴロンと寝返りを打って背中を向けた。


  「もう寝る」


  　後ろ姿のマーヤが一方的に会話を打ち切る。


  　相変わらず身勝手だなぁ。そんな風に思いながら、一日中歩き通しだった僕もすぐにウトウトとし始めた。夜の音を聞きながら、僕たちは眠りの海へ落ちていく──。


  



  「マーヤは父さんとの旅の間、どんな話をしたの？」


  　翌朝。早々に朝食を終えた僕は、テントを片付けながら何気なくマーヤに尋たずねた。


  　ここまでマーヤと旅をしてきたけれど、はっきりいって彼女と父さんが仲良くお喋しやべりする光景がまったく想像出来ない。二人は一緒に旅をしながら、どんなことを話して、どんな話題で盛り上がったのか。非常に好奇心をかき立てられるテーマだ。


  「別に。文ふみ彦ひこが一方的に喋っていたのを私が黙って聞いていただけ」


  　マーヤの答えはそっけなかった。


  　とはいえ、一方的かつ感情豊かに喋りまくる父さんと、それを無表情に聞き流すマーヤの構図は、あまりにもハマりすぎていて僕は妙に納得してしまった。


  「ちなみに父さんはマーヤにどんな話をしたの？」


  「なぜそんなことを聞きたがるの？」


  　テントの片付けを手伝いながら、マーヤは無表情に疑問を述べる。「どうして」と聞かれた僕は、少し考えてから……本心を打ち明けた。


  「僕は、父さんとはあまり話が出来なかったから」


  　僕の父さんは自由人だ。魔女を追いかけて縦横無尽に世界を駆け回るため、家には滅多に帰って来ない。そのせいか、僕には父さんと語り合った記憶がほとんどなかった。


  「だから、父さんが普段どんな話をしていたか知りたいんだ」


  「……」


  　マーヤは黙り込むと、過去の記憶を探るように虚こ空くうを見上げた。どうやら父さんのことを思い出そうとしてくれているようだ。僕の願いに真しん摯しに応こたえようとするマーヤは素直ないい子だった。愛想は悪いけど。


  「……聞いてもいないのに魔女のことをいっぱい喋しやべるから、すごく邪魔だった」


  「考え抜いて出てきた思い出がそれなんだ」


  　魔女が嫌われ者のこの国で、魔女ハーフのマーヤ相手に魔女の話題を延々と喋り続けた父さん。他人の迷惑を顧かえりみず、思うまま自由に行動するところはいかにも父さんらしい。


  「父さんは、マーヤが魔女と人間のハーフだと知っていたのかな？」


  「わからない。けど、薄々感づいていたと思う」


  　僕の父さん──柏かしわ崎ざき文ふみ彦ひこは生きつ粋すいの魔女マニアだ。マーヤの正体に気づいていたとしても不思議はない。


  「文彦は、私に──」


  　場の雰囲気に流されるまま、父さんの思い出を語ろうとしたマーヤは……なぜだか不自然に口ごもった。


  　マーヤが言い淀よどむなんて珍しい。どうしたのかとマーヤの顔を注視すると、彼女は気まずそうに目線を逸そらした。


  「旅の途中、文彦は冗談めかして私に言った。この旅が終わったら日本に来ないか、って」


  「えっ？」


  　予想外の話に、僕は驚き、考える。


  　父さんはマーヤを日本に連れ帰ろうとしていた？　だけどどうして？


  　マーヤを気に入ったから？


  　マーヤの境遇に同情したから？


  　それとも、マーヤが魔女ハーフだから？


  　父さんが行方ゆくえ不明となった今では、あの人が何を考えていたか推し量りようもないけど……。いや、ひょっとしたら何も考えていなかったのかもしれないな。僕の父さんは、その場のノリと勢いで発言する人だから。


  「それで、マーヤはどう答えたの？」


  「もちろん断った」


  「それ以外の答えなどありえない」とでも言いたげな、決然とした口ぶりでマーヤが答える。


  「私は一人がいい。一人でいる方が性しように合ってる」


  　そりゃあ、故郷を捨ててよその国で他人と暮らすなんて、マーヤにとっては論外な提案かもしれないけどさ……。


  　僕が納得出来ていないのを見て取ったのか、マーヤは目を逸そらしたまま補足した。


  「私が孤児院にいた頃ころ、院長先生に『あなたは一人きりで生きなければいけない』ときつく言い聞かされた。私も、その通りだと思う」


  「それはどういう意味？」


  「……魔女は不幸を呼ぶから」


  　魔女と関かかわった人間は不幸になる。


  　それは、この国の常識。この地に住む人々が信じる俗説。魔女を忌いみ嫌う人たちの理屈。


  　そしてマーヤは紛れもなく、この国の住人だった。


  　──自分と深く関わったら、父さんが不幸になると思ったから。


  　それが、マーヤが父さんの誘いを断った理由だった。


  「もしかして、マーヤは父さんが遭難したのは自分のせいだと思ってるの？」


  　自分は魔女の血を引く者だから。自分と関わった人間は不幸になるから。だから、自分のせいで父さんは不幸に見舞われた。マーヤはそう思っているのだろうか。


  　僕の問いかけに、無表情のマーヤは目を逸らしたまま答えてくれなかった。


  



  「森林限界」という言葉がある。


  　標高の高い場所では木が育たないため、山では一定の地点を超えると背の高い木がまったく見あたらなくなる。その「高木が生えるぎりぎりの高さ」が森林限界だ。


  　どうやら僕たちは、この山での森林限界を超えたらしい。


  　昨日まで木々や草花が生い茂る軟らかい土の山道を進んでいた僕たちは、気がつくと草木もまばらな岩だらけの荒れ地を歩いていた。


  　辺りは一面の砂色で、わずかに見える緑といえば申し訳程度に生えている高山植物と膝ひざ丈たけの灌かん木ぼくだけ。森で熊くまから逃げ回ったのが昨日の出来事とは思えないほどの景色の変わりようだ。


  「足場が悪いから気をつけて」


  　言われなくても見ればわかるよ。そう言い返したいけれど、岩だらけの道があまりに険しすぎて話す気力も湧わいてこない。


  　僕は急勾こう配ばいの岩場を一歩一歩慎重に登っていた。否いな、急勾配なんて生やさしいものではない。これは壁だ。気分はさながらロッククライミングだ。


  　荷物を背負ったまま軽々と岩場を登るマーヤに続き、僕はぜーはーぜーはーと息を切らしながら這はうのに近い体勢で両手両足を駆使して岩場を登る。


  　不格好と笑うなかれ。登山に慣れたマーヤにはただの急勾こう配ばいでも、登山素人の僕には壁にしか見えないのだ。この体勢でなければまともに歩ける気がしない。


  　一時間ほどそうして斜面を登り続けた僕たちは、ようやく平らな場所に辿たどり着いた。疲れ切った僕は、平たい岩の上にばったりと倒れ込む。


  「ここで少し休憩する」


  　平然とした顔で休息を宣言するマーヤ。ヒマラヤの登山ガイドは化ばけ物ものか。


  　とっくに休憩を始めていた僕は、文句を言う気力もないままもぞもぞと荷物を地面に降ろす。ああ、ちょっと楽になった。


  「殺風景な場所だなぁ」


  　寝転がったまま、岩と土ばかりの見み栄ばえしない土地をそう評すると、珍しくマーヤが強い口調で言い返してきた。


  「そんなことない。山は表情豊かな場所。私は何百回と山に登っているけど、まったく同じ風景なんて一度も見たことがない」


  「でも、植物も動物も目に見えて減ってるよ？　この景色はさすがに寂しいよ」


  「文ふみ哉やが気づいていないだけで動物ならたくさんいる。植物だってたくさん生はえている。文哉は高山植物の花畑を見たことある？」


  　いつもは表情の乏しいマーヤが、珍しくムキになって反論している。


  　マーヤは山が好きなんだなぁ、と内心では感心しながら、皮肉っぽく「高山植物ねぇ」と意地悪く挑発する僕。疲れているせいか、今日の僕はいつも以上に遠慮がない。


  「……わかった。そこまで言うなら見せてあげる。ついて来て」


  「え？　ちょ、ちょっと待った。もう少し休憩を……」


  　調子に乗ってマーヤをからかっていたら、予想外のしっぺ返しを食らってしまった。


  　必死の懇願も空むなしく、マーヤは荷物を背にすたすたと歩き出す。置いていかれてはたまらないと、僕もあわてて荷物を背負って後を追うが、この程度の休憩では疲れが取れるはずもなく、足取りは激しく重かった。


  「はぐれないように気をつけて」


  　前を歩くマーヤが空を見ながら注意を促す。いやいや、こんな何もない殺風景な場所でマーヤを見失ったりしないから。そこまでボケてないから。


  　そう思った僕は、マーヤが見ていないのをいいことに、その場で少し休むことにした。……って、あれ？　なんだろう。急に風が冷たくなってきたぞ。休みながら何気なく空を見上げた僕は、太陽の光が白い靄もやに遮さえぎられていることに気がついた


  　……靄？


  　直後、細かい水滴が僕の頰ほおを濡ぬらした。これは、霧きり雨さめ？


  　前を向くと、視界一面が白い霧に覆われていてマーヤの姿はどこにも見あたらない。


  　噓うそだろ？　さっきまであんなに見晴らしが良かったのに、ものの数分でこんな……。


  　靄もやなのか、霧なのか、それとも雲の中に入ってしまったのか。混乱する僕の脳裏に、有名な言葉が圧倒的なリアリティとともに想起された。


  　先人曰いわく──山の天気は変わりやすい。


  　こうしてマーヤとはぐれた僕は、迷子になった。


  



  「マーヤ！　いるなら返事をしてよ、マーヤ！」


  　マーヤを捜して僕は岩場を闇やみ雲くもに歩き回る。遠くには行っていないはずなのに、どうして見つからないんだ。焦りながらも必死に歩き続けていると、冷たい風に乗って水滴が顔に当たった。まずいぞ、雨まで降ってきた。


  　冗談じゃない。雨に降られて低体温症で動けなくなるなんて典型的な遭難のパターンじゃないか。本降りになる前に早くどこかで雨宿りしないと。


  　だけどテントはマーヤの荷物の中だし、背の高い木はこの辺りには生はえていない。今の僕にはどこにも逃げ場がなかった。


  　雨は勢いを増していき、濡れた服が僕の体温を奪い始める。体力が根こそぎ奪われていく感覚に、僕は気持ちばかりが急せいてくる。どこでもいい。雨宿りできる場所はないか。雨で視界不良の中、僕は風雨がしのげそうな場所を探してひたすら歩き続けた。


  　やがて視界を覆っていた白い靄が晴れ、僕の前に岩壁が現れた。岩壁には、洞どう窟くつとおぼしき横穴が開いている。


  「助かった！」


  　僕は凍える体を両手でこすりながら、横穴へと逃げ込んだ。


  　さすがに洞窟の奥までは雨も入ってこない。無事に雨宿りできた僕は、安心感からへなへなと座り込む。立ち上がる気力もないまま、僕は濡れた服を脱ぎ、荷物から乾いたタオルを引っ張り出した。


  　体を拭ふきながら洞窟の外を見ると、雨脚はさらに激しさを増していた。


  「雨が上がるまで、ここでじっとしているしかないか」


  　乾いた服に着替えた僕は、岩を背もたれにして地べたに座る。


  　ここは下へ手たに動かず、助けが来るのを待つのが賢明だ。洞窟の中で、僕は通りかかる人影を見逃すまいと雨のカーテンに目を凝こらした。


  　……どれほどの時間、そうして外を眺め続けただろうか。


  　いくら待っても聞こえて来るのは雨音ばかり。足音はおろか、人の気配すら感じられない。


  　生き物といえば、雨を避よけるように低空飛行する小鳥がたまにいる程度。鳥を眺めながら、空腹を紛まぎらわせようと「やきとり……」とつぶやいた僕は、余計に空腹感を増してしまった。


  　そんな焼き鳥への熱い思いが天に通じたのか、低空飛行していた小鳥が洞どう窟くつに飛び込み、「すいーっ」と僕の足あし下もとに軟着陸した。


  　着地した小鳥はつぶらな瞳ひとみで僕を見上げ、不思議そうに首を傾かしげる。


  「君も迷子かい？」


  　僕が優しく声をかけると、小鳥はあたかも「一緒にすんな！」と言わんばかりに、けたたましく羽を広げて飛び去ってしまった。……切ない。


  　同志だと思った小鳥に打ちのめされ、気落ちした僕は雨が打ち付ける岩場を眺める。


  　──この雨の中、マーヤは大丈夫だろうか？


  　人間という生き物は、じっとしていると余計なことばかり考えてしまうようだ。


  「落ち着け。きっとマーヤは僕を見つけてくれるさ」


  　そう自分に言い聞かせ、僕は黙って外を眺める。


  　──待っているだけで本当にいいのか？　マーヤを捜しに行くべきじゃないか？　体力がなくなる前に動くべきではないのか。


  　──でも、どうやって？


  　立ち上がりたい衝動を、僕は必死に押さえ込む。こういうときは下へ手たに動いちゃダメだ。ここにいればきっと助かる。マーヤが僕を見つけてくれる。大丈夫。大丈夫……。


  　──父さんも、こんな風に遭難したのかな？


  　山で遭難して父さんは消息を絶った。大規模な捜索を行ったにもかかわらず、父さんはいまだに行方ゆくえ不明のままだ。父さんは無事だろうか。それとも父さんはとっくに……。


  　──死。


  　じっとしていると、また余計なことばかり考えてしまう。


  　雨で気温が下がったのか、やけに空気が肌寒い。僕は膝ひざを抱かかえると、「大丈夫」と繰り返しながら外を眺め続けた。


  　恐怖なのか蛮勇なのか。突然、僕は無性に雨の中へ飛び出したい衝動に駆られた。


  　ここにいちゃいけない。ここにいたら父さんのようになる。二度と日本へ帰れなくなる。早く洞窟から出ないと。早く山を下りないと。


  　僕の念が通じたのか。雨脚は急速に衰え始めた。いいぞ、もうすぐ雨がやむ。そうしたらここを出て道を探そう。そうすればきっと山を下りられる。きっと僕は助かる。


  　先人曰いわく──山の天気は変わりやすい。


  　いきなり雨が降り出したように、雨がやむときも唐突だった。


  　雨音がピタリとやみ、先ほどまでの土ど砂しや降りが噓うそのように空は晴れ、太陽の光が洞窟に差し込んできた。


  「よし、行こう」


  　立ち上がった僕は、荷物を担かついで洞どう窟くつの外へと飛び出す。


  　冷たい風に身を震ふるわせ、水たまりの水を跳ね上げながら、岩だらけで代わり映ばえのしない景色へ飛び込んでいく。迷路の出口を探そうと、僕は直感に従って歩き出す──。


  



  　一人で歩いていると、ガイドの存在にどれほど僕が助けられていたか身にしみて痛感する。


  　追いうちをかけるように、やんでいた雨がまた降り出した。


  　何よりも一番辛つらいのは、今までそばで支えてくれていた人がいないことだ。僕は孤独が辛かった。


  　遠くを見れば、森と谷と山に囲まれた雄大な自然が視界を埋め尽くしている。世界の大きさに圧倒された僕は、自分がいかに矮わい小しような存在か思い知らされる。


  　一人でいることがこんなに心細いと思ったのは始めてだった。たとえ無愛想でもマーヤがそばにいるだけで、どれほど元気づけられていたかを思い知った。


  「マーヤ……どこにいるんだ……」


  　つぶやきながら、僕は道を探して歩き続ける。


  　そのとき、目の前を小さな影が横切った。なんだろうと思い、視線をさまよわせると、上空を旋回する小鳥の姿が目に入った。


  「あの鳥は、さっき洞窟に飛び込んできた……」


  　僕は洞窟に紛れ込んできた小鳥のことを思い出す。同じ種類なのかな？　よく似た鳥だけど、同じ鳥ってことはないよね？


  　そんなことを考えていると、小鳥は斜面の向こう側へと飛び去ってしまった。


  　なんとなく、僕は小鳥を追いかけて斜面を登る。荒い息を吐きながら険しい岩肌をどうにか登り切ると、そこは……色とりどりの高山植物が花咲く花畑だった。


  「岩場の陰にこんな場所が……」


  　森林限界を超えた高みに咲く、一面の高山植物。様々な色の花が、風に吹かれて揺れている。


  「マーヤが見せようとしていたのはここだったのか」


  　高山植物の花畑を見せると言って、マーヤは僕を導くように先行した。そのまま僕がはぐれてしまったわけだけど……。なるほど、こんな綺き麗れいな景色なら、誰だれかに見せたいと思うのも無理はない。


  「この花畑は、マーヤと一緒に見たかったな」


  　つぶやき、自分が一人きりだと思い出して、僕は花畑の只ただ中なかで立ち尽くす。


  　綺麗な花畑を前にして、僕はついに歩く気力を失った。一人ではこれ以上進めないと思ってしまった。そのまま僕は座り込みそうになり──。


  　またしても、目の前を小鳥が横切った。羽ばたく小鳥を目で追いかけると、新たにもう一羽、別の鳥が僕の頭上を旋回していた。


  　それだけじゃない。一羽、また一羽と、徐々に小鳥の数が増えていく。チチチと鳥たちが僕の頭上で囀さえずっている。


  「なんだ？　ハゲタカならともかく、小鳥に狙ねらわれる覚えなんてないけど……」


  　鳥に襲おそわれる映画を思い出しながら上空の鳥の群れを眺めていると、今度はどこからか水が跳ねる音が聞こえてきた。バシャ、バシャ、と一定の間隔で音が聞こえるのは……ひょっとして誰だれかが水たまりを歩いているのか？


  　僕が音の出所を探すと、斜面を登って来る人影が見えた。


  「マーヤ……」


  　僕がつぶやくと、斜面を登ってきた少女は僕を見つけて歩くスピードを一気に速めた。


  　僕の頭上を旋回していた小鳥たちが、一いつ斉せいにマーヤのもとへと集まる。マーヤの荷物にとまったり、マーヤの足あし下もとに着地したりするのを見て、僕はマーヤが動物と会話できることを思い出した。


  　そうか。マーヤは鳥を使って僕を捜してくれていたんだ。


  　マーヤを見て気力を取り戻した僕は、喜び勇んで彼女に駆け寄った。近くで見るマーヤは服がびしょ濡ぬれで、黒髪から水滴を滴したたらせていた。


  「マーヤ！　会えて良かった！　もう二度と会えないかと──」


  　パシン！　駆け寄った僕は、問答無用でマーヤの平手打ちを頰ほおに受けた。


  「心配させないで」


  　頰を押さえて立ち尽くす僕を、ずぶ濡れのマーヤが無表情に──だけど力のこもった声で[image: ]しつ責せきする。鈍感な僕は、ここに至ってようやくマーヤがずぶ濡れな理由を……雨が降る中、必死に僕を捜し続けていたのだと理解する。


  「……ごめん」


  　それ以外に、彼女に言うべき言葉が見つからない。心底反省した僕がうつむき黙り込んでいると、マーヤは僕に手を伸ばそうとして……その手で自分の胸元を摑つかんだ。


  「………………見失った私も、悪かった」


  　マーヤは僕に謝ると、雨に濡れた髪を手でぬぐい、僕から目を逸そらした。


  「だから、お願いだから、私を心配させないで」


  　寒いのか。それとも別の理由があるのか。マーヤの声は微かすかに震ふるえていた。


  「お願い……。私は、これ以上、誰も不幸にしたくない」


  　──誰も不幸にしたくない。


  　もしかしたら、マーヤは責任を感じているのだろうか。僕の父さんが行方ゆくえ不明になったのは自分のせいだと思っているのだろうか。


  　この国では、魔女は「不幸を呼ぶ存在」だ。この国の人間はそれを信じている。そして、マーヤもこの国の住人だ。


  　父さんが行方不明になって、マーヤが考えなかったはずがない。自分が魔女の娘だから、そのせいで不幸を呼んだのではないかと。父さんの事故は自分のせいではないかと。


  　だからマーヤはこんなに必死になって僕を捜してくれたんだ。もう二度と、自分のせいで誰だれかに不幸になって欲しくなかったから。


  「マーヤ」


  　叩たたかれた頰ほおの熱さを感じながら、僕はマーヤに話しかける。


  「助けてくれてありがとう。……それから」


  　いまだに父さんのことで苦しんでいるマーヤへ、僕は言わなければならないと思った。


  「……父さんが行方ゆくえ不明になったのは、マーヤのせいじゃないよ」


  　僕の言葉に、マーヤの体が小さく震ふるえた。マーヤの目から、ほろりと一粒、涙がこぼれた。


  「……文ふみ彦ひこは、いい人だった」


  「うん。知ってる」


  　おどけて言うと、マーヤは泣いているのか笑っているのかわからない表情で、僕の顔を真っ直すぐに見上げた。


  「私には魔女の血が流れてる。そんな私に、文彦は一緒に暮らそうと言った。そのせいで文彦は行方不明になった……。私に優しくしたから、文彦は不幸になった……」


  　違うよ。そうじゃない。


  　僕の言葉は、しかし、彼女の心に届かない。


  　どうしてマーヤはこんなにも孤独なのだろう。


  [image: ]


  　こんなにも優しくて、こんなにもいい子なのに。


  



  　いつか彼女の孤独が溶ける日が来るだろうか。


  　いつか誰だれかが、彼女に「一緒に暮らそう」と言ってくれるだろうか。


  　いつか彼女に、「この人と一緒に暮らしたい」と思える相手が現れるだろうか。


  　そんな日が、いつか──。


   ４　僕と微熱と花の首飾り


  



  　町を出発してから三日目の夜。


  　今日こそ山小屋のベッドで安眠しようと頑張って歩いた僕たちは、しかし僕の遭難騒ぎで思うように距離が稼げず、結局テント泊を余儀なくされていた。


  「私たちが今いる場所はここ」


  　テントの中で僕と顔をつきあわせながら、マーヤが広げた地図を指し示す。


  　入山規制が始まるまで今日を除いてあと五日。果たして期間内に目的地へ到着できるのか、僕たちは地図とにらめっこしながらの作戦会議を開いていた。


  「こうして見ると、結構な距離を進んでいるんだね。意外と順調じゃないか？」


  「順調？」


  　どうやら僕の不用意な一言が気に障ったようだ。マーヤの声は明らかに不機嫌だった。


  「今までとこれからでは山道の険しさが段違い。同じペースで進めるなんて思わないで」


  「ご、ごめん」


  「問題は距離よりも高さ。標高が高くなるほど道は険しくなり、体の負担も大きく──」


  「わかったから、もう勘弁して」


  　僕が降参すると、マーヤは「まだ説教し足りない」と言いたげな目で僕を睨にらみ、


  「明日からはもっとペースを上げる。目的地に辿たどり着きたいなら、必死になってついてきて」


  「わ、わかった。頑張る」


  　本音では「無理！」と叫びたい心境だけど、川に落ちたり道に迷ったりと足を引っ張ってばかりの僕に反論する資格はない。明日からの強行軍を思い描き、激しく気が重くなりながら、それでもとにかくマーヤに食らいついて歩こうと、僕は悲ひ壮そうな決意を固めるのだった。


  　そんな僕へ、マーヤは淡々と告げる。


  「ただし、無理だと思ったらすぐに言って」


  「え？　僕は別に無理なんて──」


  「文ふみ哉や」


  　マーヤが真ま面じ目めな顔つきで僕を睨む。三日間一緒に歩いて来て何となくわかってきた。マーヤが山のことを話すときは、いつだって本気で真剣だ。


  「体調が悪いと思ったらすぐに言って。山で体調を崩すのは命取りになる」


  「わ、わかったよ。そのときはちゃんと言うから。約束する」


  「……ならいい」


  　そう言うと、マーヤは淡々と地図を畳み、寝袋の準備を始めた。相変わらずマイペースだ。


  　きっと僕が体調の悪さを訴えたら、その場で旅を中止するんだろうな。そういうところは、マーヤは容赦がない気がする。「必死になれ」と言ったり「無理をするな」と言ったり、矛む盾じゆんしたことを言っているマーヤだけど、どちらも僕を思っての発言なんだよね。


  　口は悪いけど優秀な山岳ガイド。無愛想だけど優しい女の子。一緒に旅を続けて来て、なんとなくそれがわかってきた。


  「……どうして私をじっと見ているの？」


  　寝袋に入ろうとしていたマーヤが、嫌いやそうな目つきで僕に尋たずねる。僕は微笑ほほえみながら、素直に白状した。


  「マーヤをガイドに雇って正解だったな、って思ってさ」


  「…………明日も早い。さっさと寝て」


  　それだけ言うと、マーヤはゴロンと横になって僕に背を向けた。


  　明日からはより一層きつい旅になる。僕も早めに休もうと、境界線を踏まないように気をつけながら寝袋に体を埋めた。


  



  　ドドドドドドドォォドン！


  「なんだなんだ!?」


  　大地を震ふるわせる振動と轟ごう音おんに、僕は驚く。


  　時刻は真夜中。寝袋に入って熟睡していた僕は、突然の轟ごう音おんに叩たたき起こされた。


  　慌てふためきながらテントを飛び出した僕は、小雨がぱらつく闇やみの中を、音の出所を探して辺りを見回す。……ダメだ。街灯一つない暗くら闇やみでは一寸先もわからない。


  「マーヤ、さっきの音はなんなんだ？」


  　僕がテントへと取って返すと、マーヤは寝袋にくるまったまま、テントの隅っこで体を丸めて眠っていた。さっきの地響きでも起きないなんて、どんだけ熟睡してるんだよ。


  「寝てる場合じゃないだろ！　よくわからないけど大変なんだ！　早く起きてよ！」


  　僕は寝袋越しにマーヤの体をゆさゆさと揺する。だがマーヤの返事はない。なんだろう、どこか様子がおかしい。


  　よくよく観察すると、赤子のように体を丸めてマーヤは震ふるえていた。


  「どうしたの？　具合でも悪いの？」


  　もしかしたら、僕を捜して雨の中を歩き回ったせいで体調を崩したのかもしれない。僕は熱を測ろうとマーヤの額ひたいに手を伸ばす。すると、音もなくマーヤの手が伸びて、僕の手をぴしゃりと叩き落とした。


  「大丈夫だから」


  　答えたマーヤの声は震えていた。


  「全然大丈夫に聞こえないよ。ていうか、起きてたなら返事してよ」


  「……ごめん」


  　え？　あのマーヤが素直に謝った!?


  「やっぱりどこか体調が──」


  「大丈夫だから」


  　ぴしゃりと言い返すマーヤの声は、やはり微かすかに震えていた。


  「さっきの音は、たぶん、土ど砂しや崩くずれ」


  「土砂崩れ？　それって、ここにいて大丈夫なの？」


  「たぶん」


  　なんとも心こころ許もとない返事だけど、今はマーヤの言葉を信じるしかない。ここで無意味に怖がって、夜の山を当てもなくさまよう方がよっぽど危険だ。


  「……わかった。マーヤを信じるよ」


  　もとより他ほかに選択肢はない。開き直った僕は、自分の寝袋に潜り込み、ペンで書かれた境界線を越えないようにゴロンと横向きに体を丸めた。


  　そうやって静かに雨音を聞いていると、不思議とすぐに眠気が襲おそってきた。


  　近くで土砂崩れが起こっているのに、それでも人は眠れるんだなあ。僕はこんなにも疲れていたのか。明日も歩かなきゃいけないから、早く寝て体を休めないと……。


  　そうして僕は、ウトウトと眠りに落ち──。


  「……文ふみ哉や？」


  　雨音に紛れて、マーヤの弱々しくか細い声が聞こえてきた。


  　しかし僕は眠りに落ちる寸前で、返事をする気力も湧わいてこない。


  「……寝たの？」


  　起きてるよ、と僕は夢の中で答える。


  　すぐそばでがさごそと物音がする。横を向いて眠っている僕は、マーヤに背中を向けている格好なので何が起こっているのか見ることができない。


  　なんの物音だろう。マーヤは何をしているのだろう？　そう思っていると、


  　──ぎゅっ。


  　小さな手が、寝袋越しに僕の背中を摑つかんだ。


  　ついこの間まで僕と同じテントで寝るのを嫌いやがっていたマーヤが、僕のすぐ後ろにいる。吐息の音が聞こえそうなほど間近で、マーヤの小さな手が、おっかなびっくり僕の背中に触れていた。マーヤの指がぎゅっと僕の寝袋を握っていた。


  　寝袋の布越しに手の温ぬくもりを……マーヤの指の震ふるえを感じる。


  　マーヤが震えている。


  　マーヤは何かを恐れていた。マーヤは僕に触れることで恐怖に耐えようとしていた。


  　彼女は何を怖がっているのか。マーヤについて何も知らない僕は、ただされるがまま彼女の温もりを受け入れることしかできない。


  　大自然の中で、僕は自分の無力さを痛感する。でも、不思議と悔しいとか、申し訳ない、という気持ちにはならなかった。


  　こんなにも広い世界の中で、数日前に会っただけの少女と、偶然ここにいる。明日どうなるか、これからどうなるか、そんなことはまったくわからなかった。でも。


  　──ただ、誰だれかが側そばにいてくれるだけでいい。


  　そう思えるだけで、ちっぽけな僕がここにいてもいいような気がした。


  　──ぎゅっ。小さな手が、まだ僕の背中に触れている。


  「……おやすみ」


  　僕のすぐ後ろで、マーヤが囁ささやいたような気がした。


  　少女の微熱を感じながら、僕は深い眠りに落ちていく──。


  



  　山歩きは英語で「トレッキング」という。


  　トレッキングで特に有名なのは、ネパールで行われているヒマラヤ山さん麓ろく歩きだ。それこそ「トレッキング」＝「ヒマラヤ歩き」の意味で使われることも少なくないらしい。


  　今や観光の目玉にもなっている「トレッキング」こと「ネパールのヒマラヤ山麓歩き」が盛んになった理由の一つに、ロッジの存在が挙げられる。


  　ロッジとは、乱暴ないい方をすれば「登山道に点在している山小屋」のことだ。


  　大抵の山小屋では料金さえ払えば誰だれでも食事や宿泊、さらに水や食料といった物資の補給が出来る。特にネパールはロッジの数・質がとても高く（中にはホテル顔負けの施設もあるらしい）、他国でトレッキングを行うよりも安全快適な山歩きが保証されているらしい。


  　かように山小屋は登山者にとって大変重要な施設であり、山歩きの際に山小屋を経由するルートを選ぶのは至って常識的な判断だった。


  　かくして幾多のアクシデントを乗り越え、ようやく念願の山小屋に到着した僕たちは……そこで土ど砂しやに埋もれて半壊している建物を発見した。


  「これが昨日の土砂崩れか……」


  　無残な有様を眺めながら、僕は昨夜、轟ごう音おんに驚いて飛び起きたことを思い出す。


  　どさっ。僕の隣で、顔を真っ青にしたマーヤが地べたにへたり込んだ。


  「どうしたの？　やっぱりどこか体の具合が……」


  「平気」


  　全然平気じゃなさそうな顔で、マーヤは僕の差し出した手を押し返す。


  「それより、食料を調達しないと」


  　それだけ言うと、マーヤは立ち上がり、半壊した山小屋へと歩き出した。


  　二人で運べる荷物の量には限界がある。だから食料などの消耗品は途中の山小屋で補充する予定になっていた。でも、だからってわざわざ半壊した建物に近づかなくても……。


  『おい、危ないぞ！　近づくな！』


  　僕がマーヤを引き留とめるより早く、背後から男の声が聞こえてきた。


  　山小屋の管理人だろうか。声を掛けてきたのは現地の人間らしい若い男性だった。


  『ここは危険だ。早く離れろ』


  『食料が欲しい』


  『無理だ。食料は完全に土砂に埋もれている。中には入れない』


  　青い顔のマーヤが交渉するも男の答えは変わらない。当然だろうなと、半壊した建物を見ながら僕は納得する。


  『でも、私たちには食料が必要。ここで補給しないと』


  『それなら、この先に村がある。そこで食料を買い込めばいい』


  　二人の会話を聞きながら、僕は村へと続く山道を検分する。岩場の隙すき間まを縫ぬうような山道は見るからに険しい道のりだけど、この際贅ぜい沢たくは言っていられない。そもそも、ここまで来て険しくない道を探す方が無理というものだ。


  　この状況では仕方がない。遠回りになるが、僕は村への寄り道を覚悟する。


  　やがて一通り話を聞き終えたマーヤが、僕のもとへと戻って来た。


  「うん。この先に食料を調達できる場所はない。引き返そう」


  「噓うそつけ」


  　僕が即ツッコミを入れると、マーヤは目に見えて渋い顔になった。


  　どうやら彼女は、僕の英語力を見くびっていたらしい。僕を騙だまして引き返そうとしたマーヤは、噓を指摘されてあからさまに嫌いやそうな顔をしていた。


  「…………………………この先に村がある」


  「タメが長いね。そんなに行きたくないの？」


  「…………………………出来れば」


  　まいったな。マーヤがこれほど嫌がる場所へ、無理矢理に行かせるのは気が引ける。


  　かといって、ここで引き返して時間をロスするのは望ましくない。この旅は時間との勝負でもあるのだ。


  　はてさてどうしたものか。僕が真剣に悩んでいると、まだ気分が優れないのか、青い顔のマーヤが「ほう」とため息をついた。


  「わかった。先に進もう」


  「いいの？」


  「私は雇われガイド。雇い人の希望を尊重するのは当然」


  「でも行きたくないんだろ？　マーヤがどうしても嫌なら、僕は……」


  「文ふみ哉やは優しすぎる」


  　仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやくと、マーヤは村へと続く道をすたすたと歩き始めた。


  



  「今日はここで休む」


  　テントを張るのにちょうどいい平地を見つけて、マーヤが休息を宣言する。まだ日暮れには早い時刻だが、無理をして歩くよりは休めるときにしっかり休むという判断だろう。半壊した山小屋からずっと歩き通しだった僕は、一も二もなく賛同した。


  　テントを張って一息ついていると、岩場の陰に積もった雪が溶けずに残っているのを発見した。真夏の雪を見て「ずいぶん高くまで登ったんだなぁ」と実感してしまう。


  　見れば、マーヤはさっそく夕食の準備に取りかかっていた。携帯用ガスコンロに火をつけて湯を沸かすマーヤに、僕は「手伝うよ」と声をかける。


  「ん」


  　僕の顔も見ずに相づちをうつマーヤ。


  　山小屋からここまでの行程で、僕とマーヤはほとんど会話を交わしていない。もともとマーヤは無口だし、僕も険しくなる一方の山道（もはや道とは呼べないような岩場の隙すき間まだけど）で雑談どころではなかった。


  　それでも僕は、歩きながらずっと考えていた。「どうしてマーヤは次の村に行くのをあれほど嫌がっているのか」と。


  　……今が尋たずねる絶好のタイミングだ。


  「ねえ、マーヤ。これから行く村に何かあるの？」


  　さりげなく村の何が嫌いやなのか尋ねてみるが、答えたくないのか、それとも僕の聞き方が悪くて意図が通じなかったのか、マーヤは青白い炎を眺めながら黙り込んで動かない。


  　やっぱり聞いちゃいけなかったのかな？


  「話したくないなら別にいいんだ。だけど、これだけは覚えておいてね。……僕は、いつでもマーヤの味方だから」


  「…………え？　何？」


  　マーヤがきょとんとした顔で僕を見る。思いがけない反応に、僕もきょとんと見返してしまった。


  「……僕の話、聞いてなかったんだね」


  「ごめん、考え事してた。何か用？」


  「……もういいよ」


  　すっかり話を聞く気が失うせた僕は、肩を落としながら夕食の準備を手伝った。


  　それから食事を終えるまで、マーヤは虚うつろな目で何ごとか考え込んでいた。いや、考えているというより、ただぼーっとしていると表現した方が適切かもしれない。


  　村に行くことになって気が重いのかな？　このときの僕は、単純にそう思っていた。


  　無言の夕食を終え、僕たちは早めの休息を取る。テントに入り、床に引かれた境界線を越えないように気をつけながら寝袋に潜り、僕はマーヤに「おやすみ」と声をかける。


  「おやすみ」


  　マーヤは挨あい拶さつを返すと、自分の寝袋にくるまって早々に寝息を立て始めた。


  　……マーヤが素直に「おやすみ」と言うなんて珍しいな。


  　そういえば、マーヤはさっきも素直に「ごめん」と謝っていた。どうしたんだろう、なんだか口が悪くて性格がひねくれているマーヤらしからぬ反応だ。


  　気弱なマーヤなんてマーヤらしくない。マーヤにはもっと元気でいて欲しい。役立たずな僕だけど、少しはマーヤの役に立ちたかった。マーヤが困っているなら助けてあげたかった。


  　それなのに、僕はマーヤの足を引っ張ってばかりだ。困っているマーヤのために何かしてあげたいのに。何か……。


  「ママ……」


  　すぐ近くから苦しそうな声が聞こえてきた。まどろんでいた僕の意識が瞬時に覚かく醒せいする。


  「ママ……やめて……」


  　見ると、マーヤが汗をかいて苦しそうに身をよじっていた。


  「マーヤ？　どうしたの？」


  　声をかけてみるが返事はない。マーヤは眠っているようだ。うなされているところを見ると、悪い夢でも見ているのだろうか？　僕は寝袋を抜け出すと、這はってマーヤに近づいた。マーヤのことが心配なあまり、僕は、境界線の存在など気にも留とめなかった。


  　僕は、心なしか赤くなっているマーヤの顔に手を触れる。


  　……大変だ。熱がある。


  　思い返せば予兆はいくつもあった。ずっと体調が優れなかったのに、マーヤはそれを隠して無理をしていたのか。


  「僕のせいだ」


  　僕がしっかりしていれば、マーヤが川に落ちることも、雨に濡ぬれることも、予定外の野宿をさせることもなかった。マーヤの体調が悪化したのは僕が足を引っ張ったせいだ。


  「そうだ、荷物の中に薬があったはず……」


  　うろたえながら僕は荷物を引っかき回す。しかし、リュックの中身を片っ端から床に散乱させているのに、肝心の薬が出てこない。焦る気持ちばかりが空から回りする。


  「と、とにかく熱を冷まさないと」


  　僕は床に散乱した荷物の中からハンカチを拾い上げ、マーヤの額ひたいに……って、濡らさないと意味ないだろ！　でも濡らすってどうやって……そうだ、雪だ！　ここへ来る途中、岩陰に雪が積もっていたじゃないか！


  「すぐ戻るから。待ってて」


  　眠っているマーヤに声をかけ、僕はハンカチを握りしめたままテントを飛び出す。


  　夜の山は凍えるような寒さだったが、このくらい、熱を出して寝込んでるマーヤの苦しみに比べればどうってことない！


  　強がる僕は歯の根をカチカチ鳴らしながら、雪を探して山道を歩く。当たり前だけど街灯なんてものはなく、頼りの月も雲に隠れていて夜の山は呆あきれるほどに何も見えなかった。


  　わぉーん。遠くから犬の遠とお吠ぼえが聞こえてきた。


  「野犬なんて勘弁してよ」という恐怖が一割、「ヒマラヤにも野良犬がいるのか」と感心する気持ちが一割、残り八割は「寒い寒い寒いよ！」という悲鳴で僕は雪を求めてさまよい歩く。


  　暗くら闇やみに目が慣れてきた僕は、ようやく白い塊かたまりを発見。すぐさましゃがみ込み、手で触れる。


  　冷たっ！　よし、間違いなく雪だ。僕はハンカチで雪を包み込む。


  　寒い寒い、早く戻らないと凍えてしまう。僕は雪入りハンカチを持って、来た道を振り返る。うん、テントはどこだ？


  　寒空の下、野犬の遠吠えを聞きながら、暗闇の中をあちらこちらとさまよい歩き、ようやく僕はどうにかテントに戻ることが出来た。僕はハンカチを持ったまま、ばったりとマーヤの隣に倒れ込む。


  　手が冷たい。僕は倒れたまま「はーっ」と息をかけて両手を温める。……うん、少し落ち着いた。


  　僕は寒さに震ふるえる手で、そっとマーヤの頭に雪を挟んだハンカチを置いた。


  「……寒い……」


  　マーヤが赤い顔で寝言をつぶやく。うん、同感だ。


  　僕は床に散乱した荷物から毛布を拾い上げると、マーヤの体にかけてやった。寝袋の上から毛布をかけることにどれほどの意味があるかわからないけど、今の僕に出来ることはそれくらいだった。


  　──そういえば、『雪山で凍えたときは裸になって人肌で温め合う』ってよくいうよな。


  　凍えた脳みそでひらめいた僕は、毛布にくるまっているマーヤの童顔をじっと見つめた。裸で人肌……。裸で……。


  「……ないな。うん、ない」


  　いろいろと想像した結果、僕は大人しく自分の寝袋に戻ることにした。いい加減に体を温めないと、こっちまで風邪を引きそうだ。


  「待って……」


  　突然の声に、僕は驚き振り返る。見れば、マーヤは眠ったまま寝袋から片手を出して空中を摑つかもうとしていた。


  「ママ……一人にしないで……」


  　寝ぼけているのか、マーヤの指先が何かを探すように空をさまよう。僕はなぜだか無む性しようにほっとけなくて、冷たい手でマーヤの手を握った。


  　驚くほど強い力で、眠っているマーヤが僕の手を握り返す。手を握って安心したのか。心なしか、マーヤの表情が和やわらいだ気がした。


  　……そうだね。


  　無力でも、ちっぽけでも、僕はここにいる。


  　遠くの誰だれかよりも、力になれることがあるかもしれない。


  「しょうがないか」


  　諦あきらめた僕はマーヤの隣で横になる。だけどテントの床からは地面の冷たさが直接伝わってきて、とてもじゃないが寒くて眠れそうにない。僕は少しでも温まろうとマーヤに身を寄せた。


  　寝袋の下に敷いてあるマットは断熱効果が高く、その上でマーヤと一緒の毛布にくるまるだけで段違いに温かくなった。うん、これなら寝袋がなくても眠れそうだ。


  　手を握ったまま、僕は腕うで枕まくらをするような体勢でマーヤに密着する。


  　しっかりと握られたマーヤの手から、彼女の体温が伝わってくる。


  　きっと、僕の体温も彼女に伝わっている。


  　僕はマーヤを抱だきしめたまま静かに瞼まぶたを閉じた。


  



  
    ※　　　　　※　　　　　※

  


  



  　──夢を見た。


  　幼い僕が、一面の花畑に座り、せっせと花の王冠を作っている夢だ。


  「見て見て！」


  　四、五歳ぐらいか。栗くり色いろの髪をした小さな女の子が、自作の花の王冠を持って駆け寄ってきた。少女は王冠を頭に乗せると、きゃっきゃと声を上げて笑い出す。その子は僕の手元にある作りかけの王冠を見つけると、興きよう味み津しん々しんの様子で顔を近づけてきた。


  「マーヤの王冠はおっきいね」


  　マーヤ？　どうしてこの子は、僕のことを「マーヤ」と呼ぶんだ？


  　悩んでいると、僕の口から女の子のように可愛かわいらしい声が響いた。


  「これは首飾りだよ。花の首飾りを作ってママにプレゼントするの」


  　今のは僕が喋しやべったのか？　いや、ちがう。喋ったのは僕じゃない。これは僕の体じゃない。僕は誰だれかの目を通して見ているんだ。


  　これは、誰かの記憶だ。


  「ママはこのお花畑が大好きなの。ここに咲いているお花が大好きなの。だから、ここにある花で首飾りを作ってあげるの。そうしたら、きっと喜んでくれるから」


  「きっと似合うよ。だってマーヤのママ、すっごく綺き麗れいだもん」


  　……マーヤ？　そうか、これはマーヤの記憶だ。僕は幼いマーヤが見た景色を追体験しているんだ。


  「ねえ、またマーヤの家に遊びに行っていい？」


  「もちろん！　ラナだったらいつでも大歓迎だよ！」


  　栗色の髪の子は「ラナ」という名前らしい。


  　どうやら、この当時のマーヤはまだ人間嫌いではなかったようだ。無愛想な彼女しか知らない僕は、明るい声で友達とお喋りするマーヤがとても微笑ほほえましく感じられた。


  「そうだ！　今から遊びにおいでよ！　ラナが来たら、きっとママも喜ぶよ！」


  「行きたいけど、今からだと帰るのが夜になっちゃうから……」


  「そっか……。じゃあ、また今度だね」


  　落胆を隠しきれないマーヤ。どうやらマーヤはラナのことが大好きらしい。ラナとずっと一緒にいたいという気持ちが、夢を見ている僕にもはっきりと伝わってくる。


  　そして、ラナもマーヤと同じ気持ちのようだ。マーヤの一番の友達は、遊びに行けないことを誰よりも残念がっていた。


  「どうしてマーヤは村外はずれに住んでるの？　村に住めば、いつでも遊びに行けるのに」


  「うん……。でも、しょうがないんだよ」


  「しょうがないって、どうして？」


  　無邪気に小首を傾かしげるラナ。マーヤは少しためらってから、そっとラナに顔を近づけた。


  「……これは、ぜったいに秘密だよ？」


  　囁ささやくようなマーヤの声に、興味をそそられたラナが身を乗り出す。


  「ひみつ？」


  「そう、秘密。特別にラナだけに教えるんだから。ぜったいに誰だれにも言っちゃダメだよ」


  「わかった。誰にも言わない。二人だけの秘密だね」


  　真剣な顔で、しかし好奇心に瞳ひとみを輝かせて、ラナがうなずく。


  「……私たちが村に住まないのは、人間に正体がばれないようにするためだよ」


  　マーヤはラナの耳元に唇くちびるを寄せ、小声でそっと囁く。


  「私のママは──魔女なんだよ」


  



  
    ※　　　　　※　　　　　※

  


  



  　朝。目覚めると、鼻がぶつかりそうなほど間近にマーヤの寝顔があった。


  「……えーと」


  　そういえば、昨夜ゆうべはマーヤと一緒の毛布で眠ったんだった。どうやら寝ている間に、額ひたいをくっつけ合うほど密着したらしい。


  　こんな姿を見られたら、またマーヤに蹴けられかねないな。


  　僕は彼女を起こさないよう気配を殺しながら、そっと毛布から離れる。いつの間にか下に落ちていた濡ぬれハンカチを拾い上げ、マーヤの額に乗せた。


  「う……文ふみ哉や？」


  　気配で目が覚めたのか。横になったまま、マーヤは焦点の定まらない目でぼんやりと僕を見た。


  「おはよう、マーヤ。体の調子はどう？」


  「調子？」


  　マーヤは額に乗っているハンカチに気づき、それを手に取ってまじまじと眺める。


  「私……」


  「夜中に熱を出したんだよ。覚えてないかな？」


  「熱……。だからハンカチが……」


  　寝起きで頭がぼーっとしているのか、マーヤは濡れハンカチをぼんやりと眺め、それから僕の顔を見上げた。


  「文哉が？」


  「まあ、そうなるのかな」


  　とぼけた口調で答えると、寝ぼけているマーヤは今まで見せたことのない優しい笑顔を僕に向けた。


  「ありがとう、文ふみ哉や」


  　屈託なく微笑ほほえむマーヤがなんだかまぶしくて、僕までつられて笑顔になってしまう。


  　温かく柔らかな雰囲気の中、僕たちはにこにこと微笑み、見つめ合い……そして徐々に、マーヤの頰ほおが引きつっていった。


  　うん、どうやら目が覚めたみたいだね。


  　寝起きで頭が働かなかったとはいえ、僕相手に気を許しきった笑顔を見せるというマーヤらしからぬ対応に、誰だれよりも本人が一番動揺している。顔色が青くなったり赤くなったりしたあげく、マーヤは引きつった笑顔のまま「ふふふ」と不気味に笑い出した。


  「……今のは忘れて」


  「今のってどれのこと？」


  「ぐぐぐ……」


  　僕の意地悪に、マーヤは苦々しく歯を食いしばる。すると何を思ったのか、マーヤは寝袋に入ったまま芋いも虫むしのようにじたばたと動き始めた。


  　僕が「？」な表情で眺めていると、やおらマーヤの体が「びょん」と伸び上がり、真下からのドロップキックが僕の顔面に炸さく裂れつした。


  　不意打ちによろける僕へ、マーヤは寝袋に入ったまま冷ややかに言い放つ。


  [image: ]


  「いいから忘れて」


  　寝袋少女に脅迫された僕は、蹴けられた鼻を手で押さえながら……ニヤニヤと笑っていた。


  「何が可お笑かしいの？」


  「別に」


  「ごまかさないで、はっきり言って」


  「……照れるマーヤも可愛かわいいなと思って」


  　どたん、ばたん。


  　寝袋が大暴れし始めたので、僕は慌ててテントから飛び出した。


   ５　僕と故郷と魔女の[image: ]


  



  「これから行くのは、私が育った村」


  　小雨がぱらつく天候の中、レインコートを着たマーヤが僕に説明する。


  　一晩眠って少し回復したマーヤは、ようやく僕の質問に答える気になったようだ。「どうしてこの先の村に行きたくないの？」と問われ、彼女は岩だらけの細く険しい山道を登りながら、いつも通りの無表情で教えてくれた。


  「その村に嫌いやな思い出でもあるの？」


  　試しに尋たずねてみたが、マーヤは黙り込んで答えようとしない。いかにも「話したくない」と言いたげな反応は、言葉よりも雄弁に肯定を表わしている気がした。


  　マーヤは魔女と人間のハーフだ。そのせいで幼い頃ころに辛つらい目に遭あったのだろうか？


  　だけど、ハーフといってもマーヤの見た目は人間と変わらない。恐ろしい魔法を使うわけでもなく、コミュニケーションが取れない未知の生物というわけでもない。まあ、若干性格がひねくれてはいるけど、それくらいは許容範囲内だ。


  「マーヤが白い目で見られる理由なんて何もないように思えるけど」


  　歩きながらつぶやく僕を、マーヤがジロリと睨にらみつける。


  「母親が魔女。それだけで十分」


  　この国では魔女は忌いみ嫌われる存在だ。憎い魔女の娘というだけで迫害されるには十分な理由になるということか。


  「……そんなの、納得いかないよ」


  　理不尽さに憤いきどおる僕を、マーヤがちらりと横目で見る。自分の境遇を当然のこととして受け止めている彼女は、「納得いかない」という僕の発言が理解できない様子だった。


  「だってそうだろ。マーヤも、マーヤのお母さんも、悪いことなんて何もしていないじゃないか。それなのにどうして一方的に嫌われなきゃ──」


  「悪いことならしたわ」


  　マーヤは耐えるように、ギュッと唇くちびるを嚙かみしめる。


  「ママは、人を殺した」


  　ぽつりとつぶやき、マーヤはハッとする。赤の他人である僕にそんなことまで打ち明けるつもりはなかったのだろう。打ち明けてしまった自分に驚き、困惑と後悔を同時にしているような素振りだった。


  　マーヤの告白に、僕はどう答えていいかわからない。


  　マーヤもどう言葉を続けていいかわからないようで、僕たちは霧のような雨に打たれながら無言で山道を歩き続けた。


  



  　当たり前のことだけど、山には上り坂と下り坂がある。


  　一見すると、坂を上るより坂を下る方が楽に思えるけど、それは大間違いだ。山登りに慣れていない人間には、むしろ下り坂の方が体に負担がかかることを僕は身をもって実感していた。


  　下り坂では普段使わない筋肉を使うせいなのか。それとも、山歩きの基本である「一定のペースで歩く」が難しくて余計に体力を消耗してしまうのか。僕はいつも以上に筋肉の疲労を感じながら急きゆう勾こう配ばいを下っていく。


  「父さんが行方ゆくえ不明になったのは雪山なんだよね？　標高の高い場所を目指しているのに、こんなに山を下って大丈夫なの？」


  「文ふみ哉やは文ふみ彦ひこと同じルートを巡りたいんでしょ」


  「そりゃそうだけど……」


  　ぼやくようにつぶやきながら、僕は周囲の景色を見渡す。


  　一度は万年雪の積もる高さまで登った僕たちが、今は高木がちらほらと生えている緑の草地を歩いていた。せっかく苦労して森林限界を越えたのに、あっという間に林へ逆戻りだ。


  　三歩進んで二歩下がっているような複雑な心境を味わっていると、不意にマーヤが山の斜面を指差した。


  「見えてきた。あれが目指す村」


  　霧きり雨さめで視界が悪い中、目を凝らすと、マーヤの指差した先にぼんやりと建物が見えてきた。


  　その村は、ひっそり山の斜面に佇たたずんでいた。


  　喩たとえるなら、ひな人形を乗せるひな壇だんの、各段に建物が建っているような構造だ。山の斜面を削って階段状にした土地に村が作られていた。


  「こんなところに村を作るなんてすごいな。山を削るのは大変だったろうに」


  「そうでもない。もともとここは遺跡だった」


  　感心する僕に、ガイドのマーヤが村の成り立ちを説明する。


  　遠い昔に偉大な先祖が苦労して山を削り作った土地に、現代になって人が住み着き、やがて村になったらしい。ある物は何でも使う。人間って逞たくましい。


  「マーヤはこの村で育ったんだね」


  「そう」


  「じゃあ、昔の友達に会えるかもしれないね」


  　何気ない僕の言葉に、前を歩いていたマーヤが足を止める。


  「……私に友達なんていない」


  　背中を向けたままマーヤがつぶやく。彼女の不機嫌な声に、僕は思わず「あれ？」と言葉を返していた。


  「でもラナって子は？　あの子はマーヤの友達だろ？」


  「……どうしてラナを知ってるの？」


  　振り返ったマーヤが、殺気交じりの目で僕を睨にらむ。


  　そういえば、マーヤの記憶を覗のぞき見たことは話していなかった。僕は「あはは」と乾いた笑いを浮かべながら、どうやってごまかそうかと言い訳を考える。


  「私が寝ている間に、頭に触ったのね」


  「う」


  　僕が答えられずに息を詰まらせていると、マーヤはずいっと近づき、思いっきり僕の足の小指を踏みつけた。ぎゅうううう。


  「おおおお！」


  「二度と私の頭に触らないで」


  「わ、わかった、約束する。だから足を──」


  「いい？　絶対に、二度と、触らないで」


  「わかったよ。わかったから、踏むのやめて──」


  　痛みに耐えながら何度もうなずくと、やっと納得してくれたのか、マーヤは足を離してくれた。僕が片足を抱かかえてぴょんぴょん飛び跳ねている間に、マーヤはずんずんと山道を進んで行く。僕は足の痛みに耐えながら、急いでマーヤの後を追いかけた。


  



  　どちらかといえば鈍感なタイプの僕だけど、そんな僕ですら、村の異様な雰囲気にはすぐに気がついた。


  「ねえ、マーヤ？　この村……」


  　僕は小雨がぱらつく町並みを歩きながら、独自に村を観察する。


  　切り立った崖がけに沿って作られた村は、山肌が間近に感じられて相当な威圧感がある。地形のせいか村はさして広くはないが、宿屋や酒場など一通りの店は揃そろっているようだ。岩壁に沿って店が立ち並び、広い通りにはそれなりの人ひと気けもあって活気が感じられた。


  　ただ気になるのは、楽しそうに立ち話していた人たちが、僕たちを見た途端にギョッとして黙り込むことだ。それも一人や二人ではない、村人のほぼ全員が、僕たちの存在に気づくなり会話を中断してこちらに注目している。


  　その視線を一言で表わすなら──敵意。


  　不安や恐れといった様々な負の感情が、敵意となって彼らの表情に見え隠れしている。ここまで露骨に悪意を示されると、戸惑うより先に興味が湧わいてくる。


  「余よ所そ者ものを嫌う閉鎖的な村……ってだけじゃなさそうだね」


  　前を歩くマーヤに尋たずねてみるが、僕との間に見えない壁を作っている彼女は答える素振りすら見せなかった。


  　周囲からの刺さすような視線に居心地の悪さを感じながら、僕らは村の中心部へと歩き続ける。やがて、岩壁のそばに建つ一軒の建物の前でマーヤがようやく重い口を開いた。


  「……ここ」


  　他ほかの建物と比べても二回りほど大きいそれは、どうやら宿のようだ。ここが今夜の寝床ということか。


  「久しぶりにベッドで寝られそうだね」


  　ベッドで眠る自分を想像した僕は、思わず顔がにやけてしまう。固い岩場に設営したテントで窮きゆう屈くつに寝てばかりいたから、ただベッドで眠るだけのことが素晴らしい幸福に感じられるのだ。ふかふかのベッド！　温かい布ふ団とん！　最高！


  　さっきまでの敵意の集中砲火を頭の片隅へと追いやり、僕はウキウキ気分で宿屋に入……ろうとして、マーヤが入り口前で石のように固まっていることに気がついた。


  「どうしたの？　入らないの？」


  「私はいい」


  「いい、ってどういうこと？」


  「私はこの村には泊まらない」


  　きっぱりとマーヤは言い切った。はあ？　泊まらないってどういうことだよ。


  「私のことは気にしないで。文ふみ哉やはゆっくり休んで」


  「ちょ、ちょっと待った」


  　立ち去ろうと歩きかけたマーヤの手を、とっさに摑つかんで引き留とめる。その瞬間、僕たちを見ていた周囲の人たちが一いつ斉せいに息を呑のんだ。


  「とにかく中に入ろう」


  　敵意の視線にさらされながら、僕は嫌いやがるマーヤを引きずるようにして入り口へ向かう。


  　マーヤが何を考えているかわからないが、冷たい雨の中で野宿をさせるわけにはいかない。


  　マーヤは病み上がりだ。しっかりと体を休めて欲しかった。


  　マーヤの手を引いて宿屋に入ると、受付カウンターに座る小太りのおじさんと目が合った。僕たちを見ておじさんは眉み間けんにしわを寄せる。歓迎されている雰囲気ではないけれど、僕は構わずに英語で話しかけた。


  『一晩泊まりたい。いくら？』


  『……あんた、マーヤの連れか？』


  　いきなりマーヤの名前が出て驚いたが、考えてみればここは彼女が育った村だ。マーヤの知り合いがいても不思議じゃない。僕はうなずいてイエスの意志表示をした。


  『なら泊めるわけにはいかないな』


  　明らかに不機嫌な声できっぱりと宿泊拒否された。


  『どうして泊めてくれないんですか？』


  『聞くまでもないだろ。魔女なんて泊められるか』


  　嫌悪感も露あらわな口ぶりに、僕は思わずムッとする。だが、そんな僕の態度にも構うことなく、男は吐き捨てるように言い放った。


  『魔女は不幸を呼ぶんだよ。そんなやつを部屋に入れられるか！』


  　はっきりと敵意を向けられたマーヤは、青ざめた顔でうつむき黙り込む。


  　どうしたんだよ。マーヤはもっと生意気で、強情っ張りで、芯しんの強い女の子のはずだろ。それがどうして泣きそうな顔で我慢してるんだよ。悔しいなら言い返せばいいだろ！


  　憤いきどおる僕に気づいたのか、マーヤはぎゅっと僕の腕を摑み、左右に首を振った。


  「いいの。慣れてるから」


  　僕にだけわかるように日本語でそう言うと、マーヤは伏し目がちに前へ出た。青ざめた顔のマーヤが、嫌悪感も露わな男と対たい峙じする。


  『私はすぐに出て行く。だから彼だけでも泊めて欲しい』


  『お断りだ。魔女の仲間なんて泊められるか』


  「おい！」


  　堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた僕は、怒りにまかせて拳こぶしをカウンターに叩たたきつけた。ひるむ男へ、僕はカウンターを乗り越えそうな勢いで身を乗り出す。


  「マーヤのことを何も知らないくせに、それ以上、彼女のことを悪く言うな！　マーヤを侮ぶ辱じよくするやつは僕が許さないからな！　こんな宿、こっちから願い下げだ！」


  　捨て台詞ぜりふを吐き、僕はマーヤの手を引き、ずんずんと入り口へ向かう。


  　野次馬らしき人々が宿の前に集まっていたが、僕たちが外に出ると蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。すぐそばの家に逃げ込んだ人が、僕たちを見てあわてて戸や窓を閉め切る様子は、もはや怒りを通り越して呆あきれてしまう。


  「なんて奴らだ！　マーヤをなんだと思ってるんだ」


  「文ふみ哉や」


  　僕に手を引っ張られているマーヤが、言いにくそうにもごもごとつぶやく。


  「さっきの、宿屋での捨て台詞だけど……」


  　え？　あ、えーと、あまりにも腹が立ったから勢いに任せて怒鳴っちゃったけど、興奮して変なことを口走ったかな？


  　なぜだか急に気恥ずかしく思えてきた僕へ、マーヤはおずおずと語る。


  「捨て台詞なら英語で言うべき。日本語で言っても相手に通じないと思う」


  「どうでもいいよ！」


  



  　僕は気持ちも新たに今夜の宿を探すことにした。もちろんマーヤも一緒に泊まれる宿をだ。あんな風にマーヤを馬ば鹿かにされて、このまま引き下がれるか！


  「文哉。手が痛い。離して」


  　僕に腕を摑つかまれているマーヤが、手を引っ張られながら不平を述べる。


  　僕はマーヤから手を離すと、小雨の降る中、改めてさほど広くもない村を見渡す。


  「宿屋以外で、この村に泊まれる場所はないのかな？」


  「そう言われても……」


  「贅ぜい沢たくは言わないよ。屋根と寝床があって雨風をしのげればいいんだ」


  　と尋たずねてはみたものの、普通の家庭ですらマーヤを見るなり戸や窓を閉め切ってしまうほどだ。好きこのんで僕たちを泊めてくれるような奇特な人は──。


  『お兄さんたち、泊まる場所を探してるの？』


  　見ると、どこから現れたのか五歳くらいの男の子が僕たちの前に立っていた。ずいぶんと小さいのに英語で話しかけてきた男の子に感心しながら、僕たちは頷うなずく。


  『だったら、いい所を知ってるよ。案内してあげようか』


  　思いがけない申し出に、僕とマーヤは顔を見合わせる。


  『それはありがたいけど……。どうして僕たちを助けてくれるの？』


  『だって、お兄さんたちは困ってるんだろ？　いつも言われてるんだ。困っている人を見かけたら助けてあげなさい、って』


  　男の子は、自信満々に胸を反そらす。


  『ほら、案内するからついて来なよ』


  　突然の提案に僕たちは戸惑いながらも、歩き出した少年のあとを急いで追いかけた。


  　辿たどり着いたそこは、切り立った崖がけに面して建っている、大きな、しかし古ぼけた石造りの建物だった。この村はどの建物も崖のそばにあって危ないなぁ、などと思いつつ、僕はその建物を観察する。


  「……これは、教会？」


  　僕がそう思ったのも無理はない。三角形の尖とがった屋根や、ステンドグラスが似合いそうな大窓など、ヒマラヤの奥地にあってこの建物だけが西欧風の雰囲気を色濃く漂わせていた。


  　そういえば、この国はかつてイギリスの植民地だったと聞いた覚えがある。そういった歴史に鑑かんがみれば、村に西洋風の教会があっても不思議ではないのかもしれない。


  　教会か……。確かにここなら困っている人を助けてくれそうだな。


  　そう思って眺めていると、マーヤは淡々とした物言いで僕の思い違いを正してくれた。


  「正確には元教会。今は孤児院として使われている」


  　孤児院？　そういえば、マーヤは母親に捨てられて孤児院で育ったって……。


  「もしかして、ここが？」


  「……私はここで育った」


  　マーヤの告白にどう応じたらいいかわからず、僕が言葉に詰まっていると、建物の裏手から楽しそうな子供の笑い声が聞こえてきた。どうやら、ここは今でも孤児院として使われているようだ。聞こえてきた子供の声は一人や二人ではなかった。


  『マーヤ？』


  　いきなり背後から声をかけられ、驚いた僕たちは同時に振り返る。


  　そこには、教会のシスターを思わせる黒い長衣を着た女性が立っていた。


  　深く刻まれた目め尻じりのしわ。短く切り揃そろえられた髪は見事に色の抜けた白髪。苦労多き人生を偲しのばせるように顔や腕は痩やせて骨張っているが、血色は決して悪くない。むしろピンと伸びた背筋や気の強そうな目つきのせいで、そこらの若者よりも健康そうに見える。


  　名前を呼ばれたマーヤは、恐縮したように肩をすぼめた。


  『お久しぶりです。院長先生』


  　萎い縮しゆくしているのか、それとも緊張しているのか。マーヤがぎこちなく挨あい拶さつする。


  『マーヤ。なぜあなたがここにいるのですか？』


  　院長先生と呼ばれた女性が鋭い眼まな差ざしでマーヤを睨にらみつける。きつい口調と厳格そうな雰囲気は、いかにも「先生」といった趣おもむきだ。


  　院長先生に詰問されたマーヤが、迫力負けしたように縮こまる。


  　僕たちに代わって口を開いたのは、ここまで道案内してくれた少年だった。


  『この人たち、泊まる所がなくて困ってたから僕が連れてきたんだ。ねえ、僕たちの所に泊めてあげてもいいでしょ』


  　なんとも言えない気まずい空気が流れ、僕は場を取りなすように「院長先生」と呼ばれた女性に声をかけた。


  『こんにちは。僕たちは山を歩いて旅をしています。良ければ一晩泊めてもらえませんか？』


  『泊まる？　……なるほど。それでここへ来たのですね』


  　院長先生は得とく心しんがいったとばかりにうなずくと、マーヤを見つめた。


  『マーヤ。あなたが村を出て行くとき、私と約束したことを覚えていますか？』


  『はい……』


  『孤児院には二度と近づかないと約束したはずです』


  　マーヤは萎い縮しゆくしたままコクリとうなずく。再び気まずい空気が流れ……。院長先生は一つため息をつくと、僕たちの存在を無視するように孤児院の敷地へと入っていった。


  　やはり泊めてもらえないのか……。


  　諦あきらめ気味に院長先生を見送っていると、孤児院の前で彼女はぴたりと足を止め、


  『……ついて来なさい』


  　僕たちに背を向けたままそう言って、院長先生は静かに歩みを再開した。


  



  「これ、何？」


  　孤児院と同じ敷地にある木造のオンボロ小屋に案内された僕は、今にも倒壊しそうな廃屋を前にして愚痴っぽくつぶやいてしまった。


  「これは牛舎よ」


  「牛舎って……家畜小屋ってこと？」


  　マーヤの説明を聞いて僕は絶句する。院長先生の厚意によってあてがわれた宿は、牛の寝床だった。そう言われてみると、なんとなく小屋全体が牛臭い気がする。


  　木造の小屋は扉が開けっ放しになっており、黒く変色した壁には所々穴が開いている。床はむき出しの土を固めただけで、とてもじゃないが人が住めるような環境ではない。


  　ちなみにここまで案内してくれた院長先生は「孤児院には絶対に近づかないように」と釘くぎを刺すと、教会風の建物にさっさと帰ってしまった。今、僕の愚ぐ痴ちを聞いているのはマーヤ一人だけだ。


  「わざわざこんな場所に案内しなくても、孤児院に泊めてくれればいいのに……」


  「院長先生には子供たちを守る義務がある。私を孤児院には入れられない」


  　つぶやきながら、マーヤは教会風の建物を振り返る。とうに日没の時刻は過ぎており、雨のせいもあって外はかなり暗い。そんな中、教会の窓からは温かな光と賑にぎやかに騒ぐ子供たちの声が漏もれていた。


  「それってマーヤが不幸を呼ぶ魔女だと思われているってことだろ？　マーヤがそんな風に思われているのは悔しいよ」


  「それが現実」


  「でも……」


  「文句が多い。雨の中で野宿するよりマシ」


  　言っている間にも小雨は降り続き、僕は仕方なく牛舎の奥へと足を踏み入れる。


  　長いこと使われていないのか、牛舎の中はがらんどうで僕は少しホッとした。さすがに牛と一緒に寝るのは勘弁して欲しいからね。


  　それに、たとえ元が家畜小屋でも、十分な広さがあって雨風をしのげるだけで居心地のよさは格段に違う。レインコートを脱ぎ、濡ぬれた服を乾かしてひと心地つくと、僕はこのオンボロ小屋に快適さすら感じ始めていた。


  　マーヤがガスコンロで湯を沸わかしている間に、僕は地図を広げて現在位置を確認する。牛舎には電気が通っていないので懐中電灯で地図を照らすと、なんだかんだで目的地まであとわずかの所まで来ていることが確認出来た。


  「入山禁止の前に、どうにか間に合いそうだね」


  「そうね。今後は余計な寄り道がないといいけど」


  　それは川に落ちて流されたことを皮肉っているのか。それとも山で迷子になったことを皮肉っているのか。心当たりがありすぎて僕は反論できない。


  「この村では大人しくしていることね」


  「そうだね。下へ手たに騒ぎを起こして足止めなんてされたら目も当てられない」


  　村人たちのマーヤを見る目には言いたいことが山ほどあるけど、僕はそれらをぐっと飲み込むことにした。今は無事に旅を続けることが最優先だ。


  「……誰だれか来る」


  　マーヤがつぶやき、僕は入り口に目を向ける。本当だ、雨音に紛まぎれて水たまりを踏む足音が聞こえてくる。誰かがこちらへ近づいている。


  　マーヤを快こころよく思わない村人が嫌いやがらせをしに来たのだろうか。嫌な想像をしてしまい、僕は警戒しながら懐中電灯で入り口を照らす。


  　光に照らされて雨の中から現れたのは、さっき僕たちを案内してくれた五歳ぐらいの男の子と女の子の二人組だった。


  『うわ！　本当にいた！』


  　僕たちを見つけて興奮しているのか、男の子が叫んだ。


  　二人とも雨に濡れないよう白いレインコートを着用している。男の子は手ぶらだが、彼の背中に隠れて恥ずかしそうにしている女の子は筒状の物体を抱だきかかえていた。


  『君たちは……』


  『俺おれはクマリ！　こっちはアンナ！　よろしく！』


  　男の子が元気よく挨あい拶さつをして、女の子がおずおずと会え釈しやくする。


  『ねえ！　お兄さんって外国の人？』


  　幼いクマリが好奇心に目を輝かせながら僕に尋たずねてきた。子供らしい無遠慮さに、僕は思わずたじろいでしまう。


  『お兄さんはどこから来たの？　どうやってここまで来たの？』


  『ええと、日本から、飛行機に乗って……』


  『飛行機！　すっげー！』


  　瞳ひとみをキラキラ輝かせて感動するクマリ。彼の背後に隠れている幼いアンナも、興きよう味み津しん々しんの目で僕を見つめている。


  　どうやら、この子たちは好奇心が人一倍旺おう盛せいらしい。異邦人の来客なんて珍しいから、わざわざ孤児院を抜け出して話を聞きに来たようだ。きっと院長先生にも内緒で来たんだろうな。僕たちに会いに行くと知ったら、厳格な院長先生は絶対に止めただろうから。


  『き、君たちはマーヤがいても平気なの？』


  『？』


  　僕の質問に、子供たちは意味がわからないとばかりに目をしばたたく。


  　困惑する僕へ、マーヤは子供たちにわからないよう日本語で囁ささやいた。


  「この子たちは私が村を去った後に孤児院に入ったんだと思う。だから私が何者か知らない」


  　なるほど、マーヤのことを知らないのか。それなら納得だ。


  『それより、もっといろいろ教えて！　日本ってどこにあるの？　どれくらい遠いの？』


  　好奇心剝むきだしで迫ってくるクマリの圧力に、僕は戸惑いながらマーヤを見る。人と接するのが苦手なマーヤは、無表情のまま「助けを求められても困る」と目で僕に訴えていた。


  　そんなマーヤのもとへ、クマリに比べて物静かな女の子──アンナが、筒状のものを胸に抱いたまま駆け寄った。


  『これ、あげる』


  　アンナがおどおどしながらマーヤに差し出したのは、水筒だった。


  『お茶。飲んだら、あったかくなるから』


  　ぼそぼそとアンナが小声で説明する。どうやら水筒の中身は温かいお茶のようだ。僕たちが寒い思いをしていると思い、わざわざ持ってきてくれたのか。


  『これ、あげるから、私たちが来たことは、いんちょーせんせーにはナイショにして』


  　アンナのお茶は差し入れ兼賄わい賂ろだった。ちゃっかりしている。


  　マーヤはうなずくと、アンナから水筒を受け取った。ありがとうぐらい言えばいいのにと思うけど、マーヤが無愛想なのは今に始まったことじゃない。それ以前に、マーヤは厚意を受けることに慣れていないから、どう反応すればいいかわからないのかもしれない。


  「頭でも撫なでてあげたら？」


  　僕が日本語でアドバイスすると、マーヤはあからさまに動揺した。


  「わ、私……子供の頭なんて撫でたことない……」


  　焦るマーヤを見て「どんだけ人付き合いが苦手なんだよ」と僕は内心苦笑しつつ、彼女に無言のプレッシャーをかける。いいから撫でてみなよ。ほらほら。


  　僕に見つめられたマーヤは、重圧に負け、緊張の面おも持もちでアンナへと手を伸ばした。


  　ゆっくりと、マーヤの手がアンナの頭に乗せられる。壊れ物を扱うようにふんわりと頭を優しく撫でられたアンナは、恥ずかしそうに、だけどすごく嬉うれしそうにはにかんだ。


  　アンナの笑顔につられるように、マーヤもぎこちなく微笑ほほえんだ。


  『マーヤ!!』


  　突然の怒鳴り声に、マーヤの体がびくっと震ふるえ、伸ばした手を即座に引っ込める。入り口を見ると、子供たちを追いかけて来たのか、雨に濡ぬれた院長先生が険しい顔つきで僕たちを睨にらみつけていた。


  　院長先生に睨まれたマーヤが、青ざめた顔で数歩後ずさる。


  『アンナ！　クマリ！　こっちへ来なさい！』


  『でも……』


  『来なさい！』


  　怒鳴られたアンナとクマリはびくんと体を震わせ、僕とマーヤの顔色をうかがいながら院長先生の元へと歩み寄る。院長先生は二人の子供を見下ろしながら、


  『この人たちに近づいてはいけないと言ったはずです』


  『でも……』


  『私の言うことが聞けないのですか？』


  『……ごめんなさい』


  　[image: ]しかられたクマリがしょんぼりとうなだれる。一方的に責められるクマリとアンナがかわいそうで、気がつくと僕は院長先生に突っかかっていた。


  『待ってください。二人は何も悪いことはしていません』


  　子供たちは好奇心旺おう盛せいなだけだ。それは悪いことじゃない。そう擁護しようとすると、院長先生はまず僕を睨みつけ、それからマーヤを睨みつけた。


  『私はこの子たちの親代わりです。私にはこの子たちを守る義務があります』


  『それはどういう意味ですか』


  　僕が尋たずねると、院長先生は毅き然ぜんとした態度で、さも当然のように言い切った。


  『マーヤのそばにいると、子供たちが不幸に見舞われます』


  　あんたはマーヤの育ての親だろ！　それなのに、どうして本人の前でそんなことが言えるんだ！


  　カッとなった僕の腕を、マーヤが押さえつける。マーヤに腕を強く引っ張られながら、それでも僕は言わずにはいられない。


  『どうしてですか。マーヤは何も悪いことなんてしていないのに、どうしてみんなで寄ってたかって──』


  『あなたは、この国の人ではありませんね』


  　院長先生は、厳しく、同時に慈いつくしみにもあふれた眼まな差ざしを僕へと向けた。マーヤを見るときの冷たい目とは明らかに違う。


  『確かにマーヤに罪はないのかもしれない。でも、そんなことは関係ありません。魔女は、ただそこにいるだけで不幸を招くのです』


  　院長先生の表情からは、マーヤを貶おとしめようという邪心は感じられない。それどころか院長先生は僕の身を案じ、僕のためを思い、親切心から忠告しているように感じられた。


  『マーヤの母親は魔女です。それも、たくさんの人間を殺した邪悪な魔女です。マーヤはそんな魔女の血を受け継いでいるのです』


  　マーヤは邪悪な魔女の血を引いている。だからマーヤに関かかわると不幸になる。


  　院長先生は、僕の身を案じて警告する。


  『あなたもマーヤと関わるのはおやめなさい。マーヤのせいで不幸になる前に、彼女とは縁を切りなさい』


  　院長先生の目に悪意は感じられない。彼女はただ純粋に、無知な旅人を心配しているだけだ。彼女は赤の他人である僕を救おうとしているだけだ。


  　──マーヤは、この人に育てられたのか。


  　初めてマーヤと会ったとき、彼女は家に閉じこもっていた。なぜそんな不自由な生活を送るのか、僕には理解できなかった。


  　だけど、今なら彼女が「他人と関わらずに生きていこう」と決心したことにも納得できる。


  　この人に育てられたなら……この村で育ったのなら……「魔女は不幸を呼ぶ」というこの国の常識を幼い頃ころから教え込まれてきたのなら、孤独に生きるようになって当然だ。


  　魔女と関わった人間は不幸になる。マーヤは自分のせいで誰だれかを不幸にしたくなかった。マーヤは優しいから、優しすぎるから、誰とも関わらずに生きようとしたんだ。


  　……僕は、僕の腕を摑つかんでいるマーヤの手を握りしめる。


  『マーヤはマーヤだ。人間だろうと魔女だろうと関係ない』


  　僕の怒りが、悔しさが、マーヤに伝わったのだろうか。彼女は驚いたように僕を見て、それからほんの少しだけ嬉うれしそうに幸せそうに微笑ほほえんだ。


  　マーヤの笑顔が、僕には痛々しく思えて見ていられなかった。


  『マーヤの母親が何をしたか知らないから、そんなことが言えるのです』


  　マーヤをかばう僕へ、院長先生は憐あわれみを含んだ声で訴える。クマリとアンナの耳を塞ふさぐように、子供たちの頭をそっと抱き寄せ、院長先生は語った。


  『マーヤの母親は、この辺りでは知らない者はいないほど有名な、邪悪な魔女です』


  　聞いてもいないのに院長先生は喋しやべり出す。マーヤの母親がどれほど邪悪な存在か。どんな悪行をして人々に恐れられ、忌いみ嫌われるようになったのか。


  『彼女の母親は、その手で村を一つ滅ぼしたのです』


  　マーヤの見ている前で、淡々と、冷静に、院長先生は真実のみを語る。


  『マーヤの母親は、土ど砂しや崩くずれを起こして、たくさんの人間を生き埋めにしたのです』


  



  　院長先生が子供たちを連れ去ると、途端に小屋は静かになった。


  　強くなる一方の雨音を聞きながら、僕は夜の闇やみに浮かぶ孤児院の明かりをぼんやりと眺める。きっと今いま頃ごろは、院長先生がクマリたちに魔女の恐ろしさを説いているに違いない。


  　……あの子たちがマーヤに笑顔を見せることは、二度とないかもしれない。


  　そう思うと悔しくて、切なくて、僕は無む性しようにいたたまれない気持ちになった。


  「……文ふみ哉や。今日はもう寝よう」


  　マーヤが寝袋にくるまりながら声をかける。僕は悔しさをため息に変えて吐き出すと、マットの上に敷いた自分の寝袋に潜り込んだ。早く眠って嫌いやなことは全部忘れるつもりだった。


  　それなのに、目を閉じると、院長先生の言葉が頭の中で何度も繰り返される。


  　マーヤの母親はたくさんの人間を生き埋めにして、村を丸ごと一つ滅ぼした。なぜ彼女は、そんな惨ひどいことをしたのか。マーヤの母親は本当に、邪悪な魔女だったのか──。


  「……文哉」


  　マーヤの声が間近から聞こえた。目を開けると、寝袋に入った彼女が僕のすぐ隣に横たわっていた。


  「眠れないのなら、今からでも一人で村に戻ったら？　文哉一人なら、宿屋に泊めてもらえるかも──」


  「それ以上言ったら怒るよ。マーヤを悪く言う人たちの村になんか、泊まりたいわけがないだろ」


  　はっきり答えると、僕は隣に横たわるマーヤの顔を見つめた。


  「……それに、今夜はマーヤと一緒にいたい気分なんだ」


  　僕の言葉を聞いて、寝袋にくるまっていたマーヤがもぞもぞと動く。マーヤの頭が、寝袋の中へと埋まっていく。


  「でも」


  　顔を隠しながら、マーヤが弱々しく囁ささやく。普段の彼女からは想像もつかない、儚はかなくて消え入りそうな小さな声で、マーヤが囁く。


  「私と一緒にいたら、文哉は不幸になるかも」


  「ならないよ」


  　ずっと「不幸を呼ぶ魔女」と蔑さげすまれ、迫害を受けてきたマーヤ。だからこそ、僕ははっきりと言わなければいけなかった。


  「僕は、マーヤと出会って不幸だと思ったことは一度もないよ」


  「……どうして」


  　寝袋で顔を隠しながら、マーヤは囁ささやく。


  「どうして文ふみ哉やは、そんなに優しいの？」


  　その言葉を聞いた瞬間、僕の脳裏に、かつてともに暮らした小さな魔女の泣き顔が思い浮かんだ。


  　あれは、僕の小さな魔女が楽園に帰る直前の出来事。僕に騙だまされていたと知った彼女が、泣き叫んだときの顔。あのとき僕は、彼女のためを思って行動した。あのときついた噓うそが、僕の精一杯の優しさだった。


  　なのに、そのせいで彼女を泣かせてしまった。


  　いまだに僕は、どうすればよかったのか、何が正解だったのかわからないままだ。


  「優しくても、いいことなんて何もないよ」


  　僕はつぶやき、そのまま黙り込む。


  　どのくらいそうしていただろう。やがて僕の隣で、もぞもぞとマーヤの動く気配がした。


  「文哉……」


  　僕の耳元でマーヤが囁く。


  　僕が横を向くと、鼻がぶつかりそうなほど間近にマーヤの顔があった。


  「……バカで優しい文哉にお願いがあるの」


  「いいよ。僕に出来ることなら」


  　きっとこれが、マーヤが言うところの「バカ」で「優しい」ということなのだろう。僕は頼まれる前から、イエスと返事していた。


  　マーヤの過去を知った僕は、本心から彼女のために何かしてあげたいと思っていた。


  　しょうがないよね。だってこれが、僕の性しよう分ぶんなんだから。


  　バカで優しい僕は、本気でマーヤを助けてあげたいと思ってしまったんだから。


  　……そしてマーヤは、ささやかな願いを口にする。


  「文哉に、頭を撫なでて欲しい」


  「え？　えっと……。そんなことでいいの？」


  　戸惑う僕に、マーヤは小さくうなずく。


  「私、ママ以外の人に頭を撫でられたことがないから」


  　それは仕方のないことだ。マーヤの頭に触れた者は、彼女の過去を覗のぞき見てしまう。過去を隠して生きるマーヤが、他人に頭を触らせないのは当然の判断だった。


  「でも、だけど、本当は、ずっと誰だれかに撫なでて欲しかった。ママのように……『マーヤはいい子だね』って……言って欲しかった……」


  　瞳ひとみを潤うるませるマーヤが儚はかなげで、愛いとしくて……気づくと僕は、そっと彼女の髪を撫でていた。


  　優しく、慈いつくしむように、僕はマーヤの頭を撫でてあげた。


  「……マーヤはいい子だね」


  　マーヤ目を細め、嬉うれしそうに──だけどどこか寂しそうに──微笑ほほえんだ。


  「バカで優しい文ふみ哉や」


  　涙目で僕を見ながら、切ない声でマーヤが囁ささやく。


  「……私のこと、嫌いにならないで」


  



  　そして僕は、マーヤの過去を視みた。


  



  
    ※　　　　　※　　　　　※

  


  



  「人間に正体をばらすなんて……なんてことを……」


  　金髪の女性が、驚きと恐怖が交ざり合った顔で、事実を拒絶するように首を振る。


  　僕は幼い子供の目線の高さから、金髪の美人を見上げている。


  　……これはマーヤの記憶だ。目の前にいる美人は、おそらくマーヤの母親だろう。僕はマーヤが過去に体験した出来事を、時を超えて追体験していた。


  　そこは粗末な木造の家。部屋は狭く、室内には必要最低限の調度品が置いてあるだけ。質素な内装を見ただけで、貧しい生活を送っていることがわかる。


  　おそらくマーヤの母親は、娘とともに人目を避けながら隠れて暮らしているのだ。


  　それなのに、苦労して正体を隠してきた生活が、娘の軽率な行動のせいで脆もろくも崩れ去ろうとしていた。


  「あれほど魔女のことは秘密にしなさいと言ったのに、どうして！」


  　髪を振り乱しながら、母親は綺き麗れいな顔を怒りに染める。母親の剣幕にひるんだのか、答えるマーヤの声はか細く弱々しかった。


  「き、きっと大丈夫だよ。ラナは誰にも言わないって約束したから」


  「『きっと』じゃダメなのよ！」


  　怒鳴られたマーヤがびくんと体を震ふるわせる。娘を怖がらせたと気づいた母親は、髪を振り乱したまま両手で顔を覆った。


  「なんてことを……。このままじゃ人間は私たちを……」


  　ぶつぶつと独り言をつぶやく母親。心配したマーヤがそっと母の手を握ろうとするが、彼女は無意識に幼い手を振り払った。


  「落ち着いて。私がなんとかするのよ。どんなことをしても、マーヤを守らないと……」


  　両手で口元を覆おおいながら、母親は狭い室内を所在なく歩き回る。マーヤが心配そうに「ママ」とつぶやくが、その声も彼女には届かなかった。


  　決意を固めた母親が、悲ひ愴そう感を漂わせながら顔を上げる。


  　そのまま彼女はマーヤに歩み寄り、幼い子供の両肩を摑つかんだ。母親の手に力がこもりすぎたのか、肩を摑まれたマーヤの口から「痛っ」と悲鳴が漏もれた。


  「いい？　これからマーヤは一人で生きていくのよ」


  「……え？」


  「今すぐ、山の向こう側にある村へ行きなさい。あなたはそこで暮らすのよ」


  「どうして？　私はここに居ちゃいけないの？　ママは一緒に来てくれないの？」


  「私はもう、マーヤと一緒には居られない」


  　子供に言い聞かせるように、それでいて有無を言わさぬ断固とした口ぶりで、母親は命令する。


  「もうマーヤとは暮らせない。これからは、一人で生きていくのよ」


  「やだ……。やだよ。ママと離れたくない。ずっと一緒がいい。……謝るから。二度と約束を破らないから。いい子になるから！　お願い、許して、私を一人にしないで！　ずっとそばにいてよ！」


  　涙声ですがりつくマーヤを、母親は力任せに突き飛ばす。


  　よろけるマーヤに背を向けると、母は玄関を──出口を指差した。


  「早く出て行きなさい」


  「……嫌いやだよ」


  　命令されたマーヤは、それでも諦あきらめきれず、泣きながら母の服にすがりつく。


  　パシン！


  　母の手がマーヤの頰ほおを叩たたいた。


  「出て行けと言ったのよ！　二度とここには来ないで！」


  　頰を叩かれ、怒鳴りつけられ、二度と来るなと命令されたマーヤは、啞あ然ぜんとしたままふらふらと後ずさる。


  「ママ……私を嫌いにならないで……」


  　マーヤの視界がぼやけていく。涙でろくに前が見えないまま、マーヤは首を振り、ひっくひっくとしゃくりあげる。


  「出て行け!!」


  　母親が髪を振り乱しながら片手を挙げる。平手で殴なぐられそうになったマーヤは、泣きながら出口へと駆け出した。焦ってうまく動かない手でどうにか扉を開き、外へと飛び出す。


  「わああああああ!!」


  　悲鳴を上げながら、夜の闇やみを駆けるマーヤ。灌かん木ぼくだらけの荒れ地をでたらめに走り、木の枝に引っかかれて肌に無数の傷をつける。


  　見上げると、真っ暗な空からポツポツと水滴が降っていた。


  　頰ほおに当たる水滴は雨なのか涙なのか。もう、わけがわからなかった。


  



  　──気がつくと、マーヤは見知らぬ建物の中にいた。


  　背中に当たる柔らかな感触から、「自分はベッドに寝かされているらしい」と気づく。


  　雨の中をでたらめに走り続けたマーヤは、山を越える途中で力尽きて意識を失ったようだ。そうして行き倒れていたマーヤを、親切な誰だれかが助けてくれたのだろう。マーヤが見上げている天井は、村では見かけたことのない、立派な造りの建物だった。


  「ここ……どこ……？」


  　マーヤはぼんやりとしながら、周囲に視線を巡めぐらせる。


  　やがて、闇やみの中から大人の女性二人の会話が聞こえてきた。囁ささやくような二人の会話にマーヤは耳をそばだてる。


  「どうしてあんな子を助けたのよ」


  「雨の中で倒れていたのよ。放ほうっておけるわけないじゃない」


  「だけど、あなたも見たでしょう？　あの子に触ったら、私の頭にあの子の記憶が流れ込んできたわ。記憶の中で、あの子は魔女をママと呼んでいた。あの子は魔女の子供よ！　間違いないわ！」


  [image: ]


  「じゃあどうしろって言うの？　意識のないあの子を雨の中に放り出せって言うの？」


  「そうするべきよ！　魔女が不幸を呼ぶことは知ってるでしょ？　あの子のせいで私たちにまで災いが降りかかったらどうするのよ。いいえ。私たちだけじゃない。ここにはたくさんの子供がいるのよ。もしもあの子がこの孤児院に居着いたりしたら……」


  　どうやらマーヤを助けてくれたのは、孤児院の関係者らしい。


  　そして彼女たちは早くもマーヤを助けたことを後悔していた。それは、この国での魔女に対するごく普通の反応だった。


  「ママ……」


  　マーヤの視界が涙でにじむ。


  「ここは嫌いやだよ……ママのところに帰りたいよ……」


  　マーヤは懸命にベッドから這はい出ようとする。雨に濡ぬれたせいか熱っぽくて体が重く、思うように動けない。それでもどうにかベッドを降りて、ふらつきながらも立ち上がり──。


  　どたどたと、部屋の外から騒がしい足音が聞こえてきた。


  　マーヤがよろけながら出口に近づくと、先ほど会話していた女性二人に、若い男の声が加わって何やら深刻そうに話し合っていた。


  「山の向こうにある村が、土ど砂しや崩くずれで壊滅したらしい」


  　男の言葉にマーヤは息を呑のむ。声を押し殺し、続きを聞こうと耳を澄ます。


  「それ、本当なの？」


  「村の生き残りが山を越えて助けを求めて来たんだ。彼の口から直接聞いたから間違いない」


  「でも、村一つが飲み込まれるほどの土砂崩れなんて信じられないわ」


  「それが……助けを求めて来たやつの話だと、どうやら魔女の仕し業わざらしい」


  「魔女の仕業？」


  「ああ。魔女が魔法で土砂崩れを起こして村人たちを生き埋めにしたんだそうだ。村になんの恨みがあったか知らないが、ひどい話だよ」


  　──私のせいだ。


  　両足から力が抜けたマーヤは、その場にぺたりと座り込む。


  　私のせいだ。私が秘密を喋しやべったから、ママは自分の正体を隠すために、村の人たちを生き埋めにしたんだ。私がラナに喋ったから……。ラナが村人の誰だれに喋ったかわからないから……。だから村ごと消し去ろうと……。


  「私の……私のせいだ！」


  　マーヤは泣き叫び、両手で床を叩たたく。叫び声を聞いた大人たちがマーヤを囲み、泣きやませようと声をかけるが、彼女の耳には何一つ届かなかった。


  　何度も何度も床を叩き、涙をこぼして喚わめき散らす。大人たちに押さえつけられても、ベッドに体を押しつけられても、次から次へと[image: ]あふれる涙は止まらなかった。


  　マーヤは、人間が──ラナが大好きだった。


  　マーヤは、魔女が──母親が大好きだった。


  



  　この日、マーヤは自分のせいで、大好きな二人を同時に失った。


  



  
    ※　　　　　※　　　　　※

  


  



  　我に返ると、僕は寝袋の中でぽろぽろと涙をこぼしていた。


  　隣を見れば、僕に頭を撫なでられながらマーヤも涙を[image: ]れさせていた。


  「文ふみ哉やぁ……」


  　震ふるえる指で、マーヤが僕の手を握る。僕の手のひらに自分の頰ほおを押しつける。僕の手に、涙で濡ぬれた頰の柔らかな感触が伝わってくる。


  「私は、魔女を憎む人間が嫌い……人間を殺す魔女が嫌い……。だけど、本当は……一番嫌いなのは……」


  　ああ、ダメだ。それを言っちゃいけない。そう思いながら、僕には彼女を止める言葉が見つからない。見つからないまま、僕はマーヤの本心を聞かされる。


  　人間よりも、魔女よりも、マーヤが憎み嫌っているもの。それは──


  「私は……自分が一番嫌い。私は自分が大嫌い。私があんなことをしなければ……私さえいなければ……誰だれも不幸にはならなかった……。私が悪いの……全部私が悪いの……」


  「違う。それは違うよ」


  「違わない……。私は悪い子なの……。私は魔女の娘……私は災さい厄やくを呼ぶのよ……。私に関かかわったら、みんな不幸になるの……。私は、生きてちゃいけないの……」


  「違う！　違うよ！　そんなことない！」


  　僕が本気で怒鳴ると、マーヤは僕の手に頰を寄せ、うっすらと笑った。


  「……やっぱり文哉は、バカで、優しい」


  　そうしてマーヤは僕から離れる。僕の手から、柔らかな頰の感触が消えていく。


  　目に涙をためながら、寂しそうに微笑ほほえむマーヤ。ここに至っても僕はまだ彼女にかける言葉が見つからない。何か言わなきゃいけないのに。マーヤをこのままにしちゃいけないのに。


  「ありがとう、文哉。私の頭を撫でてくれて」


  　マーヤが目を逸そらしながら、手て櫛ぐしで梳すくように自分の髪を撫でる。


  「ずっと、誰かに撫でてほしかったから……。一生、誰にも撫でてもらえないと思ってたから……。すごく、嬉うれしかった」


  　マーヤの頭に触れた者は、彼女の記憶を垣かい間ま見みる。


  　誰だれかと触れ合いたい。だけど、心の奥底に閉じ込めた秘密を誰にも知られたくない。


  　彼女にとって頭を撫なでられることは、喜びであり、恐怖だった。


  「だから、もういいの。文ふみ哉やが頭を撫でてくれたから。それで満足したから。これでもう、思い残すことはないから」


  「そんな、『いつ死んでもいい』みたいに言うなよ」


  　力なく笑うマーヤへ、今度は僕の方から手を伸ばす。僕の手がマーヤの頰ほおに触れる。


  「そんなことで満足するなよ。やりたいことなら、いくらでもあるだろ？」


  「ないよ。私には、望みなんて何もない」


  　ただ優しいだけのバカな男に、たった一度頭を撫でられた。その思い出を胸に、これからも人間を避け、魔女を嫌い、罪悪感に囚とらわれながら生きていく……。


  　それだけで十分だと彼女は言う。


  　──本当に、それだけでいいの？　


  「マーヤ」


  　彼女の目を真っ直すぐに見つめながら、僕は、僕の思いつきを提案する。


  　これで何が変わるかはわからない。ひょっとしたら、マーヤを今以上に苦しめるだけかもしれない。


  　それでも僕は、マーヤをこのままにはしておけない。僕なんかとの思い出よりも、マーヤには大切なものがあるはずだ。僕はそれを思い出させてあげたい。


  「僕は、マーヤの生まれた村を見に行きたい」


  　それはつまり、魔女が土ど砂しや崩くずれで押し潰つぶした村に行きたいということ。


  　そこには、マーヤが母親と暮らしていた思い出があるはずだから。マーヤが友達と遊んだ思い出があるはずだから。


  　辛つらい記憶ばかりじゃなく、幸福な思い出がたくさんあるはずだから。


  「僕と一緒に村へ行こう」


  　僕はマーヤに、家族や友達との幸せな記憶を思い出して欲しかった。人間と関かかわることは不幸なんかじゃない、それは幸せなことなんだと思い出して欲しかった。


  　なのに、マーヤは静かに首を振る。


  「私たちに寄り道する時間はない。文哉には、文哉のやるべきことがある」


  「時間が足りないなら徹夜で歩くよ。だから……」


  「文哉」


  　マーヤは達観した──諦あきらめきった顔で僕を見つめる。


  「もう、昔のことは思い出したくない。辛くなるばかりだから」


  　その場所にはマーヤが、家族や友達と、楽しく過ごした思い出がある。なのにマーヤは、それを思い出したくないと言う。


  「私は何も望まない。私は、今のままでいいから」


  　そう言ってマーヤは力なく微笑ほほえむ。どうして彼女は何も望まないんだ。マーヤが望むなら僕はいくらでも力を貸すのに。マーヤが助けを求めてくれたなら、僕は……。


  　──そのとき。


  　大地を揺るがす鳴動が僕たちを襲った。突然の激しい揺れに僕は驚き、飛び起きて外を見る。雨音に紛れてドドドという川の濁流にも似た地響きが聞こえてくる。


  「この音は──」


  　僕が言うよりも早く、マーヤは寝袋を抜け出して雨の中へ飛び出した。あわてて僕も後を追い、冷たい夜の雨に身をさらす。


  　夜の闇やみに目を凝こらすが、雨のカーテンも相あいまって何が起きているのかよくわからない。


  　耳を澄ますと、雨音に混ざって子供たちの泣きわめく声と、院長先生の「早く、早く」と何かを急せかす声が聞き取れた。


  「あっちだ！」


  　マーヤに声をかけ、僕は闇に浮かぶ孤児院の明かりを目指して走り出す。


  　直後。再度の地響きが起こり、僕は大地を揺るがす轟ごう音おんと、子供たちの悲鳴を聞いた。


  「土ど砂しや崩くずれ……」


  　マーヤがつぶやき、僕が目指していた孤児院の明かりは闇に消えた。


  



  　それは、「土砂崩れ」というより「崖がけ崩くずれ」に近かった。


  　森林限界を超えているため、山肌に木は生えていない。したがって土砂とともに斜面からなだれ落ちて来たのは、木ではなく……崖からはがれ落ちた大量の岩石だった。


  　僕がマーヤとともに孤児院へと駆けつけたとき、土砂崩れの爪つめ痕あとを示すかのように、村のあちこちに巨大な岩が転がっているのが見えた。


  　一階部分が大量の土砂に埋もれている家。人間大ほどもある落石が屋根に突き刺さっている家。堅けん牢ろうな石造りでありながら、土砂の圧力に押し潰つぶされ、原形をとどめないほど壊れている建物もあった。


  　僕が村の惨状を眺めて呆ぼう然ぜんとしていると、思いがけないほど近くから院長先生の叫び声が聞こえてきた。


  『子供たちは全員無事ですね？　怪け我がをした人はいませんか！』


  　孤児院の前では、たくさんの子供たちが泣きながら地べたに座り込んでいた。


  　孤児院の職員だろうか。子供たちを囲むように三人の大人が立っている。そのうちの一人が……こんなときでも背筋を伸ばして毅き然ぜんとした態度を崩さない院長先生が、子供たちの無事を確かめるように点呼を取っていた。


  　良かった。孤児院の人たちは全員無事だったようだ。不幸中の幸いに、僕はホッと胸を撫なで下ろす。


  「行こう、マーヤ。僕たちに出来ることがあれば手伝わないと」


  　僕はマーヤの手を取って走り出そうとする。だが、まるで足から根が生はえたように、マーヤはその場所から動こうとしない。見れば、マーヤは青ざめた顔で立ち尽くしていた。


  　そういえば、土砂崩れにあった山小屋を見たときもマーヤの様子がおかしかった。そうだ、マーヤにとって土砂崩れは強いトラウマなんだ。


  「マーヤ！　しっかりして！」


  　僕がマーヤの肩を揺すると、その声に気づいたのか、院長先生はこちらを見て表情を険しくした。


  　院長先生は毅然とした態度のまま僕たちに歩み寄る。呆ぼう然ぜんとしたまま、マーヤは虚うつろな目で院長先生を見る。院長先生は僕たちのそばに来ると、雨に濡ぬれた手を振り上げた。


  　パシン。院長先生はマーヤの頰ほおを思い切り叩たたいた。


  『あなたが……あなたが来たから、こんなことに！』


  　魔女は不幸を呼ぶ生き物。そんな間違った常識に囚とらわれた院長先生が、鋭い声でマーヤを責め立てる。


  　頰を叩かれたマーヤは、自分を責める院長先生を見上げ、泣きそうな顔で唇くちびるを震ふるわせた。


  『ごめんなさい……』


  　謝る必要なんてないのに、マーヤは泣いて詫わびる。それを聞いた院長先生の顔にさらなる怒りが浮かび、彼女は再び頰を叩こうと片手を振り上げた。


  『やめてください！』


  　とっさに僕は院長先生の腕を摑つかむ。手を摑まれた院長先生が僕を睨にらみつけ、僕も負けじと睨み返す。すぐそばからマーヤの弱々しい「文ふみ哉や……」という涙声が聞こえ、僕は絶対にこの手を離すまいと覚悟を固める。


  　僕と院長先生の睨み合いは、しかし長くは続かなかった。


  『院長先生！』


  　声を上げたのは、牛舎へ遊びに来た男の子──クマリだった。子供たちの輪から飛び出したクマリは、院長先生に駆け寄り、スカートにしがみつく。


  『アンナがいないんだ！』


  　悲鳴にも似たクマリの叫びを聞き、僕の脳裏に、マーヤに温かいお茶を届けてくれた女の子の姿が甦よみがえる。


  『どういうことですか、クマリ。あなたはアンナと一緒ではなかったの？』


  　院長先生が僕の手を振り払い、クマリに詰め寄る。クマリは萎い縮しゆくしながら、


  『アンナは、土ど砂しや崩くずれが起こる前に、こっそり孤児院を抜け出していたんだ』


  『抜け出した？　こんな雨の中を、アンナはどこに行ったのですか』


  『アンナは、牛舎は寒いからお姉さんに毛布を届けてくるって……』


  　クマリの話を聞き、マーヤが息を呑のむ。アンナは僕たちに毛布を届けようと孤児院を抜け出して、そのまま行方ゆくえ不明になっていた。


  「まさか、アンナは土砂崩れに巻き込まれて……」


  　僕の日本語が通じたわけではないだろうが、院長先生はマーヤを睨にらみつけると、クマリを連れて子供たちのもとへと戻っていった。


  　院長先生がてきぱきと大人たちに指示を出す。どうやら手分けしてアンナを捜すつもりのようだ。


  「僕たちも手伝おう」


  　そう言ってマーヤを振り返ると、彼女は虚うつろな目で自分の手のひらを見つめていた。


  「マーヤ？　どうしたの」


  　僕の声も聞こえていない様子で、マーヤはぼんやりと両手を見つめている。僕がマーヤの肩を摑つかむと、彼女は血の気を失った顔で小さな唇くちびるを震ふるわせた。


  「……私のせい？　私があの子の頭を撫なでたから？」


  　マーヤは、自分がアンナを不幸にしたのではと疑っていた。マーヤと関かかわったからアンナが不幸になったのではと、自分で自分を責めていた。


  「しっかりしろ！　マーヤは何も悪くない！」


  「だけど……」


  「マーヤ！」


  　びしょ濡ぬれのマーヤの肩を摑み、僕は怒鳴りつける。


  「誰だれも不幸になんてさせない！　僕たちであの子を見つけるんだ！　絶対に助けるんだ！」


  　怒鳴りつけると、ようやく我に返ったのか、マーヤは「うん、うん」とつぶやき、何度もうなずいた。


  



  　顔面蒼そう白はくなマーヤとともに、僕は土砂崩れに見舞われた村を歩き回る。土砂崩れの被害は広範囲に及び、村の中心部では建物の多くが大なり小なり被害を受けていた。


  　土砂によって傾いた家。岩に潰つぶされて半壊した建物。命からがら逃げ延びたのか、泥だらけになりながら抱き合っている家族。道路には泥が[image: ]あふれ、幅一メートルほどの岩が幾つも転がって通行を妨げている。


  　雨はやむ気配を見せず、いつまた土砂崩れが起きてもおかしくない状況で、村人の多くは互いを温め合うように寒空の下で身を寄せ合っていた。


  　今のところ軽傷の者はちらほらと見かけるが、死者は出ていないようだ。それだけが唯一の救いだった。


  『アンナ！　どこだ！　いたら返事をしろ！』


  　泥だらけの道を歩きながら、僕たちはアンナを捜す。道路脇わきでランタンや懐中電灯の明かりに集まっていた村人たちが、刺とげ々とげしいまでの冷たい視線で僕たちを見る。


  　──こうなったのはお前たちが来たせいだ。村から出て行け！


  　そんな罵ば声せいを今にも浴びせられそうで、ここに留とどまるのはまずいと判断した僕は、すぐさまマーヤの手を引いて走り去った。


  「マーヤ、大丈夫？」


  「うん……」


  　僕に手を引かれて走るマーヤは、まだ顔色を失ったままだ。トラウマである土ど砂しや崩くずれに加えて、アンナが行方ゆくえ不明になったことが尾を引いているのだろう。今のマーヤに、いつもの強気は一切感じられない。


  「とにかく大きな声でアンナの名前を呼ぼう。僕たちの声が届けば、きっとアンナは返事をしてくれる」


  「うん……」


  　返事はするものの、表情にまったく覇は気きがない。僕はマーヤの手を強く握ると、彼女の分まで声を張り上げた。


  『アンナ！　いたら返事をしてくれ！』


  　僕は声を大にして叫ぶ。冷たい雨にも、ぬかるんだ道にも、今にも崩れそうな土砂の山にもひるまず、僕は大声を上げながら歩き続ける。


  『アンナ！　どこにいるんだ、アンナ！』


  　うつむいて歩いていたマーヤが、顔を上げて僕を見る。僕が必死になって少女の名を連呼する様子を、マーヤは虚うつろな瞳ひとみでじっと見つめる。マーヤの見ている前で、僕は何度も、何度も、何度も、少女の名を叫ぶ。


  　徐々にマーヤの瞳に力が戻って来る。マーヤの手が、僕の手を強く握りしめる。


  『どこだ、アンナ！　返事をしてくれ！』


  『……アンナ、返事をして……。アンナ、アンナ！』


  　手をつなぎながら、僕とマーヤは大声を張り上げる。


  　全身ずぶ濡ぬれになりながら、僕たちは泥と岩で汚れた道を歩き回る。村人たちの冷めた視線を感じるが、そんなことはもう気にならない。手をつないで歩く僕たちは、アンナを捜すことだけに集中していた。アンナを助けること以外、何も考えていなかった。


  『アンナ！　返事をしろ！　どこに──』


  「文ふみ哉や」


  　ズボンを泥だらけにしながら歩き回っていると、唐突にマーヤが僕の手を引っ張った。振り返ると、マーヤは気丈さを取り戻した瞳で周囲を見回していた。


  「今、アンナの声が聞こえた」


  　すぐさま僕は全神経を耳に集中する。しかし、聞こえてくるのは雨音ばかりで、助けを呼ぶ少女の声は聞こえてこない。


  「何も聞こえないよ」


  　どういうことかと僕が戸惑っていると、マーヤは真っ直すぐに僕の目を見つめた。


  「噓うそじゃない。本当に聞こえたの。信じて」


  　そうだ。マーヤが噓をつくはずがない。きっとマーヤにはアンナの声が聞こえたんだ。


  　だけど、どうして？　僕には聞こえないのに、マーヤにだけ聞こえた理由って？


  『あなたたち、こんなところで何をしているの？』


  　そこに現れたのは、黒い長衣をびしょ濡ぬれにさせた院長先生だった。スカートが泥だらけで、院長先生が必死になってアンナを捜し回っているのだとわかる。


  　院長先生が咎とがめるような目つきで僕たちを見ている。まだマーヤのことを悪く思っているのだろうか。そんな不安を抱いだく僕をよそに、マーヤは院長先生へと訴えた。


  『今、アンナの助けを呼ぶ声が聞こえたんです』


  『アンナの？』


  　話を聞いた院長先生はすぐさま『アンナ！　どこにいるの！』と大声で呼びかける。だが、やはり返事は聞こえてこない。院長先生は失望に染まった顔でマーヤを睨にらみつけた。


  『こんな雨の中、いい加減なことを言って、私をからかっているのですか』


  『違います！　信じてください！』


  　懸命に訴えるが、実際のところアンナの声どころか気配すら感じられない。院長先生の表情は疑心暗鬼を絵に描かいたようだった。


  　冷たい視線からマーヤをかばうように、僕は院長先生の前に立ちはだかる。


  『マーヤは噓をついたりしません。もっと彼女を信じてください』


  『噓ではないと言うなら、どうしてアンナの声が聞こえないのですか』


  　追及されて僕は考える。どうして？　なぜマーヤにだけアンナの声が聞こえたんだ？　マーヤと他ほかの人の何が違うのか……。


  「……そうか。魔法だ」


  「魔法？」


  「そうだよ！　マーヤは動物とテレパシーで会話できるって言ったよね。動物と心の声で会話できるなら、アンナの心の声も聞けるんじゃないか？」


  　生き埋めになっているアンナの声は、地上には届かない。だけど、助けて欲しいと願うアンナの心の声なら、魔女の娘であるマーヤに届くかもしれない。


  「マーヤ。アンナがどこにいるかわかる？」


  「……やってみる」


  　マーヤはうなずき、目を閉じる。意識を集中して魔力を高めているのか、マーヤは眉み間けんにしわを寄せる。彼女の体が小刻みに震ふるえているのがわかる。寒いのか、それとも魔法に集中している影響なのか。マーヤは苦しそうに、ギリリと奥歯を強く嚙かみしめた。


  　僕には雨の音しか聞こえない。だけど、たぶんマーヤには、周囲にいるたくさんの生き物の心の声が聞こえている。その中にはきっとアンナの助けを求める声も──。


  「……あそこ」


  　目を閉じたまま、マーヤは崖がけ下したにある瓦が礫れきの山を指差した。


  　そこは物置のなれの果てだった。土を塗り固めて作った小屋は、幅五メートルはあろう巨大な岩の直撃を受けてぐちゃぐちゃに押し潰つぶされていた。わずかに原形をとどめている外壁と、散乱している建材の破片が、ここが物置だったことをかろうじて物語っている。


  「あの岩の下からアンナの声がする」


  　すぐさま僕は瓦礫の山に近づき、下に人がいないかと目を凝こらす。だが大量の土ど砂しやと巨大な岩のせいで、瓦礫の下を覗のぞき込むこともままならない。いや、そもそもこんな大岩に押し潰されて、人が生きていられるとは到底思えない。


  　それでも、マーヤはここにアンナがいると言った。


  「この岩をどかすんだ！　マーヤ、手伝って！」


  　僕は邪魔な岩をどかそうと、両腕に力を込めて岩を押しのけようとする。だが二人がかりでも大岩はびくともしなかった。


  『誰だれか、手伝ってください！　誰か！』


  　大声で協力を呼びかけるが、まばらにいる人影は誰も僕たちを手伝おうとしない。僕たちの行動を見ていた院長先生が、呆あきれ顔でつぶやく。


  『冷静になりなさい。そんな物置に人がいるはずがないでしょう。よしんば人がいたとしても、この状況で生きていられるはずがありません』


  　マーヤがアンナの声を聞いたのは、勘違いか気のせいだと院長先生は言う。院長先生も、周囲の村人たちも、誰もマーヤの話を信じていなかった。


  『違う！　マーヤは噓うそなんかつかない！』


  　全力で岩を押しながら、僕は喉のどを嗄からせて訴える。


  『もっとマーヤをよく見てよ！　マーヤは、アンナを救いたいだけなんだ！　もっとマーヤを信じてよ!!』


  　しかし、僕がいくら訴えても村人たちの冷めた態度は変わらなかった。彼らははなからマーヤを信用していないんだ。彼らは魔女の手伝いなんてする気はないんだ。


  　この人たちに協力を求めるだけ無駄なのだと、僕は否いや応おうなしに実感する。


  「マーヤ！　僕たちだけで助けるんだ！　二人で岩をどかすんだ！」


  　うおおお！　雄お叫たけびを上げて大岩に全体重を掛けるが、それでも岩はびくともしない。


  　だけど、ここで諦あきらめるわけにはいかない。アンナを救えるのは僕たちだけなんだ。僕は歯を食いしばり、頭の血管が切れそうなほどに力を込めて押し続ける。顔を真っ赤にして大岩を押し続けながら、マーヤは瓦が礫れきの下にいるであろうアンナへ呼びかけた。


  『アンナ、頑張って。もう少しの辛抱だから。必ず助けるから』


  　奥歯を嚙かみしめ、全身全霊を込めて大岩を押す。それでも岩はぴくりとも動かず、だからといって諦めるわけにもいかず、僕たちは手がしびれそうなほど強く強く押し続け……。


  　そして、僕たちの隣に院長先生が立った。


  『……マーヤ。この下にアンナがいるんですね？』


  『は、はい！』


  　院長先生はうなずき、しわだらけの手で岩を押し始めた。「せーの」という僕の合図で、三人が呼吸を合わせて力を込める。全力を絞り出しながら、三人の中で一番小柄なマーヤが、一番大きな声を張り上げる。


  「アンナ！　絶対に、助けるから！　絶対に、私が、助けるから！」


  　僕の横に見知らぬ若者が現れた。


  　村の人間である彼は、僕とマーヤを見て、大きく息を吸い込み、何も言わずに岩を押し始めた。


  　彼の隣に、見ず知らずの中年男性が現れた。その横に、初めて見る顔の若い女性が現れた。その向こうに、逞たくましい若者が現れた。そして、そして……。


  　気がつくと、僕たちの周囲に人が集まっていた。一人、また一人と、彼らは自分の意志で岩を押し始めた。マーヤと一緒に、力を合わせて岩を押し始めた。


  　五人……十人……。どんどん人数が増えていく。男も女も老いも若きも、雨と泥で汚れた人たちがマーヤと一体になって岩を押している。


  「せーの！」


  　僕のかけ声で、全員の呼吸が一つになる。日本語のかけ声なのに、誰だれ一人間違うことなくタイミングを合わせる。


  　動くはずのない大岩が、ぐらりと揺れた。


  「せーの！」


  　全員の心が一つになる。


  　村人たちの気合いの叫びとともに、岩が大きく傾き、向こう側へと転がった。ドスン、と地響きを立てて岩が瓦礫の上からどかされる。


  　ありったけの力を出し尽くして言葉も出ない僕の代わりに、院長先生が集まった人々に指示を出す。


  『この下に子供がいます！　掘り出すのを手伝ってください！』


  　その場にいた大人たちが、一いつ斉せいに土ど砂しやをどけて瓦礫を片付け始めた。この場にいる誰もが、瓦が礫れきの下にアンナがいることを疑っていなかった。誰だれもがマーヤの言葉を信じていた。


  　そしてついに、掘り進めた穴の底から女の子のすすり泣く声が聞こえてきた。


  『アンナ！』


  　院長先生が叫び、穴の中から「せんせぇ」というアンナの涙声が返ってきた。


  　そこから先はあっという間だった。集まって来た村人たちが力を合わせ、それまでの倍の速度で土砂は片付けられた。


  　間もなく、瓦礫の下からアンナが無事に救助された。助け出されたアンナは、分厚い毛布を大事そうに抱かかえていた。


  　物置小屋には古くなった毛布が幾つも仕舞われていて、それがクッション代わりになってアンナを救ったことを僕は後から知った。


  　救助されたアンナが泣きながら院長先生にしがみつき、周囲の大人たちから歓声と拍手が沸わき起こった。大人たちの中には「奇跡だ」と叫ぶ者もいた。


  　そんな奇跡の立役者であるマーヤは、一同の輪から外はずれた場所に立って、抱き合うアンナと院長先生を嬉うれしそうに見つめていた。


  「お疲れ様」


  　僕が声をかけると、マーヤはうっすらと微笑ほほえんだ。


  「文ふみ哉や」


  　泥だらけの顔で……いつになく優しい声で、マーヤは僕に囁ささやいた。


  「私、魔女の娘で良かった」


  　魔法の力で小さな命を救ったマーヤが、自分と母親との繫つながりに感謝する。アンナの無事な姿を見守りながら……マーヤは力尽きたように僕のほうへと倒れ込んだ。


  「マーヤ！」


  　僕はあわててマーヤの肩を抱き、小柄な体を支える。なんとか倒れることだけは免まぬかれたマーヤが、僕の腕の中で息苦しそうに顔を上げた。


  「大丈夫。疲れただけ。少し、魔法を使いすぎた」


  　土中のマーヤの声を聞くために、かなりの魔力を消費したらしい。マーヤはかつてないほど激しく消耗していた。青白い顔で浅い呼吸を繰り返すマーヤを見ていると、彼女は命懸けでアンナを助けたのだと思い知る。


  「こんなになるまで無理をしなくても……」


  「絶対に、アンナを助けたかったから」


  　僕の腕の中で、マーヤは満足感に[image: ]あふれた笑顔を見せる。マーヤの爽さわやかな笑顔を見た僕は、この瞬間思ったことをそのまま口に出していた。


  「マーヤは人間が好きなんだね」


  　……なぜだろう。僕の何気ない一言が、マーヤの心の琴きん線せんに触れたらしい。マーヤは震ふるえながら首を振り、それから何度もうなずいて、ぼろぼろと涙をこぼして泣き出した。


  「私……人間が好きなのかな……」


  　泣きながらマーヤが僕に問いかける。どう答えるべきか僕が言葉を探していると、誰だれかがこちらへと近づいて来た。


  　それは、泥だらけの院長先生だった。


  　院長先生は、僕の腕の中にいるマーヤを見下ろすと、ボロボロの毛布を差し出した。


  『アンナが、これをあなたにと』


  　院長先生は水たまりの中に膝ひざをつくと、マーヤの体にそっと毛布をかけた。見た目はボロだけど、とても温かそうな毛布だった。


  　そのまま、院長先生はしわしわの手でマーヤの手を握る。


  『……ごめんなさい。……ありがとう』


  　その声に、僕は愛情を感じた。


  　院長先生はそれだけ伝えると、あとは何も言わずにマーヤのもとを離れた。表情は相変わらず厳しかったけど、その瞳ひとみには慈いつくしみが宿っていたように思えた。


  「……文ふみ哉や」


  　院長先生の後ろ姿を見送りながら、マーヤは僕の胸にすがりつく。


  「私…………」


  [image: ]


  　瞳ひとみを潤うるませながら、マーヤは声を震ふるわせる。


  「本当は、みんなと仲良くなりたい」


  　涙に濡ぬれた瞳で、マーヤは僕に打ち明ける。


  「友達をたくさん作りたい」


  　僕はうなずき、マーヤの手を握る。氷のように冷たいマーヤの手に、僕の手が温ぬくもりを伝える。


  　僕の手がマーヤを温める。


  「マーヤ……。君に頼みがあるんだ」


  　これで何が変わるかはわからない。ひょっとしたら、マーヤを今以上に苦しめるだけかもしれない。


  　それでも僕は、マーヤをこのままにはしておけない。


  　僕はマーヤの心の傷を……マーヤの心にある大きな壁を取り払ってあげたかった。


  　だから──


  「やっぱり、一緒にマーヤの生まれた村を見に行こう」


  　そこには、マーヤが母親と暮らしていた思い出があるはずだから。マーヤが友達と遊んだ思い出があるはずだから。


  　辛つらい記憶ばかりじゃなく、幸福な思い出がたくさんあるはずだから。


  　僕に頭を撫なでられることなんかより、もっと大切な何かが、そこにはきっとあるはずだから。


   ６　僕と真実と魔女の再会


  



  　二人で旅を始めてから、六日目。僕は足取りの重いマーヤを伴い、彼女がかつて母親と暮らしていた土地を──魔女の起こした土ど砂しや崩くずれによって埋もれた村を目指して進んでいた。


  　僕の旅の目的は、行方ゆくえ不明になった父さんを捜すことだ。その目的から考えれば、これは不要な寄り道かもしれない。だけど、僕はこの件で引くつもりはなかった。


  　父さんを救いに行くことは大事だ。だけど、それと同じくらいマーヤを救うことも大事なんだ。


  　もちろん、父さんの捜索を諦あきらめるつもりは毛頭ない。マーヤを救って父さんも救う。それが、今の僕の目標だ。


  　そう説得すると、マーヤは納得して諦めてくれた。


  「……寄り道が終わったら、休み無しで雪山まで歩くから」


  　情け容赦のないマーヤの一言に、僕は「お、おう」としどろもどろにうなずき、六日目の旅は始まったのだ。


  



  　足取りの重いマーヤに先導され、険しい山道を登る。アップダウンの激しい急きゆう勾こう配ばいに苦労しながら、それでも休憩する時間も惜しんで、愚ぐ痴ちの一つも言わずに突き進む。


  　そうして黙々と歩き続けていた僕は、前を歩くマーヤの顔がいつになく暗く沈んでいることに気がついた。


  「そんなに行くのが嫌いやなの？」


  　歩きながら尋たずねると、マーヤは表情を暗くしたまま小さくうなずいた。


  「村は土砂崩れで壊滅した。今さら行っても無駄。どうせ何も残ってない」


  　マーヤが遠回しに「行きたくない」という空気を滲にじませる。僕たちが目指しているのは、マーヤにとってトラウマの元凶ともいえる場所だ。マーヤが近づきたくないと思う気持ちもわからなくはない。


  「マーヤは土砂崩れが起こってから、あの場所へ行ったことがあるの？」


  「……ない」


  「だったら、何も残ってないかどうかわからないだろ。自分の目で確かめないと」


  　意地悪なことを言う僕を、マーヤが恨みがましい目で睨にらむ。睨まれて、それでも僕が目を逸そらさずにいると、根負けしたようにマーヤは小さくため息をついた。


  「……文ふみ哉やに聞いてもいい？」


  「なんでもどうぞ」


  「……文ふみ哉やは、どうしてそんなに私に構うの？」


  　遠い斜面を眺めながら、仏ぶつ頂ちよう面づらのマーヤが尋たずねる。


  「それは、僕が優しい男だからじゃないかな」


  　冗談めかして答えると、マーヤがジロリと僕を睨にらみつけた。


  「正直に言うと、どうしてマーヤの世話を焼きたがるのか、自分でもよくわからないんだ」


  　肩をすくめながら真ま面じ目めに「わからない」と答えると、マーヤは不満そうに僕を睨みつけた。どっちにしても僕は睨まれるんだね。


  「そう……。ようするに、文哉はバカみたいにお人好しなのね。むしろバカなのね」


  「そこは『お人好し』の方を残してよ」


  　僕の抗議を無視してマーヤはすたすたと坂道を上り出す。「マイペースだなあ」と思いながら、僕は置いていかれまいと後を追う。


  　思い返してみれば、マーヤもずいぶんと口数が増えたよな。最初に会ったときは無口なうえに感情表現が乏とぼしくて、何を考えているかまるでわからなかったのに。


  　少しは僕に心を開いてくれたってことなのかな？　だとしたら、ちょっと嬉うれしいかも。


  　なんてことを考えながら、なんとなく僕は、彼女と出会ったばかりの頃ころを思い出す。町で偶然通りかかったマーヤを見かけ、その後で彼女が父さんのガイドだったと知って、彼女の家に泊めてもらい、たい焼きを食べるマーヤの姿にミラを重ねて……。


  　そうだ。僕はたびたび、ミラとマーヤを重ねて見ていた。


  「……だから、マーヤをほっとけないのかもしれないな」


  　僕の独り言が聞こえたのか、前を歩いていたマーヤが立ち止まり、振り返る。


  「どういう意味？」と問いたげな視線に、僕は苦笑いしながら答えた。


  「きっと僕は、マーヤにミラの面影を重ねているんだ。だからほっとけなくて、世話を焼きたくなるんだよ」


  「ミラ？　たしか、文哉と暮らしていた魔女……。文哉が、家族と同じくらい大切だと言った女の子……」


  　感情が読み取れない無表情さで、マーヤはじっと僕を見る。


  「……そのミラと、私は、そんなに似ているの？」


  「それが全然似てないんだよね」


  「あはは」と僕は明るく笑い、マーヤは憮ぶ然ぜんとした表情になる。


  「どうしてだろうね。ミラとマーヤは見た目も性格もまるで違うのに、僕は二人を重ねて見てしまうんだ」


  　僕はミラを幸せにしてあげたかった。だけど、いろいろあって離れ離れになって……。だからかな？


  「つまり、私はミラの身代わりなのね。文哉はミラを愛していて、私は、そのおこぼれに与あずかっているだけなのね」


  「マーヤは、誰だれの身代わりでもないよ」


  　僕は、はっきりとマーヤに伝えた。それだけは、自信を持って言えた。


  　マーヤはそれについては何も言わなかった。代わりに別のことを聞いてきた。


  　うつむくマーヤは平素と変わらず無表情で、感情を一切表に出さない。なのに、マーヤはどこか怒っているような、拗すねているような、そんな印象を僕は抱いた。


  「……どうしてミラと別れたの？」


  「魔女は、魔女の楽園で暮らすのが一番の幸せだから……。だから僕は、ミラに幸せになって欲しくて楽園に送り出したんだ」


  「魔女の楽園？　それは何？」


  　何ごとにも無関心だったマーヤが、珍しく好奇心を露あらわにしている。


  　どうやらマーヤは楽園について何も知らないらしい。「自分のルーツに興味があるのかな？」と思い、僕は出来るだけ詳しく教えてあげることにした。


  　白い花を咲かせる大樹。その花が楽園の入り口になっていること。


  　人間は楽園に入ることが出来ないこと。それ故ゆえに、楽園は魔女だけが暮らす平和な世界であること。


  　そして、楽園に消えた魔女は、二度と人間の世界には戻れないと言われていること。


  「もっとも、僕は二度と会えないとは思っていないけどね。人と魔女がもっと仲良くなれば……人と魔女が共存できる世界になれば、いつかきっと……」


  　そういった楽園にまつわる話を、僕はマーヤに語って聞かせた。


  「魔女の楽園……」


  　話を聞き終えたマーヤが何度も首しゆ肯こうする。やがて、マーヤは僕に見られていることも忘れてぽつりと本音をつぶやいた。


  「……楽園に行けば、私も幸せになれるのかしら？」


  　僕は、マーヤにかける言葉が見つからなかった。


  



  　それは、まさに秘境へ向かう道のりだった。


  　僕が歩いている場所は、アクション映画に出てきそうな、絵に描いたような断だん崖がい絶壁。風を遮さえぎるものが何も無いむき出しの岩壁に、僕は両手両足を踏ん張って貼り付いていた。


  　崖がけ下したを見れば、はるか下方は谷になっており、雨期で水かさを増した川が激流となって流れている。大地を切り裂さく渓けい谷こくが山脈に沿って遠くまで伸びていて……。


  　ダメだ、下を見ているだけで高層ビルもかくやという高さに目がくらむ。僕は高所恐怖症ではないけれど、さすがにこんな崖を手すりもロープもなしで進めと言われれば足がすくんでしまう。


  　いちおう、崖がけの段差や出っ張った岩を利用して作られた小道を歩いているものの、道幅は人一人がかろうじて通れる程度しかない。こんな頼りない足場では、ちょっとふらついただけで谷底へ真っ逆さまだ。


  「大丈夫……下を見なければ大丈夫……」


  　自分に言い聞かせながら、僕はゆっくりと壁づたいに歩く。


  　だけど、見てはいけないと思えば思うほど、見たくなるのが人情というもの。よせばいいのに僕は崖下を覗のぞき込んでしまい、あまりの深さに谷底へ吸い込まれるような錯覚に陥おちいった。谷に向かってぐらりと体が揺れて、僕は大慌てで岩壁にしがみつく。


  　崖の壁面に作られた岩の小道で、僕は風に煽あおられながら岩壁に貼り付き、じりじりとつま先を動かすのが精一杯だった。


  「マ、マーヤ？　一応聞くけど、この道で間違いないんだよね？」


  「間違いない」


  　さしものマーヤも壁に手をつき、慎重な足取りで歩きながら答える。


  「で、でも、こんな険しい道を通らないと行けないような場所に、村があったなんて信じられないんだけど」


  「私が生まれ育った村は、人の行き来がほとんどない、世間と隔かく絶ぜつされた村だった」


  　世間と隔絶された場所だからこそ、魔女も──マーヤの母親もそこを住すみ処かに選んだのだろう。そう考えれば、人の侵入を阻はばむかのような険路も、魔女が暮らしていた場所に近づいている証拠に思えてくる。


  「村が壊滅してからは、この道を通る人もいなくなった。ここはたぶん何年も人が通っていない。誰だれも使わないから、ずっと放置されてろくに整備もされていない」


  「そ、そんな道を歩いて大丈夫なの？」


  「心配いらない。滅多に人が通らない道なんて、この辺りでは珍しくも……」


  　前を歩いていたマーヤが、急に足を止めた。どうして急に立ち止まったのだろう？　僕はマーヤの目線を辿たどるように、前方へと目を向けた。


  　岩の小道が、途中で途切れていた。


  　距離にして一メートルほど、道がなくなっている。だが、その先は何ごともなかったように道が続いている。つまり、一メートルほどの切れ目をジャンプして飛び越えれば先へ進めるわけだけど……。


  「マ、マーヤ？　道が……」


  「たぶん、崖崩れで岩が落ちたんだと思う」


  　どうやらマーヤも、道が途中でなくなっていることを今の今まで知らなかったようだ。長いこと使われていない道だから、気づく人もいなかったのだろう。


  　僕は岩壁にしがみつきながら、そっと崖下を覗のぞき込む。谷底に見える渓流がまるでミニチュアのセットのようで、落ちたら即死間違いなしの高さに僕は身み震ぶるいしてしまった。


  　無理だ。平地なら余裕でジャンプできる距離でも、この高さでは怖くてとても飛び出せない。そんな僕の臆おく病びよう風かぜを見て取ったのか、マーヤが僕に尋たずねる。


  「どうする？　引き返す？」


  　そう尋ねるマーヤ自身は、引き返したがっているように見えた。トラウマの元凶である村へ行くのを、ためらっているように思えた。


  　だけど、


  「引き返すのは嫌いやだ」


  　岩壁にしがみついたまま、僕は男らしく言い切った。


  　僕は壁沿いにゆっくりと進み、細い道でマーヤとすれ違い、追い越して前に出る。道が残っているギリギリまで進み、一メートル先にある足場を見つめる。大丈夫、このくらい軽々と飛び越えられる。


  「文ふみ哉や。やめた方がいい。万が一失敗したら……」


  　心配しているのか、それともこれ以上先へ進みたくないのか。マーヤが僕を引き留める。


  「大丈夫だよ。行ける！」


  　自分に言い聞かせるように叫び、僕は思い切り踏み切った！


  　僕の体が宙に舞う。緊張して動きが硬くなっていたのか、予想以上に飛距離が伸びない。それでも僕の右足は一メートル先の足場にぎりぎりで着地して、そのまま──。


  　ゴウ、と音がして、谷底からの強風が僕の体を持ち上げた。


  　着地したはずの右足が地面を離れる。バランスを崩した僕は後方に倒れ込む。


  「文哉！」


  　悲鳴にも似たマーヤの叫びが聞こえた。


  　僕は足場から落ちまいと、とっさに岩壁にしがみつこうとする。運良く突起を摑つかみ、両腕に僕の体重がのしかかる。かろうじて落下を免まぬがれた僕は、懸命に右足を伸ばしてどうにか向こう側へと着地した。


  　無事に渡り終えた僕は、ばくばくとうるさい心臓を手で押さえ、その場にへたり込む。振り返るとマーヤが真っ青な顔をしていたので、僕は平静を装よそおいながら声をかけた。


  「ほ、ほほほら、ぜ、全然、大丈夫、だっただだだろ」


  　全然装えてなかった。声を震わせながら強がる僕に安心したのか、それとも呆あきれているのか、マーヤは止めていた息を盛大に吐き出した。


  「ほ、ほら、マーヤもおいでよ」


  　虚勢を張りながら、僕はマーヤに向かって手を伸ばす。僕が手を引っ張ってあげれば、飛び越えるのに失敗することはないだろう。そう思って差し出した手に、マーヤも手を伸ばしかけ……そのままぴたりと動きを止めた。


  　マーヤが、伸ばしかけた手を引っ込める。


  　僕は、マーヤの手が震ふるえていることに気がついた。


  　だから僕は思いきり手を伸ばして、マーヤの震える手を摑つかみ、握りしめた。


  「行こう。一人で行くのが怖いなら、僕がそばにいてあげるから」


  　僕の言葉に、マーヤが顔を上げる。濡ぬれた瞳ひとみで僕を見る。摑んだ手は小さくて、微かすかに震えていて、マーヤはこんなにもか弱い女の子だったのかと思ってしまう。


  「……そばにいてくれる？」


  　弱々しいマーヤの声に、僕ははっきりとうなずく。


  「何があっても、手を離さずにいてくれる？」


  　マーヤの涙声に、僕ははっきりとうなずく。


  　マーヤが僕の手を握る。マーヤの足が地面を蹴ける。崩れた道を軽々と飛び越えて、マーヤが僕の胸に飛び込んでくる。抱きしめたマーヤの小さな体は、羽根のように軽かった。


  　そうして僕たちは、手をつないだまま歩き出す。


  　マーヤの手は、まだ震えていた。


  　マーヤは怯おびえていた。この先へ進むことを怖がっていた。この先へ進み、母親のしたことを目の当たりにすることを恐れていた。


  　だから僕は、マーヤの手を強く握りしめた。


  　村があった場所に辿たどり着くまで、僕はずっとマーヤの手を握り続けた。


  



  　断だん崖がい絶壁の険路を抜け、ようやく開けた場所に出た僕は、驚きの声をあげてしまった。


  　雑草が生えているだけの荒れ地に、明らかに人の手が加わっている畑が広がっていた。作物が育っている畑の奥には、こじんまりとした家が数軒、ひっそりと寄り添うように建っている。


  　粗末な作りの家からは、人の営みを示す生活の匂いが色濃く漂っている。まさか、こんな場所で人が暮らしているのか？　さっきまで秘境と呼ぶにふさわしい断崖絶壁を歩いていたせいか、そこに人の生活があることが、僕にはにわかには信じられない。


  　だが、目の前の光景は夢でも幻でもなかった。家の中から子供の笑い声が聞こえてきて、この場所で……秘境の奥地で見つけた小さな家々で、人が生活しているのだと確信する。


  　だけど、どうしてこんな不便な場所に暮らしているんだ？　そう考えたとき、僕はある可能性を思いついた。


  「もしかして、生き残った村人がいたのか？」


  　土ど砂しや崩くずれで村は全滅したと[image: ]うわさになっていたけど、実は生き残った人間がいたのではないか。残された人々は肩を寄せ合い、世間から隔かく絶ぜつされたこの土地でひっそりと営みを続けていたのではないか。


  「きっとそうだ。土砂崩れを生き残った人がいたんだ！　行こう、マーヤ！　生き残った人に会って、話を聞いてみよう！」


  　迷わず提案する僕に、マーヤはしかし、青ざめた顔で首を振った。


  「……ダメ。無理」


  　マーヤは怯おびえたように目を伏せ、弱々しく声を絞り出す。


  「本当に生き残りなら……その人たちは、きっと土ど砂しや崩くずれを起こしたママを恨んでる。そんな人たちに、娘の私がどんな顔して会えばいいの？」


  「気にすることないよ。マーヤは何も悪いことはしていないんだから」


  「そんな理屈、家族や友達を殺された人には通じない」


  　血の気の引いたマーヤの顔を見て、僕はハッとする。


  　マーヤの育った村で、村人たちが彼女をどんな風に扱っていたかを思い出す。彼らの差別を甘んじて受け入れていたマーヤの姿を思い出す。


  　そうだ。マーヤはずっと、「人殺しの魔女の娘」と後ろ指をさされて生きてきたんだ。


  「これ以上は行けない。ここから先には進みたくない」


  　怯えながら、マーヤは断固として首を振る。


  　……彼女の言う通りだ。僕はマーヤに何をさせようとしていたんだ。


  　生き残りがいたからといって、嫌いやがるマーヤを引きずって、魔女を恨んでいる人間たちの前に引きずり出すのか。魔女に家族を殺された人に「この子は魔女の娘です。あなたがどれほど辛つらい思いをしたか彼女に聞かせてください」とでも言うつもりか。


  「……ごめん」


  　怯えるマーヤへ、僕は素直に頭を下げる。


  「マーヤの言う通りだ。ここから先は僕一人で行くよ」


  「……え？」


  「マーヤはここに残って僕を待ってて。すぐに戻って来るから」


  　マーヤを連れて行くわけにはいかない。だけど、ここまで来て何もせず引き返すわけにもいかない。マーヤとお母さんの思い出も、ここに残っているはずなのだから。


  　僕はマーヤをその場に残すと、彼女に背を向けて一歩を踏み出──そうとして、腕を引っ張られて後ろにつんのめった。


  　何ごと!?　と思いながら背後を見ると、マーヤが両手で僕の手を握りしめていた。


  「ええと、マーヤ？」


  「……嫌」


  　マーヤは唇くちびるを尖とがらせながら、僕と目を合わせずにつぶやく。


  「文ふみ哉やは、手を離さないって約束した。私のそばにいるって言った」


  「でも、僕は今から生き残った人に話を聞きに……」


  「じゃあ、しょうがないから、私も一緒に行ってあげる」


  「え？　でもさっきは無理って……」


  　マーヤは僕の手をぎゅっと握りしめ、真剣な目で僕を見た。


  「無理……。だけど、文ふみ哉やが一緒なら、きっと大丈夫」


  　そう語るマーヤの手は、やっぱりまだ震ふるえていた。全然大丈夫じゃなかった。


  　だから僕は、マーヤの手を強く握り返した。


  「マーヤ……。僕と一緒に来てくれる？」


  　僕がマーヤの目を見つめると、彼女は無言でうなずいた。


  　覚悟は決まった。僕たちは手をつないだまま、一歩、また一歩とゆっくり着実に家へと近づいていく。マーヤの震える手が、僕の手を強く強く握りしめる。


  　僕たちは家の前に立つ。マーヤと手をつないだまま、僕は大声を張り上げる。


  『ごめんください！　誰だれかいませんか！』


  　すると、僕の声に導かれたのか、白髪の老人が家の中から現れた。


  　しわくちゃな顔。白髪に白い髭ひげ。小柄で痩やせた手足。曲がった腰を杖つえで支えて歩く老人は、僕たちに気づいて動きを止める。


  『あんたは、まさか……』


  　老人が無遠慮な視線をマーヤに向ける。怯おびえたマーヤが僕の背後へと身を隠すと、老人はマーヤを間近で見ようと近づいて来た。どういうことだ？　どうして老人は、こんなにもマーヤを気にしているんだ？


  「……文哉？」


  　僕の背中に隠れていたマーヤが、恐る恐る顔を出す。


  　そのとき、老人とマーヤの目が合った。途端に老人の目が見開かれていく。


  『やはりそうだ！　間違いない。母親の面影がある！』


  　マーヤの顔を見た老人が興奮気味に叫ぶ。すると、声を聞きつけた住人が一人また一人と家から出てきた。総勢で十人ほどの男女が、まるで珍獣でも見るかのように来訪者である僕たちに注目する。


  　背後にいるマーヤが僕の腕に体を押しつけてくる。つないだ手からマーヤの怯えが伝わってくる。


  　ただならぬ雰囲気を察した僕は、マーヤを連れてここから逃げるべきかと逡巡する。だが僕が行動を起こすより早く、老人はマーヤを指差して高らかに叫んでいた。


  『その者は魔女の娘だ！』


  　彼らの視線がマーヤに集中する。


  　視線に射いすくめられ、僕とマーヤは石化したように動けなくなった。やおら、僕とマーヤの前で老人は杖を放ほうり投げ……。


  　その場に膝ひざをついた。


  『よくぞ……よくぞ生きて、戻って来てくれた……』


  　地べたに座り込んだ老人が、感かん極きわまった様子で嗚お咽えつを漏もらす。


  　それはさながら、神に感謝の祈りを捧げるかのようだった。


  『これは、いったいなんなんですか？』


  　僕の問いかけに、老人はマーヤの顔を見ながら嗚咽交じりに応じた。


  『わたしはかつて、この近くの村の村長をしておりました。土ど砂しや崩くずれがあったあの日、我々は、あなたの母親に助けられたのです』


  　村長はしわがれた手でマーヤの手を握り、感激した声で真実を告げる。


  『我々は、魔女に命を救われたのです』


  



  
    ※　　　　　※　　　　　※

  


  



  　土砂崩れが起こった、運命の日。


  　降りしきる雨の中、マーヤの母親は夜の闇やみを搔かき分け、一路村へと駆けていた。


  　母親は自分の正体がばれるのを恐れていた。彼女は人間が魔女をどう思っているか知っていた。人間がどんな態度で魔女に接するか知っていた。


  　だからこそ娘を家から追い出した。自分に万が一のことがあっても、娘だけは無事でいられるように。


  『急がないと……。[image: ]うわさが広まる前に、私がなんとかしないと……』


  　自分の正体が魔女だとばれたら、娘のマーヤにまで危害が及びかねない。それだけはなんとしても阻止しようと、彼女は強まる雨脚にもひるまずに走り続けた。


  　やがて村に辿たどり着いた彼女は、そこで変わり果てた景色を目まの当たりにする。


  　──村があったはずの場所は、大量の土砂に埋め尽くされていた。


  『はぁ……はぁ……。まさか……？』


  　雨の中をここまで全力で駆けてきた魔女は、ふらふらと土砂の上をさまよい歩く。


  　土砂崩れが起こったのはただの偶然だった。魔女が駆けつけたとき、すでに村は土砂に飲み込まれていた。それは、不幸な偶然だった。


  　想像だにしなかった事態に呆ぼう然ぜんとしながら、魔女は村の痕こん跡せきを探して歩く。


  　そこで彼女は、岩に足を挟まれて身動きできずにいる女性を発見した。


  『大丈夫ですか！』


  　駆け寄った魔女は、迷うことなく魔法を使った。


  　魔女が使ったのは「肉体が物体をすり抜ける魔法」。この魔法で、魔女は女性の足を岩の下から引っ張り出した。


  『もう大丈夫ですよ。しっかりしてください』


  　衰弱している女性を励まそうと、魔女は優しく──それでいて力強く、声をかける。


  　すると、助けられた女性は魔女の手を摑つかみ、涙ながらに訴えた。


  『息子むすこが……この下に、家の中に、私の息子が……』


  　それを聞いた魔女は、うなずき、すぐさま魔法で地面の下に潜った。


  　果たして女が言っていた通り、土ど砂しやに埋もれた家の中に幼い男の子が閉じ込められていた。魔女は男の子を救い出すと、子供ともども魔法で土砂をすり抜け、地上へと脱出した。


  『ママ！』


  　地上に脱出した男の子が、衰弱して動けない母親に抱きつく。


  　抱き合う親子を見ながら、魔女は最愛の娘を思い出す。「この親子を助けられて良かった」と心の底から思う。


  『ありがとう……ありがとう……』


  　泣きながら息子と抱き合う女性は、魔女に何度も何度も感謝を述べる。いつしか人と関かかわりを避さけるように暮らしていた魔女は、人間から感謝されて嬉うれしそうに微笑ほほえみ……すぐに表情を引き締めて周囲を見渡した。


  　──この土砂の下に、たくさんの人間が生き埋めになっている。


  　彼らを助けられるのは、自分しかいない。


  　魔女は、泣きながら抱き合う親子を見る。自分が逃がした最愛の娘を思い出す。大切な人を守りたい……そう願う心は魔女も人間も変わらなかった。


  　魔女は迷わなかった。魔法で地面の下へと潜り、土中で見つけた人間を片っ端から地上へと引き上げた。


  　いくつかの命は助けられた。だが、多くの命は助けられなかった。それでも魔女は諦あきらめず、自分の魔力が尽きるまで何度も、何度も、何度も、何度も、地中の捜索を繰り返した。


  　何時間もの間、絶えず魔法を使い続けた魔女は、地中の奥深くで泣いていた女の子を助け出したところで、力尽きた。


  　魔女にとって魔力は命の源だった。


  　限界を超えて魔力を使い続けた魔女は、見る間に衰弱していった。


  　魔女に助けられた人々が、倒れた彼女の周囲に集まってくる。どうにかして魔女を助けようと、あの手この手と試みる。


  　しかし、彼らが何をしても、力を失った魔女を救うことはできなかった。


  『おばさん、死なないで！』


  　最後に助けた女の子が、横たわる魔女にすがりつく。そのとき初めて、魔女は自分が助けた女の子が何者かを知った。


  　──その子は、マーヤの一番の友達だった。


  　魔女は、自分がここへ来た理由を思い出す。


  　そうだ。私はこの子に会いに来たんだ。この子の口から秘密が漏もれないように……自分の正体がばれないように……マーヤが幸せに生きられるように……。


  　朦もう朧ろうとする意識の中、魔女はそっと少女の頭を撫なでる。


  　泣いている女の子に、魔女はそっと囁ささやく。


  『……私が魔女だってこと……秘密にしてくれる？』


  　うん、うん、と泣きながらうなずく少女。


  　少女の約束を取り付けた魔女は、満足そうに微笑ほほえみ、静かに目を閉じた。


  



  
    ※　　　　　※　　　　　※

  


  



  　村長の話を聞き終えたマーヤは、両手で顔を覆おおったまま無言で肩を震ふるわせていた。僕はかける言葉が見つからず、黙ってマーヤの小さな肩を抱き寄せる。


  　無言のまま、マーヤは僕に抱きつき、僕の胸に顔を埋うずめた。


  『我々は全員、魔女に命を救われました。彼女は我々の命の恩人です』


  　村長が一同を代表してマーヤに語りかける。


  『だから我らは、魔女の娘であるマーヤ、あなたを捜しました。それが命を救われた我々に出来る、唯一の恩返しだと思ったからです』


  　しかし、彼らが魔女の家を見つけたとき、すでにマーヤの姿はなかった。


  『娘のことはずっと気に掛けていました。だが、家と家族を失った我々は日々の生活を送るので精一杯でした。消えた娘を捜しに行く余裕などなかった』


  　それでなくとも、彼らは魔女との「秘密にする」という約束を守りながら、魔女の娘を捜すという難題に途方に暮れるばかりであったという。


  　そこで彼らは考えた。


  　土ど砂しや崩くずれが起こったこの地に、新たに村を作ろう。いつか魔女の娘が戻って来たときに、真実を伝えられるようにしておこう。それまでは全員で村を守り抜こう。魔女の娘がこの地に辿たどり着く日まで、みんなで力を合わせて生き抜こう。


  『やっと……やっと念願が叶かないました……』


  　村長が辺りにはばかることなく涙を流す。いつのまにか集まってきた周囲の人たちからも、すすり泣く声が聞こえてくる。


  　この村では、みんなが魔女を愛していた。


  　僕はマーヤの震える肩を抱きしめながら、ぐるりと周囲を見回した。


  　……全員が感かん極きわまった声ですすり泣いているのに、一人だけ──村長の隣に立っている女の子だけが穏和に微笑んでいた。


  　年の頃ころはマーヤと同じくらいだろうか。素朴な雰囲気の女の子は微笑みながら、懐かしそうにマーヤを見つめていた。


  　僕はその女の子に見覚えがあった。


  「マーヤ」


  　僕が声をかけると、腕の中にいたマーヤはようやく顔を上げ、真っ赤な目で僕を見上げた。


  　僕は黙ったまま、目線で前を示す。僕に促うながされるまま、マーヤは目の前に立っている少女を見つめる。


  　マーヤと目が合って、彼女の目に初めて涙がにじんだ。


  『マーヤ……。ずっと会いたかった』


  　優しく微笑ほほえみながら、彼女が両手を広げる。マーヤの息を呑のむ声が聞こえてくる。


  　僕はそっとマーヤの背中を押した。背中を押されたマーヤは僕の力に逆らうことなく前へと踏み出すと、そのまま彼女の胸に飛び込んだ。


  　彼女の名前はラナ。マーヤの一番の友達だ。


  



  『マーヤに見せたいものがある』


  　ラナにそう言われ、僕たちは集落の外はずれへと案内された。


  　ラナに先導されて低木の茂みへと分け入る僕たち。いったい彼女は僕たちをどこへ連れて行くつもりなのか。……と考えながらラナの背中を見ていた僕は、ふと気になって、自分の隣を歩くマーヤに声をかけた。


  「マーヤは僕の横にいていいの？　久しぶりの再会なんだから、友達とお喋しやべりしながら歩けばいいのに」


  「……」


  　マーヤは無表情のまま僕に近づき、なぜか「ちょこん」と僕の服の袖そでを摑つかんできた。


  　僕とは目を合わせないようにしながら、マーヤはぼそぼそとつぶやく。


  「私も、ラナと話したいけど……」


  「話したいけど？」


  「……と、友達って、何を話せばいいの？」


  　顔を背そむけながら、恥ずかしそうに囁ささやくマーヤ。


  　ええと、ようするに、人付き合いをずっと避けてきたから、いざ友達といわれても何を話せばいいかわからない、と。


  　ぷぷぷっ。人見知りをこじらせたマーヤの反応が可お笑かしくて、僕は吹き出してしまう。


  「わ、笑うな。こっちは真剣に悩んでるのに」


  「ごめんごめん。でも、悩む必要なんてないと思うよ。くだらない内容でも、気兼ねなく話せるのが友達だろ」


  「そう言われても……」


  「うーん、何て言うのかな。楽しい話をするんじゃなくて、友達とお喋しやべりをすること自体が楽しいから、それでいいんじゃないかな」


  　僕の説明では納得いかないのか。眉まゆ根ねを寄せたマーヤは不服そうな様子だ。


  　仕方がない。こうなったら習うより慣れろだ。僕は強硬手段をとるべく、前置きもなしにマーヤの背中を突き飛ばした。


  「わっ！」


  　突き飛ばされたマーヤが、つまずきながらラナの隣へと飛び出す。


  　成り行きで真横に飛び出してきたマーヤに、ラナは驚き、すぐに「くすっ」と笑えみをこぼした。


  　マーヤが「笑われたじゃないか！」と言わんばかりの怒りの形ぎよう相そうで僕を睨にらむ。「そこまで責任持てないよ」と僕がアイコンタクトで反論していると、


  『マーヤ』


  　……ラナが微笑ほほえみながら、隣を歩くマーヤと腕を組んだ。にこにこと微笑むラナと目が合って、マーヤの顔が見る見る赤面していく。


  　その後も、照れまくるマーヤは終始無言のまま歩き続けた。ラナの方からもマーヤに話しかけることはしなかった。並んで歩く二人は、照れながら腕を組み、たまに目が合って微笑みあうだけだった。


  　……仲なか睦むつまじい二人を見ていたら、これはこれでいいのかなとも思ってしまう。


  　お喋りするだけが友達じゃない。たとえ会話がなくても、そばにいるだけで安心できるのも友達だ。


  　僕にはさんざん踏ふんだり蹴けったりの強気なくせに、友達の前では借りてきた猫みたいになっちゃうマーヤが可愛かわいかった。僕にもその半分でいいから遠慮があってもいいだろ。


  「今、変なこと考えてなかった？」


  　前を歩くマーヤが、いつも以上に冷たい眼まな差ざしで僕を振り返る。


  「……テレパシー？」


  「そんなものなくても、文ふみ哉やの顔を見れば何を考えているかだいたいわかる」


  　どうやら僕は思っていることが顔に出るタイプらしい。気をつけなければ。


  『着いたよ』


  　ラナの言葉で、僕とマーヤは揃そろって前を向く。


  　その瞬間、僕たちは言葉を失った。


  　眼前に、一面の花畑が広がっている。


  　少し前まで荒れ地を歩いていたのに。


  　ここは標高が高く、岩場だらけで、万年雪があってもおかしくないほどの難所なのに。こんなところに一面の花畑があるなんて……それは奇跡か、あるいは魔法のようだった。


  『この場所を覚えてる？』


  　ラナはマーヤの手を引きながら、花畑へと入っていく。


  　二人を追って花畑に足を踏み入れた僕は、そこで強い既視感デジヤブに襲おそわれた。そうだ。僕はこの場所を知っている。この場所に見覚えがある。


  　あれは確か、マーヤの記憶を覗のぞいたときだ。ラナはここで花の王冠を作っていた。マーヤはここで花の首飾りを作っていた。


  『覚えてるよ。ラナと二人で、よくここに来た。ここの花はママのお気に入りだった』


  　過去を懐かしむように花畑を眺めるマーヤ。


  　やがてラナは、花畑の中央で立ち止まった。大小様々な石を積み上げて作ったそれは、まるで──。


  「お墓みたいだ……」


  　僕のつぶやきに、マーヤの目がゆっくりと見開かれていく。マーヤがラナの顔を見上げると、彼女は小さくうなずいた。


  『これは魔女のお墓なの』


  　これは魔女に命を救われた人たちが作った、魔女の墓標。


  　きっとラナは、マーヤの言葉を覚えていたのだろう。マーヤは花の首飾りを作りながら言っていた。「ママはこのお花畑が大好きなの。ここに咲いているお花が大好きなの」と。
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  　マーヤの母親は、大好きな花に囲まれて眠っていた。


  『でもね、村の人から聞いたんだけど、あのあと、魔女は風に舞う白い花びらとともに、風に溶けて消えちゃったんだって。村の人は魔女は亡くなったんじゃなくて「楽園」って言うところに帰ったのかもしれない、って』


  「ママ……」


  　マーヤの手が、石の表面を撫なでる。マーヤはその場で膝ひざを突き、母に寄り添うように、墓ぼ石せきに額ひたいを押しつける。


  　瞳ひとみを潤うるませながら、冷たい石に頰ほおをつけ、墓標に口づけするようにそっと囁ささやく。


  「……ただいま、ママ。遅くなってごめんね」


  　それは、人間に愛された魔女と、魔女に愛された娘の、再会の言葉。


  「ずっとずっと、会いたかった……きっと、今もどこかで私を見てくれているのね」


  　それは、母親に愛されて生きた愛まな娘むすめの、偽らざる本心。


  　その声からは、魔女への恨みは欠片かけらも感じられなかった。


  　その短い一言からは、母親への愛がはっきりと感じられた。


  　人間を嫌い、魔女を憎んできた少女は、もういない。ここにいるのは、友達を思い、母親を愛する、普通の女の子だ。


  『……ねえ』


  　冷たい石に頰を押しつけたまま、マーヤが鼻声交じりで僕らに頼む。


  『ママに贈りたいものがあるの。……手伝ってくれる？』


  　マーヤの友人である僕たちが、彼女の頼みを断るはずがなかった。


  　そうして僕たちは、花園に立てられた石に三つの輪をかけた。


  　それは魔女の大好きな花を紡つむいで編んだ、愛の籠こもった花の首飾り──。


  



  「村に残っても良かったのに」


  　険しい山道を進みながら、僕は前を歩くマーヤに声をかける。


  　小さな村でささやかな歓待を受けた翌日。僕とマーヤは親切な村人たちに別れを告げ、意い気き軒けん昂こうとして登山を再開していた。


  「あの村なら誰だれもマーヤを白い目で見たりしないだろ。あのまま、ずっと村で暮らしても良かったんじゃないか？」


  「そんなに私を厄介払いしたいの？」


  　ギロリと、仏ぶつ頂ちよう面づらのマーヤが僕を睨にらみつける。


  　だけどなぜだろう。無表情なのに、以前のような刺とげ々とげしさは感じられない。まるで憑つき物が落ちたかのように、マーヤを覆う雰囲気は晴れ晴れとして心地よいほどだった。


  「残念ね。私は一度交わした約束は必ず果たす。文ふみ哉やを目的地へ連れて行くまで、絶対に離れないから」


  「それは頼もしいね」


  　苦笑いしながら、僕はマーヤの心意気をありがたく受け取る。


  「……どうしてニヤけてるの？　気持ち悪い」


  　どうやら安心して顔がほころんでいたらしい。マーヤが変態を見るような目で僕を睨にらんでいる。どうでもいいけど最後の一言は言う必要ないよね？


  「なんでもないよ。ちょっと安心しただけ」


  「安心？　何に安心したの？」


  「マーヤに言うようなことじゃないよ」


  　僕の返答に、マーヤは気分を害したようだ。ムッとした態度で斜面から僕を見下ろす。


  「言え」


  　上から目線で命令口調。マーヤは今日も通常運転だ。


  　マーヤに命令された僕は、しぶしぶ、そのとき思っていたことを正直に口にした。


  「マーヤのいない旅なんて考えられないなって思っただけだよ」


  「……」


  　ぷいっ、と前を向いたマーヤが、足早に歩き始める。あまりにも歩くペースが速いので、僕はマーヤの顔を覗のぞき込む余裕もない。


  「マーヤ。もう少しペースを落として……」


  「うるさい。文ふみ哉やは黙って私について来ればいい」


  　いつもながらの高慢な態度だけど……なぜだか今日は、やけに歯切れ良く聞こえる。ハキハキと、いや、ウキウキしながら上機嫌で喋しやべっているような声こわ色いろだ。


  　もっとも、マーヤが嬉うれしそうににやけながら喋るなんて、あり得ない話だけど。


  「……文哉」


  　前を歩くマーヤが、背中を向けたまま尋たずねてくる。


  　ついさっき聞いたウキウキとは異なる真ま面じ目めな声色に、僕も真顔で耳を傾ける。


  「……いつか、魔女と人間が仲良く暮らせる日は来るのかな？」


  「来るよ。きっと」


  　僕は即答していた。


  　だって僕は信じているから。いつか世界中で、人間と魔女が仲良く暮らせる日が来ることを。僕とミラがまた一緒に暮らせるような、そんな時代が来ることを。


  「マーヤのお母さんのように人間を愛する魔女がいる。あの村の人たちのように魔女を愛する人間がいる。そういう人たちが増えていけば、いつか人間と魔女は本当の友達になれる」


  「そういう人たちが増えていくと思う？」


  「思うよ」


  　僕は来た道を振り返る。そこで、村の出口に立っている人影を見つける。


  　人影は一つや二つではない。村人総出で僕たちの出発を見送っていた。


  　僕が足を止めたことに気づいたのか、前を歩いていたマーヤが振り返る。


  　村人たちに気づいたマーヤの、息を呑のむ声が聞こえてくる。


  「いつか、魔女と人間は仲良く暮らせるようになる。そんな日が来ると僕は信じてる」


  　見送る人々の中に、一ひと際きわ大きく手を振っている女の子がいる。どんなに離れていても見えるように、彼女は大きく、力強く、手を振り続けていた。


  「……うん。私も信じる」


  　見れば、いつも無表情なマーヤが満面の笑えみで手を振っていた。


  　どんなに離れていても見えるように、大きく、力強く、手を振り続けていた。


   最終話　文哉とマーヤと魔女の楽園


  



  　二人で旅を始めてから七日目。


  　まさに入山制限が始まる直前。僕たちは……一面の銀世界に立っていた。


  　今朝出発したときは万年雪がちらほら見える程度だったのに、ほんの数キロ歩いただけでこの状況は、さすが秘境だ。


  　視界を埋め尽くす白い絨じゆう毯たんに、僕とマーヤ以外の足跡は見あたらない。広い雪原に二人の足跡だけが点々と続く光景は、まるで映画のワンシーンを見ているようだ。


  　だが悲しいかな、幻想的な景観に見とれる余裕など、今の僕には微み塵じんもなかった。


  　何しろここは世界最高峰の山岳地帯。雪のせいで足場は悪く、山のせいで勾こう配ばいはきつく、高さのせいで空気は薄い。万年雪に覆われた一帯は、日中でも気温が常に氷点下という、まさに現代の秘境。


  　防寒着を何重にも重ね着した僕は、白い息を吐きながら雪山を一歩一歩進むだけで精一杯。景色を楽しむ余力などあるはずもない。


  「きつい……つらい……苦しい……」


  「つらいつらい言っていると、余計につらくなる」


  　前を歩いていたマーヤが、不平不満ばかりの僕をギロリと睨にらむ。


  　一週間、ともに旅を続けてきて彼女の性格もなんとなくわかってきた。


  　相も変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらはさも怒っているように見えるけど、本当は僕のことを心配しているのだ。口は悪いけど、本人はあれで僕を励ましているつもりなんだ。根が優しいマーヤは、人よりちょっとだけ感情表現が下へ手たなだけなんた。


  　その証拠に、僕の歩くペースが落ちてきたと感じるや、マーヤは足を止めて、


  「少し休む？」


  　とクールに尋たずねてくる。そこで心配そうな顔をすれば印象も変わるのに、どんなときでも冷淡な態度を崩さないのがなんともマーヤらしい。


  「つらいけど、大丈夫だよ。行こう」


  「……そう」


  　素っ気ない素振りで、マーヤは歩みを再開する。


  　ここで僕の意志を汲くんでくれるのも、マーヤなりに気を遣ってのことかもしれない。何しろ目的地は目と鼻の先なのだ。辛つらかろうが、無理をしていようが、僕はここで足を止めるつもりはなかった。


  　もうすぐ旅の終点。そこは、父さんが行方ゆくえ不明になった場所。


  　もうすぐ、この辺りは入山禁止になる。そうなる前に僕は捜すんだ。父さんの行方を。父さんがどこに消えたのかを。


  　父さんが、そこで何を見たのかを。


  



  「ここ」


  　どれほどの時間、歩き続けただろうか。無心になりながらひたすら雪を踏みしめていた僕を、マーヤが不意に呼び止めた。


  　何も無い雪原の只ただ中なかで、マーヤが足あし下もとを指差す。


  「ここで文ふみ彦ひことはぐれた」


  　ついに僕は、旅の目的地に辿たどり着いた。


  　数多あまたの苦難を乗り越えて、ようやく目的を達成……したはずなのに、喜びは一切湧わいてこない。


  　そりゃそうだ。僕の目的はこの場所に来ることではなく、この場所で消えた父さんを捜すことなんだから。まだ満足するには早すぎる。


  　マーヤの隣に立った僕は、ぐるりと周囲を見回した。だが目に映るのは一面の雪景色だけ。父さんの痕こん跡せきはおろか、生き物の気配すら感じられない。


  「突っ立っていても始まらないか」


  　僕は父さんの手がかりを求めて周辺を探る。


  　とはいっても、父さんが遭難したのは一か月近く前の話だ。その間、地元の人たちが捜索隊を組んで捜索したとも聞いている。はっきりいって新たな手がかりが見つかる可能性は低いけど……。


  「ここで父さんとはぐれたって言ったよね？　そのときのこと、詳しく教えてくれる？」


  　僕はマーヤに当時の状況を尋たずねる。マーヤは過去を思い出そうと思案しながら、ぽつぽつと当時のことを語り出した。


  「山を越えるためにここを通ったとき、文ふみ彦ひこは急に『この近くに魔女の楽園があるはずだ』と言い出した。それから、すぐに姿が見えなくなって……」


  「魔女の楽園？」


  　父さんがここを通りかかったのは偶然だった。ここに何かがあるとは思っていなかったはずなのに、父さんはなぜか「近くに魔女の楽園がある」と確信した。


  　……きっと父さんは、ここで何かを発見したんだ。魔女の楽園に繫つながる何かを。


  　でも、何かってなんだ？


  　答えが出ないまま、雪雲を見上げて頭を悩ませていると、突然「ゴウッ」と横殴りの風が僕たちを襲おそった。


  　雪が風で舞い上がり、つぶてとなって僕たちを襲う。防寒着を着込んでいる僕は、唯一肌が露出している顔部分をあわてて両腕でかばった。


  　そのとき、腕の隙すき間まから風に舞う雪の欠片かけらが見えた。……いや、ちがう。あれは！


  　すぐさま僕は、雪の上に座り込む。両手をついて這はうようにしながら、視線を低くして白い地面に目を凝こらす。


  「どうしたの？」


  　いきなり明後日あさつての方向に土下座を始めた僕を、マーヤが訝いぶかしそうに覗のぞき込む。


  　だが僕は返事をすることも忘れ、雪を舐なめるかのように地面へと顔を近づけた。


  　……あった。雪の上に落ちていたものを慎重に指でつまみ、拾い上げる。覗き込んで見ていたマーヤが不思議そうに首を傾かしげた。


  「それ、何？」


  「花びらだよ」


  　砂漠から一粒の砂金を見つけるように、僕は雪が降り積もる原野からたった一枚の白い花びらを発見した。


  　僕は思い出す。ミラと初めて出会った場所を。ミラと最後に別れた場所を。


  　そこには花が咲いていた。天に向かってそびえ立つ大樹の枝に、美しく儚はかない白い花が咲いていた。その花こそが、魔女たちが暮らす楽園への入り口だった。


  「この花びらはどこから……」


  　僕は風上へと目を向ける。風に舞う雪が視界を塞ふさぎ、雪ゆき煙けむりの先を見通せない。それでも、風が山肌に沿って滑るように吹いていることはわかった。


  「こっちだ」


  　磁石に引き寄せられるかのように、僕は山肌に沿って風上へと歩き出す。


  　花びらは風に乗って飛んできた。この風の向こうに、きっと……。


  「文ふみ哉や！」


  　一人で歩き出した僕の手を、マーヤが摑つかみ、引き留とめる。


  　僕を呼ぶマーヤの切せつ羽ぱつまった声。いつも感情表現に乏しいマーヤが、珍しくはっきりと不安を声に滲にじませていた。


  　僕を引き留めるマーヤの目は、必死だった。


  「……文哉は、消えないよね？」


  　マーヤは恐れていた。父さんがいきなり消えたように、僕が突然いなくなるのではと怖がっていた。だから僕を見失わないように、しっかりと腕を摑んで離そうとしない。


  　必死に僕を引き留める彼女の目が、今にも泣き出しそうに思えたから……僕は手を伸ばして、防寒着越しにマーヤの頭をぐりぐりと撫なでてやった。


  　いつもなら怒って僕の手を振り払うマーヤが、頭を撫でられるのを嫌いやがらなかった。されるがままに頭を撫でられながら、潤うるんだ瞳ひとみでじっと僕を見上げていた。


  「……文哉は、消えないよね？」


  「消えないよ」


  「本当？」


  「もちろん。僕は、マーヤに何も言わずにいなくなったりしない」


  　そうして僕は、僕を摑んでいたマーヤの手を振り払う。そうして改めて、僕の方からマーヤの手を握る。マーヤの小柄な体を引き寄せると、僕は風上のはるか遠くを指差した。


  「この先に父さんが探していた場所があるんだ。たぶんそこが、僕たちの旅の終着点だから」


  　僕はマーヤの手を強く握る。何があっても、絶対にはぐれないように。


  「……マーヤ。一緒に来てくれる？」


  　マーヤが僕の手を握り返す。ぎゅっと、強く、強く。


  「……うん。文哉と一緒に行く」


  　僕たちは手を繫つないだまま歩き出す。


  　風の吹く方へ。誰だれもいない雪原に、二人分の足跡を残して──


  



  　そこは巨大な岩に囲まれた、窪くぼ地ちだった。


  　岩に積もった雪が氷の壁となって、窪地をぐるりと取り囲んでいる。雪と岩と氷に囲まれた平地の中央には、天に向かってそびえ立つ巨大な雪の塊かたまりがあった。


  　……いや、雪の塊かたまりじゃない。これは木だ。天に向かってそびえ立つ、純白の大樹だ。


  　近づいてみると、大樹には緑の葉が生おい茂っていることがわかる。枝葉に雪が積もり、木全体を白く覆い隠しているのだ。


  「こんなところに大樹があるなんて、信じられない」


  　マーヤのつぶやきには、僕も同感だった。


  　標高が高くなれば植物は育ちにくくなる。僕たちが通ってきた山道では、山頂に近づけば近づくほど植物の背丈は低くなっていった。いつしか背の低い灌かん木ぼくや高山植物しか見かけなくなり、雪原に入ってからは植物そのものを見かけなくなった。


  　高すぎる山には植物は育たない。それが植物の生存限界。


  　それなのに、この大樹はヒマラヤの山頂近い雪原で緑の葉を茂らせていた。


  　理屈では説明できない。明らかに常軌を逸いつしている。これは奇跡か、魔法の仕し業わざとしか言いようがない。


  　マーヤと手を繫つないだまま僕は大樹を見上げる。目を凝らすと、枝に積もった雪の中に、たくさんの白い花が確認できた。雪が降り積もる山奥で、人知れず、その花は咲き乱れいた。


  　そのとき、一陣の風が吹き、雪面から大量の白い何かが舞い上がった。


  　それは無数の花びら。大樹から散り落ち、雪原に埋もれていた何百何千という花びらが、粉雪とともに一いつ斉せいに舞い上がったのだ。


  　雲の隙すき間まから陽光が差し込む。宙を舞う雪が、花びらが、大樹を中心にしてキラキラと輝き踊る。


  　光の粒に囲まれた大樹が──その枝にある無数の蕾たちが一斉にふくらむ。


  　一つ、また一つ……次々と蕾が開花する。きらめきに囲まれた大樹は、僕の見ている前で、満開の白い花によって埋め尽くされた。


  　銀世界。氷の壁。純白の大樹。陽光にきらめく粉雪。そして、咲き誇る白い花びら──。


  「すごい……」


  　僕は大樹の前で立ち尽くす。幻想的な光景にただただ圧倒される。


  　これが、父さんの探していた風景。父さんが長年追い求め、ついに辿たどり着いた景色。


  「文ふみ哉や？　どうして泣いてるの？」


  　傍かたわらにいたマーヤが、僕の顔を見ながら心配そうにつぶやく。


  　言われて初めて、僕は自分が涙を流していることに気がついた。僕は洟はなをすすり、ごしごしと目をこする。


  「あれ？　どうしたのかな。別に悲しいわけじゃないのに……」


  　荘そう厳ごんと形容するにふさわしい景色を前にして、どうやら、ミラのこと、父さんのこと、マーヤのこと、この旅のこと……様々な感情が一気に[image: ]あふれ出て感かん極きわまったようだ。


  「文哉……」


  「大丈夫だよ。なんでもないから」


  　強がって笑ってみるが、涙交じりの鼻声ではいまいち説得力に欠ける。


  　僕は涙を拭ふくと、気持ちを落ち着けようとマーヤの頭を撫なで回した。ぐりぐりぐり。マーヤが「ぎゃー」とか「やめろー」とかわめいているが、気にせず撫で回す。ぐりぐりぐり。


  　うん。少し落ち着いた。


  「よし！　父さんを捜そう！」


  「……」


  　僕の意気込みに、マーヤは何も答えない。


  　見れば、マーヤは自分の頭を両手で押さえながら、うっすらと涙をためた瞳ひとみで僕を睨にらみつけていた。


  「と、父さんを捜すのを、手伝ってくれませんか？」


  「……わかった」


  　不承不承といった様子で、頭に手を乗せたマーヤが周囲を調べ始める。


  　ホッとしながら僕もマーヤの後に続き、父さんの痕こん跡せきを探す。


  　そうして、どれくらい探し続けただろうか。


  　大樹の周囲が足跡で埋め尽くされるほど調べ回った僕たちは、ついに一つの結論に達した。


  　──この場所に、父さんの痕跡を示す物は、何も残っていない。


  [image: ]


  「残念だったね」


  　マーヤは表情を曇らせていた。


  　だが、不思議と僕はさほど気落ちしていなかった。それどころか、どこかホッとしている自分がいた。


  「……この旅を始めるとき、僕は覚悟していたんだ」


  　同情してくれるマーヤへ、僕はことさら明るい調子で答える。


  「ひょっとしたら父さんはもう死んでるんじゃないか。この旅で、僕は父さんの遺体を見つけるんじゃないか、ってさ」


  　この場所に辿たどり着いたとき、僕は心のどこかで思っていた。


  　父さんはこの光景を見て満足したんじゃないか。長年の望みが叶かなって、満ち足りてしまって、ここで旅が終わってもいいと感じたのではないか。


  　そうしてこの美しい大樹を、自分の最期の場所に選んだのではないか。


  「だけど、ここに父さんの遺体はなかった。この場所に来た父さんは、ここからまたどこかへ出発したんだ」


  　父さんはここで満足して足を止めたわけじゃなかった。


  　父さんは満足していない。破天荒で自由人で夢追い人の父さんは、今も夢を追いかけて、どこかで旅を続けている。


  「父さんは生きている。そして、きっと、マーヤのお母さんも」


  　ここへ来て、僕はそう確信できた。


  　だから、マーヤとの旅は無駄じゃなかった。絶対に無駄なんかじゃなかった。


  「ここまで連れて来てくれて、ありがとう。僕と旅をしてくれて、ありがとう、マーヤ」


  　無意識に、感謝の気持ちが口を突いて出た。


  　マーヤは驚きの表情で僕を見つめ、その瞳ひとみがじんわりと滲にじみ……彼女はくるりと背を向けた。


  　返事を言いかけたのか、「あ……」とか「う……」とかうめき声を上げ、結局マーヤは何も言えずに黙り込む。背を向けているので表情はわからないけど、不器用な反応もひっくるめて、すべてがとてもマーヤらしかった。


  　そうして僕は、笑顔で大樹を見上げる。


  　陽光にきらめくように、満開の白い花が咲き乱れている。


  　……僕は知っていた。この白い花を咲かせる大樹が、楽園に繫つながる扉であることを。ここが楽園の入り口であることを。


  「マーヤは前に言ってたよね。『魔女の楽園に行けば幸せになれるかな』って」


  　僕に背中を向けているマーヤへ、そっと話しかける。


  「ここなら、その願いを叶えられるよ」


  　マーヤの背中がぴくりと動いた。


  　人間に疎うとまれ、蔑さげすまれ、差別され続けてきたマーヤ。魔女の血を引く彼女には、ここは生きづらい場所だった。ただ生きているだけで、偏見や、差別や、いわれのない中傷を受け続ける場所だった。


  　果たして人の世界に居続けることが、マーヤにとって幸せなことなのか。


  　マーヤが本来いるべき場所はここじゃないのではないか。真にマーヤの幸せを思うなら、僕がするべきは──。


  「魔女の楽園……。そこには、魔女を嫌う人間はいないのね」


  　背を向けていたマーヤが、ゆっくりと白い大樹を見上げる。


  　僕はうなずき、マーヤの隣に立って大樹を見上げる。


  「この木に咲く白い花が、楽園の入り口なんだ。魔女の血を引くマーヤなら、きっと向こう側に行ける。そうすれば……」


  　人間の世界に居ても、マーヤは不幸になるだけ。だったら……真にマーヤの幸せを思うなら……。


  　僕はマーヤの横顔を見つめる。マーヤが真剣な目で僕を見る。


  　マーヤを説得するように、自分を納得させるように、僕は言葉を紡つむぐ。


  「そうすれば……楽園に行けば、マーヤはきっとお母さんに会うことができると思う」


  　不意に、僕の脳裏にミラの泣き顔が甦よみがえった。「文ふみ哉やと離れたくない」と泣き叫ぶミラの顔が、はっきりと思い浮かんだ。


  「……文哉。教えて」


  　僕の傍かたわらで、マーヤは満開の白い花を見上げる。


  「私は楽園に行くべきだと思う？」


  「きっと、楽園はいいところだよ。そこでならマーヤは、お母さんと一緒に幸せになれる」


  「そう……そこへ行けば、私はママと幸せになれるのね」


  　僕の隣にいたマーヤが、ぎゅっと雪を踏み鳴らして一歩を踏み出す。前へ──大樹の下へと、一歩、また一歩と近づいていく。


  　ぎゅっ、ぎゅっ。雪を踏み鳴らし、マーヤは大樹に近づいていく。


  　自分の腕を押さえつけながら、僕はマーヤの後ろ姿を見送る。歯を食いしばり、言葉を飲み込み、ひたすらマーヤの幸せを祈る。マーヤが望むのであれば──こうすることがマーヤのためなんだ。


  　そうしてマーヤは、手を伸ばせば木の幹に触れられる距離で足を止めた。


  　満開の花の下で、マーヤは僕を振り返る。


  「文哉……」


  　いつもと変わらない、冷淡なマーヤの声。それがあまりに彼女らしくて、「こんなときまで無表情なのか」と僕は苦笑いしてしまう。


  　そうして僕は、木の下で佇たたずむ彼女の──。


  　大樹に背を向けたマーヤの、駆け出す姿を目撃した。


  「ふーみーやー!!」


  　叫びながら、マーヤが突進して来る。


  　そして──。


  　走る勢いを緩めることなく、マーヤが続ける。


  「のー！　ばぁーかぁー!!」


  　は？　何？　どういうこと？　と僕がうろたえている間に、猛然とダッシュしていたマーヤは見事な踏み切りで跳躍！　マーヤの跳び蹴げりが僕の顔面に炸さく裂れつした！


  「わあおおおお!?」


  　まともに蹴りを食らった僕は、意味不明な悲鳴を上げながらマーヤともども雪面を転がる。


  　雪上をド派手に三回転ほどした後、ばったりと仰あお向むけに倒れ込む僕。その隣では、僕に跳び蹴りを食らわせたマーヤが勢い余ってプラス一回転した後、大の字になって倒れ込んだ。


  　そのまま、しばし呆ぼう然ぜんと空と雲を見つめ……。


  「──って、いきなり何するんだよ！」


  「それはこっちの台詞せりふ！」


  　僕はマーヤを怒鳴りつけ、直後に怒鳴り返された。


  「私がいつ楽園に行きたいなんて言った？　文ふみ哉やはそんなに私をこの世界から追い出したいの？」


  「で、でも、マーヤは人間のいない世界に行きたいんだろ！　それが望みなんだろ！」


  「それは文哉と旅をする前の話！　今は違う！　今は──」


  　雪の中から起き上がったマーヤが、倒れている僕に飛びかかる。僕を逃がすまいと馬乗りになり、胸ぐらを摑つかんで顔を引き寄せる。


  「──今は、この世界もまんざらじゃないって思ってる。それは、文哉が教えてくれたことだよ！」


  　マーヤが僕にすがりつく。倒れている僕の胸に、顔を埋うずめる。


  　僕の腕の中でマーヤが嗚お咽えつを漏もらす。マーヤの手が、声が、微かすかに震ふるえている。


  「私は人間じゃない。だけど、楽園になんか行けない。友達が居て、文哉がいるのはこの世界なの。ここが私の故郷なの。ここが私の居場所なの！」


  　マーヤが泣いている。僕の胸にしがみつきながら、小さな肩を震わせている。


  「楽園になんか行かない。私は、ここがいい」


  　ゆっくりとマーヤが顔を上げる。涙でくしゃくしゃに濡ぬれた顔で僕を見つめる。


  「私は、ここがいいの……」


  　……そうか。楽園に行けばマーヤが幸せになれるなんて、僕の勝手な思い込みだった。僕は最後まで、マーヤの気持ちがまるでわかっていなかった。


  「……ごめん」


  　僕は小さな肩を抱きしめる。腕の中にある少女の体は細く、華きや奢しやで……マーヤはこんなにもか弱い女の子だったのかと今さらながら思い知る。


  　無口で、無愛想で、辛つらい思いをたくさんしてきた少女は、「ここがいい」とはっきり言った。「人間」も「魔女」も関係ない。生まれ、育ち、学び、出会った、そこが「自分」の居場所だと。


  　マーヤの幸せはここにある。少なくとも、マーヤはそう信じている。


  　そう信じている限り、


  「僕たちのいるこの世界が、マーヤの楽園だ」


  　抱きしめられたマーヤは、声を上げて泣き出した。


  



  　こうして僕たちの長い旅は終わった。


  　僕とマーヤの旅は、終わったんだ。


  



  　それは、ある夏の日の出来事。


  　その日、僕たちの短い旅は終わりを告げた。


  



  　──そして、僕たちの新しい旅が始まる。


  



  
    了

  


   あとがき


  



  　──はじめに。


  　この物語はフィクションです。作品内に登場する事件、人物、団体、ヒマラヤはすべて架空のものです。実在する同名のものとは一切関係ありません。どうぞ宜しくご理解ください。


  



  　みなさん、こんばんは。ゲームウォッチは『マンホール』と『オクトパス』が好きだった山やま川かわ 進すすむです。


  　さて、第３巻となる本書は、第１巻の主人公である柏かしわ崎ざき文ふみ哉やの「その後」の物語となっています。１巻のエンディング後、一人になった文哉は行方ゆくえ不ふ明めいの父親を捜しに旅立つが……。


  　そんな文哉が、作中で山歩きに挑戦しています。しかし私は登山素人。執筆に際して本やネットで情報を集めながら「どうやったら山という舞台をリアルに描けるか」と悩みました。


  　結果「経験に勝る情報なし」という結論に行き着いた私は、人生を振り返って山に関わる記憶を呼び起こすことにしました。それなりの年月を生きていれば、役に立つ記憶の一つや二つは必ずあるはずです。


  　まず思い出したのは、春は山菜を摘つみに、そして秋は茸きのこ狩りのために、毎年家族で山に入ったこと。両親がせっせと収穫している間、私はいつも車の中でゲームウォッチに興じていました。ゲームウォッチ……何もかもみな懐かしい。


  　次に思い出すのは、鹿狩りが趣味の叔父に連れられて雪山でウサギの巣穴を探したこと。あまりに寒くて、すぐ車に戻って「帰ろう帰ろう」と叔父にすがったことを覚えています。


  　さらに思い出すのは、家族旅行で活火山を見に行ったこと。そこは火山ガスのせいで草木が育たないため、低地なのに高山植物が見られるという珍しい場所でした。しかし硫い黄おうの匂いが嫌いな私は、ずっと車の中でゲームウォッチに興じていました。


  



  　……役に立たない経験ばかりだ……。（愕然）


  



  　ああ、もっと真ま面じ目めに生きていれば、山歩きの描写をより濃密に描けたかもしれないのに。経験するチャンスは山ほどあったのに、なんという人生の無駄遣い。


  　ここを読んでいる小説家希望のみなさん。ゲームばかりせず、若い内はいろんな経験をした方がいいですよ。ダメ人間の経験談でした。


  



  　以下、謝辞を。


  　担当編集様。いつも的確な助言をありがとうございます。多忙を極めている様子を見るにつけ、「ホント、健康には気をつけてください」と割りと本気で心配しています。締め切りを守るくらいしかお手伝いできませんが、今後ともよろしくお願い致します。


  　挿絵のCUTEGカ　ム様。今回は「ヒロインはアジアの山岳民族っぽい衣装で」と無茶ぶりをしてしまいましたが、しっかりと要求に応えつつ、期待をはるかに越える可愛かわいいヒロインが上がってきて感動しました。いつもいつも素敵なイラストをありがとうございます。


  　ガガガ文庫編集部様。および本書の刊行・販売に関わったすべての皆様。皆様がいてくださるからこそ、私は夢を抱いて生きていけます。ありがとうございます。


  



  　そして何より、読者の皆様に心からの感謝を。


  　本当にありがとうございました。本書を楽しんでいただけたなら誠に幸いです。


  



  
    二○一二年三月某日　山川 進
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  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  うちの魔女しりませんか？３


  



  ２０１３年３月22日　電子書籍版発行


  著　者　山川進


  発行人　佐上靖之


  編集人　野村敦司


  編　集　星野博規


  発行所　株式会社　小学館


  　　　　〒１０１‐８００１


  　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


  　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


  



  底　本　２０１２年４月23日　初版第１刷発行


  



  ⒸSUSUMU YAMAKAWA 2013　ISBN978-4-09-451338-7


  



  



  ※ご注意


  本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


  個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

OEBPS/Images/i-0004-0005_01.png





OEBPS/Images/i-0257_01.png





OEBPS/Images/13803.png





OEBPS/Images/i-0002-0003_01.png





OEBPS/Images/i-0199_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		プロローグ



		１　僕と魔女と異国の少女



		２　僕とたい焼きと彼女の秘密



		３　僕と孤独と少女の涙



		４　僕と微熱と花の首飾り



		５　僕と故郷と魔女の噂



		６　僕と真実と魔女の再会



		最終話　文哉とマーヤと魔女の楽園



		あとがき











OEBPS/Images/i-0175_01.png





OEBPS/Images/i-000a.png





OEBPS/Images/i-0006-0007_01.png
KO-l SRS

KEumfEs e
S S RDI M O4°

FBR .
PRSI Ko
R






OEBPS/Images/i-0117_01.png





OEBPS/Images/i-0008_01.png
€E4{L

7o00-4% O
1 EeREYREOLE O
2 ReBLHMCHZORE O
3 @EemEvdbrEoR O
4 ReABEONNY D
5 @esseRzom O
6 RARNcMROAS O
BRE XOLT-trRtoRE ©






OEBPS/Images/i-0079_01.png





OEBPS/Images/i-0245_01.png





OEBPS/Images/07635.png





OEBPS/Images/i-0037_01.png





OEBPS/Images/07642.png





OEBPS/Images/i-0229_01.png





OEBPS/Images/i-0057_01.png





OEBPS/Images/i-0021_01.png





OEBPS/Images/i-0141_01.png





OEBPS/Images/i-0001_01.png





OEBPS/Images/i-0009_01.png
2

20
MY

v KR | B OSSN
x @ RN Y

= .F@Aasunasﬁen.omé:somw%

HEQRE

E il @:gﬁéxﬁmumé
N\

N

N .T@_Tvomozmﬁ% \w

y

.

(





